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安威遺跡出土遺物 集合写真
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1.住居19遺物出土状況 (南より)

2.住居24上層遺物出土状況 (南 より)



は し が き

安威遺跡の所在する茨木市は,商業都市大阪と古代の都である京都のほぼ中間に位置し,現在

大阪北部の中核都市として発展を遂げています。

今回調査を実施しました安威遺跡の周辺は,古来から文化遺産に恵まれています。この中には,

北の丘陵上に古墳時代前期に築造され茨木市史跡安威 0号墳, 1号墳。安威川を挟む東の丘陵に

は,北摂で有数な規模を誇る太田茶臼山古墳。同一の段丘上には,古墳時代後期に築造された巨

石の横穴式石室墳である大阪府指定史跡耳原古墳。安威川を挟む北の山腹には藤原鎌足の墓と考

えられている国史跡阿武山古墳。南には,奈良時代の嶋下郡の郡衡推定地である郡遺跡や古代か

ら交通の要所として機能していた西国街道など,枚挙のいとまがありません。

今回の調査は,主要地方道茨木亀岡線の道路改良工事に先立って平成 9年度から平成10年度の

2カ 年にわたって実施したものであります。それまで安威遺跡については,小規模な調査が行わ

れたのみで,実態が不明の遺跡でありました。しかし,今回の調査のおいて,古墳時代中期から

後期前半にかけての竪穴式住居跡35棟,掘立柱建物11棟などの遺構を多数確認しました。また,

出上した遺物の中には,瓦質土器,陶質土器が含まれ,分析の結果,朝鮮半島南部で作 られた可

能性を指摘されています。その他には,小鍛冶が行われたと推定される鉱滓も出土しています。

これら,検出した遺構 。遺物から朝鮮半島南部からの渡来人の大規模な集落の可能性を示唆し,

安威遺跡の実体を知る手がかりを多数得ることができました。

最後になりましたが,発掘調査にあたっては, ご協力いただきました茨木市教育委員会,地元

自治会各位をはじめとする多くの関係者の方々に厚く感謝の意を表すとともに,今後とも文化財

保護行政について変わらぬご理解とご協力をお願い申し上げます。

平成12年 3月

大阪府教育委員会

文化財保護課長 栄小林
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1.本書は,大阪府教育委員会が,大阪府土木部より依頼を受け,主要地方道茨木亀岡線道路改

良工事に先立って実施した茨木市安威 1丁目～南安威 1丁目所在,安威遺跡の発掘調査報告書

である。

2。 現地調査は,平成 9年度を文化財保護課調査第二係技師酒井泰子,平成10年度を同技師奥和

之を担当者とし,平成 9年 9月 から平成11年 3月 にかけて実施 した。それに伴う整理作業は,

平成11年度に資料係が行い,平成12年 3月 に全ての作業を終了した。

3.調査にあたっては,大阪府土木部道路課,大阪府安威川ダム建設事務所,茨木市教育委員会,

および奥井哲秀 (茨木市教育委員会),北野重 (オ白原市教育委員会),合田幸美 (財団法人大阪

府埋蔵文化財調査研究センター),武末純― (福岡大学),田中清美 (財団法人大阪市文化財協

会),馬田弘稔 (甘木歴史資料館),濱野俊― (茨木市教育委員会),員鍋成史 (財団法人交野

市文化財事業団),宮脇薫 (茨木市教育委員会),免山篤 (茨木市文化財保護委員),森村健一

(堺市教育委員会),吉武孝礼 (甘木市教育委員会)を はじめ多くの諸機関,諸氏より懇切な助

言,ご協力をいただいた。(敬称略～50音順)

4.本書の編集は奥が担当し,北村美紀,西澤寿子が補佐 した。執筆は,主に奥が行い,第 2乳

第 3章第 1節を酒井泰子,第 4章 4節を有井宏子が行った。また,第 4章 7節については,三

辻利一氏 (奈良教育大学),第 4章 8節については,大澤正己氏,鈴木瑞穂氏 (九州テクノリ

サーチ)に原稿をお願いした。英文サマリーについては,有井が本文を要約し執筆した。ハン

グルサマリーについては,横田明が本文を要約し執筆し、徐光輝氏 (龍谷大学)が校正 した。

なお,遺物計測値表については,北村美紀が行った。遺構の写真撮影については,各担当者が

行った。

1.座標,方位については国土座標,標高については東京湾平均海水面 (T.P.)を基準とした。

2.遺構及び遺物の色調については,小山正忠・竹原秀雄 「新版標準土色帳」 日本色彩研究所

1992を使用した。

3.遺構の名称番号については,各年度毎に異なる表記であるため,主な遺構について通 し番号

を付けた。

4.遺物は,挿図,図版の番号と一致させた。

例
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第 1章 はじめに

1.調査の経過

安威遺跡は,茨木市安威 1丁目から南安威 1丁目にかけて,主要地方道茨木亀岡線を東側の境

として東西約500m,南北約600m範囲に広がる周知の遺跡 (第 1・ 2・ 3図)で ある。 しか し,

調査地区周辺は,今回の調査以前については,大規模開発が少なかったため発掘調査例が乏しく,

今回の調査地区南端から南へ約100mの地点で茨木市教育委員会によって1997年 度に大規模店舗

建設に伴い調査を実施 し,弥生時代後期の遺構・遺物を検出した例以外は,具体的な遺跡の様相

はほとんど不明であった。

今回の発掘調査の契機となった主要地方道茨木亀岡線は,茨木市西河原西の交差点で国道 171

号線と合流 していることから,朝夕に限らず交通渋滞を引き起 こしていた。それを解消すること

と,安威川ダム建設工事のアクセス道路として拡幅を計画 した。

拡幅工事箇所は,周知の遺跡である安威遺跡の東端部付近に沿って行われることから,工事に

先立って本府土木部と大阪府教育委員会によって協議を行い,拡幅工事区域全域を対象とする試

掘調査を実施することとなった。試掘調査は,本府教育委員会によって1996年度に試掘調査を実

施 した。その結果,何箇所かに遺構・遺物が発見された。その試掘成果をもとに,両者 は再度協

議を重ね,遺構・遺物が検出された範囲約3000rに ついては,本府教育委員会によって発掘調査

を1997年度から実施することとなった。また,用地買収が行われていなかったため試掘調査を実

施 していなかった発掘調査区の名称であるB区とC区の間約108mに ついては,遺跡が存在する

第 1図 茨本市と調査地点
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かどうか不明であったため,再度試掘調査を行うこととなった。再度の試掘調査は,1998年度に

行い,そ の結果B区の南長さ約29mの範囲に遺跡が存在することが明らかになり,そ の結果を元

に,両者が協議を行い,そ の年度内に発掘調査を実施することとなった。

発掘調査は,1997年,1998年度の2カ 年にわたって実施し,調査面積は,1997年度が1400だ ,

1998年度が2120rで ,計3520rを測る。

発掘調査に伴う直接の費用負担については,本府教育委員会と本府土木部と協議の結果,既設

道路の拡幅工事であるため,付近住民との調整,既設道路の安全確保を図りすなおかつ発掘調査

を円滑に進めるためには,本体工事に含めて発注して実施する方法が,最 も適切であると判断し

た。そのため,安威川ダム建設事務所が,茨木亀岡線の拡幅工事の本体工事について,交差 して

いる名神高速道路の北側を担当していることから,本体工事に含め調査を発注し実施した。

2.調査の方法

道路拡幅工事の順序および既設建物の進入路を確保するために,発掘調査を実施 した全長約

330mの 区間をAか らIま での 9調査区に区分した。調査区は,Aか らC区を1997年度,Dか ら

I区を1998年度に実施した。調査は,調査区内の調査が終了後,次の調査区に移る方法で行った。

調査は,調査区の約 2分の 1が現地表面から遺構面まで2m前後あるため,掘削することで周

辺の既設建物に影響を及ぼすことが予想された。そのため遺構面上面までの掘削で収まる用水路

および養壁の工事を優先した。この工事については,立合いにより対処し,掘削が遺構面まで達

していないことを確認した。

工事終了後,耕作土および盛土層をバックホウによって除去した後,それより下層を人力によっ

て掘削し遺構・遺物の検出に努めた。一部の地区については,最終遺構面より下を掘削し,地山

の確認を行った。調査終了後,埋設管などで遺構が破壊される部分を除き,検出した遺構を保護

するために遺構面上の厚さ約0.2mを真砂土によって養生し,そ の上に掘削土を埋戻した。

遺構番号は,隔年度ごとに検出した遺構順に通し番号をつけた。その後,住居跡,建物,土抗

溝などについては統一化を図り,北から順に通し番号をつけた。柱穴の番号については,多数検

出されたため混乱するおそれがあるので,あえて統一しなかった。

ヘリコプターによる空中写真撮影を各調査区ごとに行い,こ れを基に20分の 1,100分の 1の

平面図,遺構図を作成した。この空中写真撮影で得られた各調査区のモノクロ密着写真を基に,

調査地全域の合成写真を作成した。

空中測量図で表現が極めて困難な一部の遺構,遺物出土状況に関しては,細部を表現するため

に手書き実測で10分の 1,20分 の1の 図面を作成した。土層断面図については,遺構平面図と対

応するために基本的に20分 の 1で作成したが,細部が表現出来ないものについては,10分の 1で

行った。

註》 茨木市教育委員会 「安威遺跡の発掘調査」 『平成8年度発掘調査概要』 1997
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第 2章 位置と環境

茨木市は大阪府の北東部に位置し,東は高槻市,西は吹田市・箕面市,南は摂津市,北は豊能

郡豊能町と京都府亀岡市に接している。大阪府の淀川以北は北摂地域と呼称されるが,千里丘陵

を境に東西に分けられる。茨木市はこの北摂東部に位置している。安威遺跡は,茨木市と高槻市

が接する付近,安威 1丁目から南安威 1丁目にかけて所在する,弥生時代から古墳時代にかけて

の遺跡である。南北に長く,東西に短い長方形を呈する市域を持つ茨木市は,地形的には丹波帯

に属する北摂山地が連なる北部と,河岸段丘と沖積平野からなる「三島平野」が広がる南部に大

きく三分される。両者の境界は「真上断層帯」が明瞭な崖となって画しており,有馬にまで続 く

「有馬一高槻構造線」と呼ばれる活断層である。

市域を流れる中小河川は,北摂山地に源を発して南流し,淀川水系を経て大阪湾に流れ込んで

いる。市域東部を流れる安威川は市内で最大の河川で,京都府亀岡市に源流を持ち,い くつかの

小河川を合わせて南流した後,淀川の自然堤防に阻まれて西に向きを変え,神崎川に合流してい

る。安威遺跡はこの中流域右岸に位置している。

安威遺跡が立地するのは北摂山地の南に派生する段丘上である。標高はT.P.+21.5mか ら

23.5mを測る。安威 1丁目の南端には直線的な崖が東西にのび,扇状地帯である上位の段丘面と

下位の段丘面 (所謂「富田台地」)と を画している。安威川はこの付近で大きく蛇行 し,両岸に

氾濫原を形成している。安威遺跡はこの上位段丘面と下位段丘面の地形変換点にあたっている。

安威遺跡の立地する北摂東部 (三島地域)は旧石器時代以降の各時代の遺跡が濃密に分布する

地域である。当遺跡の周辺にも耳原遺跡・太田遺跡などの集落遺跡の他,北の丘陵の尾根上には

塚原古墳群など多数の古墳が築かれている。ここでは,今回検出した安威遺跡の集落が展開 した

古墳時代の状況について述べていく。

三島地域では, 3世紀中葉に安満宮山古墳が築造されたのち,後期まで400基近い古墳が確認

されている。前期では郡家川西遺跡を基盤とする地域に,弁天山古墳群が形成される。 4世紀初

めの前方後円墳である弁天山Al号墳 (岡本山古墳)をその初現とし, 3支群に分かれた各盟主

墳が一連の首長系譜を引いて築かれたと理解される。この首長系譜はやがて郡家車塚古墳 (4世

紀後葉)。 前塚古墳 (5世紀前葉)へとつながっていく。茨木市域では4世紀中葉に全長100m

を測る前方後円墳である紫金山古墳が築造された。後円部の竪穴式石室から鏡・玉類 。石製品・

貝輪・武器・武具・鉄製農工具類などが出土した。紫金山古墳と相前後して,や はり竪穴式石室

を主体とする前方後円墳である将軍山古墳 (全長110m)が現れる。前期末には安威遺跡の北方

の丘陵上に安威 0号墳 (円墳)。 同 1号墳 (前方後円墳)が作られている。いずれも割竹形木棺

を入れた粘土樗[が 2基設けられており, 0号墳からは鏡・玉類 。鉄製工具類などが, 1号墳から

は石製腕飾類などが出土した。安威古墳群中に立地するが,前期古墳はこの 2基のみで,他は後
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i 宮之川原遺跡

8 弁天山Dl号墳

15 弁天山B4号墳

22 芥川廃寺瓦票跡

29 氷室塚古墳

36 闘鶏山古墳

43 石塚古墳

50 塚原遺跡

57 安威寺跡

64 将軍山 2号墳

71 新屋古墳群

78 継体天皇陵陪塚

86 総持寺北遺跡

92 永代遺跡

99 茨木遺跡

106茶 自塚古墳

113郡 山古墳群

120弁天山遺跡

2 唐井谷古墳群

9 尼ケ谷吉墳群

16 岡本山東古墳

P3 郡家本町遺跡

30 氷室遺跡

37 殿岡神社古墳

44 高樋古墳

51 桑原古墳群

58 安威城跡

65 将軍山第 1地点遺跡

72 紫金山古墳

79 大田遺跡

86 富田寺内町

93 耳原古墳

100茨 木城跡

10ア 馬塚

114上穂積山遺跡

121 地蔵池南遺跡

3 墓谷古墳群

10 弁天山古墳群

イア 弁天山Al号墳

24 郡家車塚古墳

31 郡家今城遺跡

38 新池遺跡

45 土保山古墳

52 初日 1号墳

69 安威遺跡

66 将軍山第 2地点遺跡

73 青松塚古墳

80 太田北遺跡

87 教行寺跡

94 耳原遺跡

101上中条遺跡

108郡 山古墳

115上穂積山古墳

122茨木ゴルフ場内窯跡

4 弁天山D5号墳

11 弁天山Bl号墳

18 大蔵司古墳群

25 狐塚古墳群

32 宮日遺跡

39 新池窯跡

46 二子山古墳

53 初日 2号墳

60 大日寺跡

67 真龍寺古墳群

74 南塚古墳

81 大田廃寺跡

88 富田遺跡

95 鼻摺古墳

102駅 前遺跡

109郡山遺跡

116上穂積神社西古墳

123松 沢池北遺跡

5 弁天山D4号墳

12 弁天出B2号墳

19 岡本山古墳群

26 今城塚古墳

33 ツゲノ古墳群

40 上土室遺跡

47 石山古墳

54 安威古墳群

61 安威西垣内遺跡

68 西福井遺跡

75 海北塚北方遺跡

82 大田城跡

89 中城遺跡

96 五日市遺跡

103春 日遺跡

110郡山城跡

117見付山古墳

124松 沢池池底遺跡

6 弁天山D3号墳

13 弁天山B3a号 墳

20 岡本山A3号墳

27 前塚古墳

34 ツゲノ遺跡

41 土室遺跡

48 塚原古墳群

55 長ケ淵古墳群

62 将軍山古墳群

69 福井城跡

76 海北塚古墳

33 総持寺遺跡

90 鮎川遺跡

97 中河原遺跡

104穂 積廃寺跡

111 郡神社古墳

118見 付山遺跡

フ 弁天山D2号墳

14 弁天山B3b号墳

21 上野遺跡

28 上氷室遺跡

35 闘鶏野古墳

42 番山古墳

49 阿武山古墳

56 安威砦跡

63 将軍山 1号墳

70 熊ケ谷古墳

77 大田茶自山古墳

34 総持寺古墳群

91 牟礼遺跡

98 倍賀遺跡

105郡 遺跡

112郡 児童公園遺跡

119穂 積城跡

第 3図 周辺の遺跡
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期の横穴式石室墳である。群集墳である安威古墳群 とは区別 して考える必要があろう。郡遺跡・

宿之庄遺跡・倍賀遺跡などでは弥生時代か ら継続 して集落が営まれている。東奈良遺跡において

も集落規模が拡大 し,他地域か らの搬入土器 も多い。また総持寺遺跡で も庄内式期の竪穴住居が

検出されている。 しか し前述 した前期古墳の造営母体 となる集落は明確でな く,古墳間に首長系

譜を追 うことはできない。

中期に入 ると,安威川左岸の下位段丘面 (富田台地)の最高所 に全長226mを 測 る前方後 円墳

である太田茶臼山古墳が突如 として築かれた。現在宮内庁が「継体天皇陵」としているが,墳形

や出土埴輪の年代観等か ら5世紀中葉の築造 と考え られる。また先行 して太田石山古墳があるも

のの,三島地域の中では突出 した古墳であり,既存の首長系譜上 にのるものではない。

太田茶臼山古墳の北東の上室地区には石山古墳・ 土保山古墳・ 番山古墳などの中小規模の古墳

が築かれた。 5世紀中葉になると,太田茶臼山古墳の南 l kmの 総持寺遺跡では方墳群が形成 され

始める。概ね一辺10m以下の小規模 。低墳丘のものである。墳丘が削平 されていて主体部が残存

しないが,木棺直葬であると推定 している。周溝内か ら初期須恵器や埴輪 (形象埴輪を含む)な

どが出土 した。埴輪は一部が後述する高槻市新池遺跡で生産 されたものであることが判明 した。

茨木市郡遺跡・ 駅前遺跡・ 春 日遺跡,高槻市 ツゲノ遺跡等で も同様の小規模古墳 (方・ 円墳)んゞ

検出されている。 これ らの古墳 (群)は いずれ も5世紀中葉か ら後半 に出現 し, 6世紀前半で造

営を終了 しているようである。安威遺跡の古墳時代集落が出現するのもこの時期である。高槻市

新池遺跡では埴輪生産が行われている。 5世紀中葉 と中断期間をはさんだ 6世紀前半の二時期の

埴輪窯群が検出されており,そ れぞれ太田茶臼山古墳 と今城塚古墳に製品を供給 していたもので

ある。また西方の千里丘陵では須恵器生産が始まり, 7世紀中頃まで継続 している。

後期では全長190mの前方後円墳である今城塚古墳があげられる。今城塚古墳が『 日本書紀』

や『延喜式』に記 された「継体天皇藍野陵」であることは疑いをはさむ余地のないところで,古

墳編年において,今城塚古墳が530年前後 という定点のひとつとなっている。南塚古墳・ 青松塚

古墳 は横穴式石室を主体部に導入 している。また石棺を主体 とする海北塚古墳・ 耳原古墳などが

築造 された。丘陵部には新屋・安威・将軍山 。塚原古墳群などの群集墳が概ね 6世紀中葉以降に

造営 されている。終末期になると礫敷 きの初田 1号墳,爽紆棺を持ち,藤原鎌足を被葬者 とす る

見解の強い阿武山古墳が築かれている。後期の集落については安威遺跡の他に,茨木市総持寺遺

跡,高槻市 ツゲノ遺跡で竃を持つ竪穴住居等を検出 している。

参考文献》

高槻市史編さん委員会 『高槻市史第6巻』「考古編」 1973

大阪府教育委員会 「総持寺遺跡発掘調査概要」 1995

大阪府教育委員会 「総持寺遺跡発掘調査概要Ⅱ」 1997

(財)大阪府文化財調査研究センター 「安威川総合開発事業に伴う文化財等総合調査中間報告書」 1997

(財)大阪府文化財調査研究センター 「総持寺遺跡」 1998

茨木市教育委員会 「平成8年度発掘調査概報J 1997

高槻市教育委員会『新池』「新池埴輪製作遺跡発掘調査報告書」高槻市文化財調査報告書第17冊 1993
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第 圭早 調査の成果

第 1節 基本層序

安威遺跡は,地形的に上位段丘と中位段丘の変換点に位置する。調査地区北端に存在するA区

と南端に存在するH区までの全長約330m間の標高差は約 2mを測る。層序は,道路及び宅地・

工場造成時の盛土 (厚 さ約 lm～1.5m)を除くと遺構検出層である地山までは,基本的にほぼ

同様な堆積状況を呈している。しかし,検出した遺構の遺物包含層は削平を受けたものと推定さ

れ,存在しない。

以下各層の概要 (第 4図,図版 2-1～ 4)を記述する。

I層 現耕土層で層厚は,約0.2m前後を測る。

Ⅱ層 現耕上の床土層で,基本的に1層であるが,部分的に2か ら3層に分けることができる。

層厚は,0.05mか ら0.lmを測る。

Ⅲ層 緑灰色砂質土層を基本とする層で,中世から近世にかけての床土層と推定され,中世から

近世にかけての遺物が少量ながら出土 した。基本的に 1層から3層に分けることが出来る。

層厚は,0,lmか ら0.5mを測り,各層の上面には,鋤溝が多数検出されている。

Ⅳ層 調査区内の地山である。北部地区は砂礫層を基本とする。古墳時代の遺構が検出された南

側の地区は,色調は異なっているが砂質土層が大半を占め,部分的に砂礫層が認められる。

検出した遺構の大半は,砂礫層を避けているものと推定され砂質土層上面に存在する。

―

Ⅱ オ リーブ褐色粘質砂土層

Ⅳ 灰黄褐色粘質砂土層

0                  1m
l   l   I   I   I   I

第 4図 基本層序図
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第 2節 第 1群

の調査

1.概要 (第 6図,図

版 2-5)

府道と市道の交差点北

側 Y=-39.325付 近を中

心とし,X=-128.276か

らX=-128.317付 近 の

全長約41mの調査区 (C

区)で検出した。竪穴住

居 3棟・掘泣柱建物 1棟・

土坑等で構成されている。

安威遺跡では北端に位置

する遺構群である。

C区では約500rを対

象に調査を実施 した。現

地表下約 lmの盛土・ 旧

耕土を除去すると,中世

以前の包含層がある。遺

構面も確認 したが,後述

する自然河川の痕跡を除

けば明確な遺構は検出 し

ていない。古墳時代中期

から後期の遺構面は黄褐

色砂質土をベースにT.P.

+22m前後で検出した。

幅1l mか ら14mの 自然

河ナ||(溝 1)が調査区を

北西から南東に横断 して

いる (第 6図 )。 このサ||

の北側 は南 と比べ約 0.3

m高 くなっている。遺構

は存在せず,遺物 もほと

-9-



1 25Y6/4 にぶい黄色微砂層

2 25Y6/3 にぶい黄色微砂層

3 25Y6/1
4 25Y5/2
5 25Yア/2

6 25Y7/3
7  25Y 7/4
8 25Y5/4
9 10YR 4/2
10 10YR 4/1
11 10YR 5/4
12 10YR 5/2
13 10YR 3/3

黄灰色微砂層

黄褐色微砂層

灰黄色微砂層

浅黄色微砂層

浅費色微砂層

黄褐色微砂層

灰黄褐色微砂層

褐灰色微砂層

にぶい黄褐色微砂層

灰責褐色微砂層

嗜褐色微砂層

2m0

第 7図 住居 1平面図・断面図

＼

1 25Y6/3 にふい黄色砂土層
2 25Yア/2 灰黄色微砂質土層
3 25YR 6/2 灰責色砂質土層
4 25Y6/3 にぶい黄色砂質粘土層
5 25YR 3/1 暗赤灰色焼土層

6 25Y6/1 黄灰色粘質砂土層
7 25YR 3/1 暗赤灰色焼土プロック層
8 75YR 3/3 暗褐色焼土屠
9 25Y5/2 暗灰黄色砂質土層
10 25YR 6/8 橙色焼土層

第 9図 住居 1竃遺物出土状況図

10YR 6/1 掲灰色粘質砂土層
10YR 6/4 にぷい黄橙色砂質土層 (焼土炭含む)

25YR 5/6 明赤掲色砂質土層 (焼土 )

25Y G/3 にぶい黄色微砂土層
75YR 4/4 褐色焼上層

lm

ふぬ

塚ヽこ

呪7う

第 8図 住居 1竃平面・ 断面図
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んど出土しない。サ|キ の南側には幅2.5mか ら5.Omの範囲で堤状に盛上が施されている。竪穴住居

を始めとする遺構群は,こ の堤の南に展開している。

2.住居 1(第 7図,図版 3-1・ 6)

調査区の南東,X=-128.315,Y=-39.324付 近に位置する。一辺4.Omを 測る隅丸方形の住居

で,南隅の一部を除くほぼ全形を検出できた。主軸は南北方向から約45度東に振っている。南西

辺の中央壁際には竃を設置している。竃の両脇から,幅 0.2mほ どの壁溝が四辺に巡っている。

住居は深さ0,15m程度残存しているが,床面には後述する掘立柱建物など後世のピットが掘り込

まれていたほかは,住居の主柱穴となるものは検出しなかった。

竃 (第 8・ 9図,図版 3-2～ 5)は長さ1,3m,最大幅0すomを測る。黄色シル トをもちいて

馬蹄形に築いている。頂部は壁溝の外に若千出ており,煙道部が続いていたようである。検出時

には黄色シルトの内側に焼土・炭化物が広がっていた。袖部の幅は0.25mか ら0.3m,残存高は

0.15mを測る。内側は被熱しており,最奥部が最もよく熱を受けている。燃焼部の長さは1.Om,

幅は0.5m程度である。奥から0。 3mと 0。 7mの ところにそれぞれ石が置かれており, この石の間の

床面が被熱して赤変していた。床面より上で土器片が出土 した。壁溝の0.5mほ ど外側でこの住

居に伴う掘り方と思われるラインを検出した。また,板材の痕跡と思われる幅0.05m,長 さ0.3m

程の黒褐色土塊が,壁溝内に並んでいる状況を一部分ではあるが埋土上面で確認している。断割

り部及び調査区南壁での上層観察の結果もあわせて考えると,ま ず一辺 5mの方形に地山を掘り

込んだ後,0.5m内側に板材を打ち込み,外側の堀方との間を土で埋め戻 しているようである。

検出した壁溝がこの内側のラインにあたる。外側と内側のラインの間には小ピットが並んでおり,

壁構造を持つ住居であった可能性が考えられる。精査を重ねても主柱穴は全く確認 していない。

本来柱穴を持たないと考えられることもその根拠となろう。

この住居の床面及び埋土から須恵器・土師器等が出土している (第 10図,図版47-3)。 これ

らの遺物よりこの住居には5世紀末から6世紀初頭の時期が与えられる。

3.住居 2(第 11図,図版 3-7・ 9)

調査区東端で検出した,方形の竪穴住居である。西隅コーナーの一部がかかっているだけで,

住居の大部分は調査区東の府道下に埋没している。主軸の方向は,住居 1と 同じである。規模は

不明だが,幅0.2mの壁溝とその0.3m外側に平行して巡る掘り方のラインを検出した。やはり柱

穴は持っていないようで,住居 1と 同様の構造を持つようである。

症 三 ≡ 三 三 乙 _二 上 ≧ Jl  と 三

=Ξ

∃ L__二 12

第10図 住居 1出土遺物
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75YR 3/1 黒褐色砂質土層

10YR 4/1 褐灰色砂質土層

10YR 3/1 褐灰色砂質上層

75YR 2/2 黒褐色砂質土層

76YR 4/1 褐灰色砂質上層

10YR 3/2 黒褐色砂質土層

0

第11図 住居 2平面・ 断面図

0                      10cm

11l111    1

第12図 住居 2出土遺物

ャ

w´
ン゙ 33A

住居の北側には先に触れた堤状遺構が接 してい

る。調査区東壁の断面観察でこの住居 2が堤状遺

構の上から掘 り込まれていることが判明した。側

溝出土の須意器郭蓋がこの住居 2に伴う可能性が

高いが (第 12図 ,図版47-6), これによると時

期は 6世紀前半と考えられる。

4.住居 3(第 13図,図版 3-8010)

調査区南西端で検出した方形の竪穴住居である。

北隅コーナーの一部のみで,ほ とんどが調査区外

の市道下に存在する。他の 2棟 と主軸方向を同 じ

くし,同時期に作 られたことを窺わせる。住居内

壁の板材を打ち込んだ痕跡である幅0.lmの溝 と,

その外側に0.在 mの 掘 り方を持つ。主柱穴はやは

り存在 しない。

5.建物 1(第 14図 )

調査区南東部で前述 した住居 1と 重複 して検出

した建物である。住居群と同じ方向に主軸を持つ。

梁間 2間,桁行 3間以上で,規模は柱間で3.5m

×5.5m以上を測る。柱穴は直径0.5m前後の円形

を呈 し,深さは0。 lmか ら0.15m程度残存 している。

柱穴からは遺物が出上 しなかったため時期を明

らかにはできないが,建物主軸の方向から見て竪

穴住居群との間にはさほど時期差はないと思われ,

古墳時代後期前半の範疇で考えられる。

6.土坑 1(第 16図)

調査区東端で検出した。溝 1の南肩からは2m

ほど離れ,堤状遺構のほぼ中央に位置 し,東西

1.3m,南北1.2mの 方形を呈する。盛土を除去 し

た面で掘 り方を確認 したが,上層での遺物の出土

状況をみると,最終的な掘り込み面が検出した高

Ｎ

Ａ

Ａ

キ

ャ

、

Ｙ

Ｙ

Ｙ

黄灰色砂質土層

浅黄色砂質土層

灰黄色砂質土層

25Y6/1 責灰色砂質土層
25Yア/3 赤褐色砂質土層

2m

第13図 住居 3平面・ 断面図

さより上に存在し,祭祀の場所として継続的に使用されていた可能性が指摘できる。

出土遺物 (第 17図,図版47-7・ 8・ 20)は土師器高郭・甕・婉などである。土師器郭 (21)

は口縁部の下側に段を有しており,須恵器を模倣した器形である可能性がある。22は T K10か ら

M T15型式に属する須恵器郭蓋である。堤状遺構は土坑 との直後に築かれており,こ の上器が土

-12-



◎
ｓ

◎
ＳＰ‐４

◎
ｓＰ‐‐

◎
ｓ

◎
ｉｓＰ

1 10YR 3/4
2 10YR 2/3

25Y4/2 暗灰黄色砂質粘土層

25Y6/2 灰黄色砂質粘土層

25Y6/1 黄灰色砂質粘土層

第14図 建物 1平面・ 断面図

10YR 6/1 褐灰色細砂上層

25Y6/4 にぶい黄色砂質粘土層

25Y6/2 灰黄色砂質粘土層

25Y6/3 にぶい黄色粘質 ンル ト層

10YR 5/1 褐灰色細砂土層

25Y4/4 黄灰色砂礫層

第15図 溝 1土層断面図

坑 1と ともに堤状遺構の上限も示す資料である。

7.堤状遺構 (第15図 )

既述の自然河川 (溝 1)南岸沿いに築かれた,幅2.5mか ら5.Om,残存高0.3m程度を測る遺構

である。初期須恵器を含む古墳時代の遺物を多量に包含 した黒褐色土を用いて盛土されていた。

自然河川 (溝 1)は深さ0.5m程 と浅 く,水が流れた痕跡 もほとんど確認できない。遺構や遺物

にぶい黄褐色砂質土層

黒褐色砂質土層

-13-



の検出状況から見て集落の北限であったことは明らかで,堤は集落を画する目的をもつ。初期須

恵器を含むことから集落の造営が開始されると同時に堤が築かれた可能性がある。

出上 した遺物は須恵器郭蓋・壷・甕・器台・提瓶・配,土師器,紡錘車などである (第 18図 ,

図版47-36)。 後述の土坑 1の上面にあたる部分に特に集中 して出土

した。29は須恵器の壷口縁部である。端部や施文の特徴から伽耶系の

ものとみられる。初期須恵器の範疇に入る器台 (36)の 他,32の 口縁

部など古相を示す遺物も含まれるが,郭蓋 (24),郭身 (28),配 (34),

提瓶 (35)な どMT15型式前後のものが多 くを占めている。

第 1群の遺構については,建物 1以外は,い ずれもMT15型式前後

の須恵器を伴っている。住居 2が このなかでは若千時期が下ると思わ

れるが,慨ね 5世紀末から6世紀初頭に作 られたと考えられる。建物

は住居 1の廃絶後に建てられている。主軸方向からみて,住居 2・ 3

と共存 した可能性 も考えられる。

1 10YR 17/1 黒色砂質土層
2 75YR 2/1 黒色粘質砂土層

0          05m

第16図 土坑 1平面 。

断面図

М

第17図 土坑 1出土遺物
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第 3節 第 2群の調査

1.概要 (第19図,図版 4-1)

第 2群は,Y=-39.825を 中心

とし,X=-128.380付近からX=―

128.364付 近の長さ約34m,幅約13

mの間に 7基の住居臥 建物 2棟 ,

土坑 1基などを検出した。

第 2群の北辺部の長さ約15mの

間は,既存の道路の交差点付近で

あり,横断歩道橋,側溝などの施

設の設置時に掘削され,遺構検出

面のほとんどが削平を受けていた。

2.住居 4

住居 4(第 21図,図版 4-2)

は,第 2群の北側 X=-128.336,

Y=-39。 327付近を中心 とし,平

面形がほぼ円形をなす住居跡であ

る。今回の調査で検出した住居跡

のほとんどが,平面形では方形な

いしは長方形であるのに対 して,

円形のものは, 2例のみである。

直径約5.Om,深 さ約 0。 lm,床

面積は約19.6rを測る。

住居跡の一部は,既存の道路の

施設により削平を受けていた。床

面はほぼフラットで,住居の壁に

沿って壁帯溝が存在する。壁帯溝

の埋土は土層断面観察の結果 (図

版 4-3・ 4)か ら,ほ ぼ床面 と

同色,同系統の土で埋まっている

ため,使用時には埋められていた

ものと推定される。壁帯溝は,幅

約0.lm,深 さ約0.05mを 測る。第19図 第 2群平面図

―-16-―



遺物 (第20図)は,床面からのものはなくすべて埋土から出土 した。少量で破片が多 く,図化

できたのは,須恵器郭身 1点 (46),韓式系土器平底鉢 1点 (47),土師器高郭脚部片 1点 (48)

の 3点のみである。

出上 した須恵器から住居跡の時期は,田辺編年のM T15形式,中村編年のエー 1形式に相当し,

6世紀初頭に比定される。

3.住居 5・ 6・ 7・ 8(第25図 )

第 2群の北,X=-128.386か らX=-128.346, +~召
~~比

6

善[死髯∫憩隠 、樫協泉:祐〆隷π
居跡の築造順は,住居 5, 7, 6, 8の順となる。            o

ブ
住居 5(第25図,図版 5-1) 住居 5は , 4

基の住居の中では最 も北側に位置する。北側は道
第20図 住居 4出土遺物

路施設築造時に削

平を受け,東側は

調査区外,南側を

住居 6, 7, 8に

よって削平され,

残存 していたのは ~

西狽1のみであった。

住居の方向は,

N-52° 一Wで あ

る。

竃,南西辺部の

位置か ら一辺 約

6.Omの 隅丸方形

の住居と推定され

検出面からの深さ

約0.2mを 測 る。

床面積は約36.0∬

と推定される。一

部のみの検出であ

るが,壁帯溝が壁

に沿って存在する。

溝の埋上がほぼ床

25Y5/2 暗灰黄色砂質上層

25Y5/3 黄灰色砂質土層

5Y5/2 灰オリープ色砂質土層

第21図 住居 4平面・ 断面図
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＼‐128“ 8キ

5YR 4/2 灰褐色粘質上層

25Y4/3 オ リープ褐色質土層

5YR 4/1 褐灰色粘質土層

5Y3/1 オリーブ黒色粘質土層

5YR 6/6 橙色粘質土層
0

10YRフ /3 にぶい黄橙色粘質土層

5YR 4/3 にぶい赤褐色粘質土層

5YR 6/6 橙色砂質土層 (焼土 )

25Y3/3 暗オリーブ褐色粘質土層

lm

第 22図  住居 5電平面 。断面図

＼X‐コ28,338

＼

第23図 住居 5竃遺物出土状況図

住居内から出土 した遺物 (第24図,図版 5-6)

ィ生∞ぉ知 
は'須恵器鬼 (50,図版48-50),土 師器高郭

(51,図版48-51)な どが竃の左肩部周辺の床面

上から,埋土中か らは,須恵器郭身 (49),上 師

器高郭片 (52)な どが出土 している。

出土 した須恵器か ら時期は,田辺編年のTK

208形式,中村編年の I-4形 式に相当 し, 5世

紀後半に比定され,切 り合った住居跡の中では最

も古い。

面と同色,同系統の上であるため,使用時には

埋められていたものと推定される。計測値は,

幅約0.2m,深 さ約0.05mを 測る。焼失住居で埋

土中に多量の焼土,炭片が存在する。

竃 (第22図,図版 5-2・ 5)は ,西壁のほぼ

中央部に位置するものと推定され,平面形では

「 V」 字形に近 く先端は丸い。先端は,住居の壁

より若干外側にあり,角度はやや西に振る。竃

の床面は,住居跡の床面より約0.06m程度高い位

置にあり,床面は最大幅0.6m,長 さ約1.2mを測

る。支脚は,幅約0。 とm,長 さ約0.2mの長方形に

近い河原石を使用 し,先端から0.55mの位置にあ

る。床面はほぼ平 らで,焚口から支脚までの床面

は焼けて赤褐色を呈する。

竃内からは (第23図,図版 5-3・ 4),甕片 ,

製塩土器 (第24-53図)が支脚周辺の床面付近か

ら出土 (第23図,図版 5-3・ 4)し たが,甕片

は図化できなかった。

住居 6(第25図,図版 6-1・ 3・

4)住 居 6は, 4基の住居の中でほ

ぼ中央に位置し,住居の約 3分の 1は ,

東の調査区外にある。北と西側は住居

5,南側には住居 8が存在 し,住居 7

と重複関係にある。住居の方向は,N―

50° 一Wで ある。住居の北辺および西

/

侶
~比

9

7~T~∇ 53

0                      10cm
l  l  l  l  l  l           l

第24図 住居 5出土遺物
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1 25Y6/4
2 25Y7/4
3 5Y5/3
4 5Y5/4
5 25Y5/3
6 25Y5/4
7 25Y73
8 5Y4/3
9 10YR 6/6
10 10YR 5/2
11 10YR 3/3
12 10YR 6/3
13 10YR 5/2
14 10YR 6/4
15 10YR 5/3
16 10YR 4/3
17 10YR 4/2

0

にぷい責色砂質土層

浅黄色砂質土層

灰オ リーブ色砂質土層

オ リープ色砂質土層

黄褐色砂質土層

責褐色砂質土層

オ リープ褐色砂質土層

暗オ リープ褐色砂質土層

明黄褐色砂質と磨

灰黄褐色砂質止層

暗褐色砂質上層

にぷい黄権色砂質土層

灰黄褐色砂質上層 (き め細かい)

にふい黄桂色砂質土層

にぶい黄褐色砂質土層

にぶい黄褐色砂質土層

灰黄褐色砂質土層

∠ 抑“

A′

|

第25図 住居 5・ 6・ 7平面・断面図
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片の約 2分の 1は,住居,柱穴および上層の砂層が複雑に絡み合っていたため平面では確認でき

なかった。そのため東壁の断面により,切 り合いおよび規模を確認 した。南西辺部の形状および

土層断面観察から一辺約4.8mの 隅丸方形をなす住居と推定され,検出面か らの深さ約0,lmを測

る。床面積は約23.0だ と推定される。壁帯溝は土層断面および平面観察の結果,存在 しない。

竃 (第26図,図版 6-2)は ,西壁のほぼ中央部に位置するものと推定され,平面形ではやや

開き気味の「 U」 字形に近い形を呈する。先端の約0.05mは ,住居の壁よりやや外側にある。竃

の床面は,住居跡の床面より約0.15m程度高 く,住居 7の ほぼ直上にある。住居 7の 竃上面に,

幅約1.Om,長 さ約1.3mの範囲に盛土によって床面を築き,竃が作 られている。竃の床面は最大

幅0.55m,長さ約0.75mを測る。支脚は欠失 していたが,支脚の掘 り方が存在 しており,径約0.08

m,深さ約0.03mを測る。床面はほぼ平 らで,焚口から支脚まで焼けて赤褐色を呈する。

遺物 (第28-55～ 61図)は,須恵器の雰身,郭蓋,甕,土師器の手づくね土器などが埋土中よ

り出上 し,床面上からはなかった。

出土 した須恵器から住居跡の時期は,田辺編年のT K10形式,中村編年のエー 2形式に相当し,

×斥
/″

/

＼

218ml

Ｙ

Ｙ

Ｙ

オリーブ褐色砂質土層

オ リーブ褐色砂質土層

黄褐色砂質土層

第26図 住居 6竃平面・ 断面図

25Y4/3 オリープ褐色砂質上層

25Y4/4 オリープ褐色砂質土層

0

3 25Y5/4 黄褐色砂質土層

lm

第27図 住居 7電平面 。断面図

丘 壬 ≡ 冨 邑 三 二 ≧ ゝ 54 〆
宣 琶 V喧

｀

155 圧

=≡

� 旦 __± 56

7弼 9

く璽韮茎ン 61

第28図 住居 6・ 7出土遺物
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6世紀前半に比定される。

住居 7(第25図,図版 7-1・ 2)住 居 7は,切 り合って存在する4基の住居の中でほぼ中

央に位置し,住居の約 3分の 1は ,東の調査区外,北と西側は住居 5,南側には住居 8が存在し,

住居 7と重複関係にある。住居の北辺および西辺の約 2分の 1は,住居,柱穴および上層の砂層

が複雑に絡み合っていたため平面では確認できなかった。そのため東壁の断面観察により,切 り

合いおよび規模を確認 した。これらから一辺約60mの 隅丸方形をなす住居 と推定され,検出面

からの深さ約02mを 測る。床面積は約36.0だ と推定され,方向はN-50° 一Wで ある。埋土内に

焼土,炭片が混在 していることから,焼失 したものと推定される。

竃 (第27図,図版 7-3・ 4)は,住居 6の竃のほぼ直下にあり,西壁のほぼ中央部に位置す

るものと推定され,平面形では「 U」 字形に近い。先端の約0.05mは ,住居の壁より外側にある。

竃の床面は住居の床面より0.05m程度高い位置に盛土によって築かれている。盛土は,底面の幅

0.9m以上,長さ0,95m以上,上面幅0.5m以上,長さ約0.85mを測る。竃の床面は最大幅0.4m,長

さ約0.85mを 測る。竃の壁面は,上層に住居 6の竃の床面が近いためほとんどが欠失 し,残存高

約0.02mを 測る。支脚は,先端から0.45mの位置にあり,幅 0.lm,長 さ0。 13mの石を使用 してい

る。

遺物は,図化できたの

は,必蓋 1点 (第 28-54

図,図版47-54)の みで

床面上か ら出土 した。 時

期は,田辺編年のM T15

形式,中村編年のⅡ-1

形式に相彗 し,若干住居

6よ りは古い。 このこと

か ら,住居 7が焼失直後

に建て られた可能性が高

峰ヽ。

住居 8(第29図 ,図版

8-1～ 3)4基 の重

複する住居の中では,最

も南西側に位置する。東

北辺部の一部が上層の遺

構によって削平を受 けて

いる。東辺約4,Om,西辺

約3.7m,東西長約4.Omを

10YR 6/4 にぶい黄褐色砂質土層

10YR 5/2 灰責褐色砂質土層

10YR 3/3 暗褐色砂質土層

10YR 5/2 灰黄褐色 ンル ト層

10YR 6/3 にぶい責橙砂質土層

10YR 6/6 明黄褐色砂質粘土層

25Y5/6 責掲色砂質粘土層

6号住居埋土

0

10YR 5/4 にぶい黄褐色砂質土層

10YR 5/3 にぶい黄褐色砂質土層

5号住居埋土

９

‐Ｏ

Ｈ

第29図 住居 8平面・ 断面図
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10YR 6/2 灰黄褐色砂質粘上層

10YR 5/6 黄褐色砂質土層

10YR 5/6 黄褐色砂質粘土層

0

25Y5/6 黄褐色砂質土層

10YR 5/2 灰責褐色粘質砂土層

10YR 6/6 明黄褐色砂質粘土層

lm

第30図 住居 8竃平面・ 断面図

第31図 住居 8出土遺物 1

測り,形状は隅丸台形に近い。検出面からの深さ

約0.4m,面積は約15.4ぜを測る。壁帯溝は,壁 に

沿ってほぼ一周 し,幅約0.2m,深 さ約0,05mを測

る。

竃 (第30図,図版 8-4・ 5)は西辺中央より

やや北寄 りに位置し,住居の床面より高さ約0.15

mの位置に盛土によって築かれ,底面幅1.3m以

上,長さ約1.3m,上面幅約0.9m,長 さ約1.Omを

測る。平面形では若干開き気味の「 U」 字形に近

い形を呈する。竃の床面は,ほぼ水平で最大幅0。

5m,長さ約0.6mを 測る。竃の壁面は,床面が検

出面 に近 いためほとんどが欠失 し,残存高約

0.07mを測る。支脚は,幅約0.07m,長さ約0.12m

の長方形近い河原石を使用 し,先端か ら約0.15m

の位置にある。焚口か ら支脚までの0.4mの 間は

焼けて赤褐色を呈する。

出土 した遺物 (第31・ 32図,図版 8-6)は ,

須恵器では,郭蓋 (63),郭身 (64),移 動式竃片

(69),砥石 (62・ 図版54-62)で,他に埋土中よ

り須恵器醜 (65),土師器甕 (66～ 68,図版48-68)

などである。

出上 した須恵器から時期は,田辺編年のT K10,

中村編年のⅡ-2形式に相当すると考えられるが

第32図 住居 8出土遺物 2
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1 25Y6/4 にぶい黄色砂質土層

2 10YR 6/2 灰黄掲色砂質土層

3 75YR 5/4 にぶい褐色砂質土層

4 25Y6/4 にぶい黄色砂質土層

5 25Y4/4 オリープ褐色砂質土層

25Yア/4 浅責色砂質上層

10YR 5/3 にぶい黄褐色砂質土層

10YR 4/6 褐色砂質土層

10YR 5/4 にぶい黄褐色砂質土層

10YR 4/4 褐色砂質土層

11 25Y4/2 暗灰黄色粘質砂土層

12 25Y5/3 黄褐色粘質砂土層

13 25YR 5/6 明赤褐色粘質砂土層

14 灰・ 炭層

若千古い要素をもっている。

4.住居 9(第33図 ,

図版 9-1・ 3・ 4)

X=-128.352, Y=一

39.322付近を中心 とし,第

2群では,南側に位置する。

住居は平面形では方形に近

く,一辺約3.9m,検 出面か

らの深さ約0.3mを 測る。焼

失住居で,埋土下には,厚

さ約0.01m程度の焼土,炭 ,

灰層が凹レンズ状に堆積す

る。埋土 には,土 師器甕

(第38-70図 ),高郭の破片

の他に,手づ くね土器 (図

版■-3・ 4)が混在 して

出上 した。その数は,16点

(第38-71～ 86図,図版48-

72・ 74～ 77・ 80)に及ぶ。

これらは,図化すると完形

品になるものが多いが, ほ

とんどが,破片で出土 して

25Y6/3 にぶい責色砂質土層
25Y4/1 黄灰色砂質土層

lm

第36図 住居 9内土坑

平面・ 断面図

第33図

多
ノ

住居 9平面・ 断面図

25Y4/2 暗灰責色粘質砂上層

25Y5/3 黄褐色粘質砂土層

25YR 5/4 にふい赤褐色粘質砂土層

25YR 5/6 明赤褐色粘質砂土層

灰・ 炭層

0                1m

第35図 住居 9竃遺物出土
状況図

Ｎ

メ
沖

半

上

―

第34図 住居 9電平面 。断面図
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いる。これらの上器から,焼失後住居に伴うなんらかの祭祀が行われ,そ の後住居内に投棄され

たものと考えている。住居の壁に沿って壁帯溝が存在し,土層断面観察の結果,使用時には埋め

られていたものと推察される。

床面上からは,土師器甕 7点,高郭 2点,甑 1点が出上した (第37図,図版 9-2,図 版11-

1・ 2)。 これらは,全て南半に集中し,北半部にはほとんど遺物はなく,空白地で面積は,約

5.3だを測る。これらの出土状況から,居住空間と作業場 (炊事場)で はないかと考えている。
さ

竃 (第34図,図版10-1・

f  2)は ,東辺のほぼ中央部

に位置 し,住居の床面 より

約0.05m程度盛土を行い築か

れ,平面形では「 U」 字形に

互ヅ
辞近い形を呈する。竃の先端

第37図 住居 9遺物出土状況図

部は住居の壁面 より若千外

側にある。竃の床面 はほぼ

平 らで,最大幅0.35m,長さ

約1.Omを測る。竃の壁面は,

高さ約0.15m程度残存 してい

る。支脚は先端か ら約0.5m

の地点にあり,幅約0.lm,

｀
長さ約0。 13mの河原石を使用

している。焚 口か ら支脚 ま

での床面は焼 けて赤褐色を

呈する。支脚周辺の床面直

｀″
=3鐵

4

は 劾

'〃

□ 8

〕9」0域
85  (Ξ И5)86

住居 9出土遺物 1
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第39図 住居 9出土遺物 2
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上か ら一個体 となる甕片が散乱 して出上 した。また図化 はできなかったが製塩土器が出上 してい

る。

土坑 (第36図,図版10-3・ 4)は,住居の南東端に存在し,竃と近い位置にある。径約0.7m,

深さ約0.13mを測り,土坑の中央部から土師器甕 1点 (第39-96図)が 出上 した。土坑の壁面か

ら底部にかけて焼けていたことから,埋められていたのではなく,住居の中でなんらかの機能を

果たしていたものと推定される。

床面から出土した遺物は,土師器甕が極めて多く総数 9点のうち6点 (第39-87～ 91・ 98図 ,

図版48-88090・ 91)を 占める。他に甑 1点 (第39-92図 ,図版48-92),上師器高郭 2点 (第39-

94095図)である。

住居の時期は,図化はできなかったが,須恵器郭蓋と推定される小片や土師器甕の形態から5

世紀後半から6世紀初頭にかけてのものと推定される。

5。 住居10(第40図,図版12-1)

X=-128.368,Y=-39。 318付近を中心とする方形の住居と推定されるが,ほ とんどが東の調

査区外に存在する。検出長約2.Om,検出面からの深さ約0.24mを測る。住居は焼失しており,炭

化材が多数検出された (第41図,図版12-2)。 土層断面および平面観察の結果,壁帯溝は存在

しない。床面には,径10cm程度の杭跡が多数確認され,一部は壁面にも存在する。壁面に存在す

るものについては,壁立ちの住居の可能性を示唆するものと考えている。しかし,床面のものに

ついては,住居内の施設と推定しているが,どのようなものであったかは不明である。

遺物は,床面上から,土師器壺 (第42-97図,図版48-97)が出上した。壷は焼失の際,高温

を受け,口縁部が変形 している。

外面にタタキ痕が認められ, また

形状が製塩土器の大型の製品に似

ているため,そ の可能性もある。

四劇 時期は,住居内から出土 した遺

物が 1点のみであるため危険性を

伴うが, 5世紀後半から6世紀前

半にかけてのものと推定される。

10YR 5/2 灰黄褐色砂質土層
10YR 6/3 にぶい責糧色砂質上層
ア5YR 4/2 灰褐色土層 (焼土)

25Y5/4 黄褐色砂質上層
10YR 5/6 黄褐色砂質土層
炭化材層

第41図 住居10遺物出土

状況図

0                    10cm
l I  I ( I I          I

第42図 住居10出土遺物

か与〔②″ω。常爛翠ゞ】温』

第40図 住居 10平面 。断面図
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6。 建物 2(第43図,図版13-

1～ 4)

X=-128.351,Y=-39。 326

付近を中心とし,ほ ぼ住居 9と

切 り合って存在する。切 り合い

関係から建物 3の方が古い。

梁間 1間 (約2.2m),桁行 2間

(約3.4m)の建物で,建物 2の

西に存在 し,方向はN-25° 一

Eである。柱穴は円形に近い形

を呈 し,径 0.3mか ら0.4m,深

さ0.3mを前後を測る。柱穴埋

上の上層断面観察の結果,柱痕

は径約0。 15mを測る。

遺物は,土師器片が柱穴内か

ら少量出上 したが,図化できな

かった。

7.建物 3(第 44図 ,図版

13--5～ 8)

X=-128.352,Y=-39.323

付近を中心とする,基本的に梁

間 1間 (約 2.Om),桁 行 3間

(約 5。4m)の建物で,建物 2と

東に約1.5m離 れ,ほぼ軸線が

同じで並列 して存在する。建物

の方向は建物 2と 同じである。

柱穴は円形に近い形を呈 し,

径0.3mか ら0.5m,深 さ0。3mか

ら0.4mを 測る。柱痕は,径約

0.5m前後を測る。

遺物は,土師器片が柱穴内か

ら少量出上 したが,図化できな

かった。

＼

削l⑬

1

2

第44図 建物 3平面 。断面図
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25Y5/2 暗灰黄色砂質粘土層
10YR 5/6 責褐色砂質粘土磨

1 25Y4/3 オリープ褐色粘質砂土層
2 25Y4/2 暗灰黄色粘質砂土層

第43図 建物 2平面・断面図
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第 4節 第 3群の調査

1.概要 (第45図,図版14-1)

第 3群はX=-128.365か らX=一

128.402付近,Y=-89.325付 近の

長さ約77m,幅約13mの間に存在

する。検出した遺構 は, 4基 の住

居跡,建物 1棟,土坑群,杭跡群

などである。

杭跡群は,X=-128.39Ъ Y=一

39。 322付近を中心 とし,東西約4.5

m,南北約10.Omの間に径0.05m前

後を測る多数の杭跡を検出したが,

~~規
則性は認められない。何 らかの

作業が行われた痕跡 と推定される

が,用途は不明である。

2.住居 11(第46図,図版12-

3)

ほとんどが西の調査区外にあり,

調査区内に 5分の 1程度存在する。

X=-128.369,Y=-39.333付 近

を中心とするものと推定される。

東辺の形状から一辺 5m前後の隅

丸方形の住居と推定され,検出面

か らの深さ約0.05mを測る。方向

は,N-15° ―Eである。

町
“
5 住居は焼失 しており,床面上に

焼土,炭,灰層が確認された。壁

帯溝は,幅約0.2m,深 さ約0.lmを

測り,土層断面観察の結果,使用

時には埋まっていたものと推定さ

れる。

遺物は,須恵器,上師器片が極

少量出上 したが,図化できなかっ

@0

③    賂

。亀
。
亀

° 。
常

°

'

嗚 。
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第45図 第 3群平面図
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第46図 住居11平面・ 断面図

ヽ
 ヽ      、                il

た。

これらの遺物から住居の時期は, 5世紀後半か ら

6世紀前半にかけてのものと推定される。

3.住居12(第48図,図版15-1)

X=-128.377,Y=-39.324付近を中心 とし,東

西辺約3.9m,南北辺約4.lmの 隅丸方形に近い住居

である。検出面からの深さ約0.lm,面積は約16.0ピ

を測る。住居の方位はN-25° 一Eで ある。壁帯溝

は検出できなかった。

竃 (第47図,図版15-5)は ,北辺中央よりやや

東寄り,東辺より1.3m地点に北辺と接 して築かれて

いる。竃は,住居の床面より高さ約0.03m程度盛土

を行い築かれている。

盛土は,底面は幅約1.4m,長 さ約1.4m,上面は

幅約1.Om,長 さ約1.lmを測 り, その上に竃が築か

れている。平面形では「 U」 字形に近い形を呈 し,

北辺の軸線より若干西に振る。竃の床面は,最大幅

0.45m,長 さ約0.95mを測る。竃の端は,住居の北

辺と接 している。焚口は床面より約0.06m程度低い

位置にあり,床面は,焚口から先端に向かって若千

上がり気味で,高低差は約0.05mを測る。竃の壁面

は,床面が検出面に近いためほとんどが欠失 し,残

存高約0.08mを測る。支脚は,先端か ら0.45m付近

に存在 していたものと推定されるが,検出面に近い

ため欠失 し,支脚の掘方 も検出できなかったため,

直接床面に配置されたものと推定される。焚口から

支脚までの床面は,焼けて赤褐色を呈する。

土坑 (図版15-6)は ,南辺中央より東寄 り,東

辺より1.6mの地点に存在する。土坑の南側は,住居

壁より0.2m程度外側に張 り出す。平面形では径約

0,7mの 円形に近い形を呈 し,深さ約0.25mを測る。

竃とほぼ対角線の位置に存在 し,土層断面観察から,

壁面から底面直上の埋上が凹レンズ状に堆積 してい

ることから,住居使用時には,埋まってはいなかっ
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10YR 5/6
25Y4/4
25Y4/3
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25Y4/6

塩 見舞
争極悦 韓

0

75YR 4/2 灰褐色砂質土層
75YR 4/3 褐色粘質砂土層
25Y5/3 黄褐色粘質砂土層
25Y5/4 黄褐色砂質土層
5Y5/3 灰オ リープ色砂質土層

クm

 ゝ卜‐畦:3粟司閉ヨ

5Y4/2 灰オ リープ色砂質土層  3 25Y3/2 黒褐色砂質土層

ア5Y4/2 灰オリープ色砂質土層

0                         1m

第47図 住居12竃平面・断面図
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たものと推定される。住居に伴う施設と推定されるが用途は不明である。

住居内から出土した遺物 (第50図,図版15-2)は ,すべて埋土中からのもので,床面上から

の出土はなかった。

出土した遺物 (第49図)は,土師器甕 (98～ 100,図版49-98),土 師器高郭 (101・ 102),須恵

器醜 (103,図版56-103)な どである。出上した須恵器血は,口縁部のみであるが,初期須恵器

住居 12平面 。断面図

の特徴をもち,胎土分析の結果 ,

陶邑産とされている。形式的に

は,田辺編年のT K73形式,中

村編年の I-1形 式に相当する

と考えられるが,日縁端部に凹

面をなすことか ら,若干古い様

相をもっている。時期は, 5世

紀中頃よりは若千さかのぼる可

能性がある。

4.住居13(第52図,図版14-

2・ 3)

平面の形状か ら,円形に近い

住居と推定されるが, ほとんど

が,東の調査区外に存在するた

め不明な点が多い。住居は,X=―

128.388,Y=-39.318付 近を中

心とするものと推定され,径約

8.Om,検 出面か らの深さ約0,35

mを測る。面積は,約 50.2rを

覗 3

第49図 住居12出土遺物

25Y4/3 黄褐色砂質土層     6
26Y4/3 にふい黄色微砂層

25Y5/2 暗灰黄色砂質上層

5Y4/2 灰オ リープ色砂質土層

75Y4/2 灰オ リープ色砂質土層

第48図

25Y3/2 黒褐色砂質土層

0
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測る。土層断面および平

面観察の結果,壁帯溝は

存在 しない。

遺物 (第 51図)は ,埋

土中から極少量出上した。

図化できたのは,土師器

高郭 (104),甕 片 (105)

の 2点のみである。

これら2点では,時期

の決め手を欠 くが周辺の

遺構の時期から5世紀中

頃を中心としたものと推

定される。

5.住居 14(第 53図,図

版16-1～ 3)

X=-128.397,Y=―

39。 330付近を中心 とし,

西辺の一部が調査区外に

ある。東西辺約5.5m,南

北辺約5.5mを 測り,隅丸

方形の住居である。検出

面からの深さ約0.2m,面

積約30.3rを測 り,今回

の調査の中では規模が大

きい。焼失住居で,埋土

中に焼土,炭,灰が存在

し,部分的に炭化材が確

認された。住居の方位は

N-5° 一Wで ある。

壁帯溝が壁の周囲に巡

り,幅約0.3m,深 さ約0.1

mを測る。壁帯溝は,土

層,平面観察の結果,使

用時には埋まっていたも

25Y4/3 オリープ褐色砂質土層
25Y4/2 暗灰黄色砂質土層
25Y5/3 責褐色粘質砂土層

第50図 住居12遺物出土状況図

琥 5

10cm

第51図 住居13出土遺物

4 5Y4/2 灰オリープ色粘質砂土層
5 25Y4/4 オリーブ褐色砂質土層 0

/

第52図 住居 13平面 。断面図
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のと推定される。

住居内の施設としては竃の他に,石敷の土坑,杭跡が存在する。杭跡は,径0.05m前後を測り,

壁面,壁帯溝内,床面上から多数検出された。壁面,壁帯溝内に存在するものは,壁建住居に伴

うものと推定される。しかし,床面上で検出されたものについては,規則性が認められず,用途

は不明である。ただ,竃周辺には存在 しないことが,解明のカギになるものと思われる。

竃 (第54図,図版16-4～ 6)は,北辺のやや東寄 りに存在 し,東辺からの距離約2.2mを 測る。

竃は,底面で長さ約2.Om,幅約2.Om,上面で長さ約2.Om,幅約1.4m,高 さ約0,06mの テラスを

作り,そ の上に竃が築かれている。竃の先端は,北辺より0.15m程度離れて存在する。平面形で

は「 U」 字形に近い形を呈 し,長さ約1.lm,最大幅約0,7mを 測る。竃の壁面は,0.07m程度残存

していた。焚口は,テ ラス面より0.04m程度低い位置にあり,床面の焚口付近はほぼ平 らである

が,支脚から先端部に向かってやや上がり気味である。支脚は,幅約0.15m,長さ約1.lmを測り,

約 2分の 1は床面下に埋めていた。支脚は,先端から0.5mの位置にあり,焚 口か ら支脚の間の

床面は,焼けて

赤褐色を呈する。

竃か ら出土 し

た遺物 (第55図,

図版17-2・ 3)

は,甕 (第58-

116図 ), 甑 (第

58-117図 , 図

版49-117)で

ある。

出土状況は,

甕はほぼ支脚の

直上,甑はやや

離れて立 った状

況で出土 した。

これらか り,竃

に,甕と甑がセッ

トで置かれてい

たものと推察さ

れる。

石敷土坑 (第

56図,図版18-

25Y4/4 オ リーブ褐色砂質土層

25Y4/3 オ リーブ褐色砂質土層

25Y4/2 暗灰黄色砂質土層

25Y3/6 にぷい責色砂質土層
25Yア/4 浅黄色砂質土層
25Y4/6 オリーブ褐色砂質土層

第53図 住居14平面 。断面図
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25Y6/4 にぶい黄色砂質土層
10YR 4/4 褐色砂質土磨
25Y4/2 暗灰黄色砂質土層

lm

4～ 6)は ,住居南辺の東

寄 り,東辺より約2.Omの 地

点にある。 2段掘 りの平面

形では楕円形に近い。長径

約1.4m,短径約 1.Omを 測

り,土坑西側で円形に一段

深 く掘り込まれ,そ の内部

に,長 さ0.05mか ら0.2m程

度の河原石が底面まで敷 き

詰められていた。深さは,

住居床面か ら約0,13mを 測

り,底はほぼフラットであ

る。土坑肩部から法面には,

径0.05m前後の杭跡がほぼ

円形に回る。土坑内からは,

土器はほとんどなく,砥石

(第59-143図,図版54-143)

が,出土 していることから,

25Y5/4 黄褐色砂質土層

75YR 3/2 黒褐色粘質土層

25Y5/3 黄褐色砂質土層

10YR 5/4 にぶい黄褐色砂質土層

25Y3/2 黒褐色砂質土層

25Y5/3 暗灰責色砂質土層

0

第54図 住居14竃平面・ 断面図

― 十 子
と 一 Z

1 10YR 5/3 にぶい黄褐色砂質上層

2 25Y4/2 暗灰黄色砂質土層

3 25Y4/6 オリーブ褐色砂質土層

0    1

Ｎ
＝
川
州
半
―
十
１

第55図 住居14竃遺物出土状況図
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第56図 住居 14内石敷土坑平面・ 断面図
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第57図 住居14遺物出土状況図

住居内での作業場であったものと推定している。

住居床面から出上した遺物 (第57図,図版17-1,18-2・ 3)は,竃内を含め住居北半に集

中し,特に竃周辺が多い。これらの出土状況から,南西側の長さ約3.5m,幅約2.Omの 間が居住

空間と推定され,面積約7.0ど を測る。

床面から出土した遺物 (第58図,図版49・ 50-110)の中で注目されるものは,土師器甕 (第58-

118図,図版49-118),土師器醜 (第58-109図,図版49-109),土玉 (第58-120図,図版54-120)

がある。

土師器甕 (118)は ,甑として使用するために底部を焼成前に l cm弱の蒸気孔を10個前後開け

ている。土師器砲 (109)は ,小形壺の最大径付近に孔を開け,須恵器の配をイメージして作 ら

れている。土玉 (120)は ,径 3 cm程度のもので穿孔されておらず,何 に使用 したものか不明で

ある。総量的には,甕として使用されていたものは, 3点であり少ない。

住居埋土中より多量の遺物が出土した (図版17-1,18-1)。 土師器甕,高郭 (第 59図)の
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破片が多く壷は少ない。須恵器は3点出上した。須恵器は,郭身 (140,図版50-140),壷口縁片

(141,図版56-141),器台郭部片 (142,図版56-142)で ある。郭身は, いわゆる鍋形を呈 して

いるため当初,田辺編年のT K73形式,中村編年のI-1形式に属するものと考えていた。 しか

し,断面が厚く,体部から底部にかけて丸味をおびていることと,体部下から底部にかけての外

面が手持ちのヘラ削りではなく, ロクロ停止後ナデによって仕上げていること。また器台の口縁

部が外上方に伸び端部が丸いこと。これらの形態の特徴は,一段階古いO N 231号窯に多 く認め

られるものである。なお,郭身の産地は陶邑,壺および器台は,産地不明という胎土分析の結果

がでている。

これらの遺物から,住居の時期は5世紀前半から中頃に比定される。

6.建物 4(第 60図,図版23-1～ 7)

X=-128.384,Y=-39,328付 近を中心とする梁間 1間 (約3.Om),桁行 2間 (約 2.5m)の総

柱建物で,倉庫と推定される。梁間中央の柱穴の両側には約0.3m離 れて棟持柱の可能性のある

柱穴が存在するが,主柱穴と極めて接近していることから疑問点が残る。しかし,周辺に柱穴が

少ないため, この建物に付随するものであることは間違いない。柱穴は円形に近い形を呈し,径

0.2mか ら0,4m,深 さ0.15mか ら0.35mを測る。柱穴埋上の上層断面観察の結果,柱痕は,径0.13

m前後を測る。遺物は,土師器片が柱穴内から少量出上したが,図化できなかった。
Ｎ

卜

Ａ

巳

↑

キ

ャ

7.土坑群 (第

61図 ,図版 19-1

～ 8)

X=-128.370,

Y=-39,323付 近か

らX=-128.374,

Y=-39,327付 近に

かけて存在す る。

長さ約6.lm,幅 約

4,Omを 測 り, その

間に 5基 の土坑 を

検出 した。各土坑

間は,深 さ0。2m程

度の不定形な溝状

の落 ち込みによっ

て連結 している。

各土坑の平面形 は,

不定形な ものが多
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25Y4/3 オリープ褐色砂質土層
25Y5/4 黄褐色砂質土層

25Y5/2 暗灰責色砂質土層

25Y5/3 黄褐色砂質土層

0

第60図 建物 4平面・ 断面図
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い。土坑A(図版19-4)は ,円形に近い形を呈し,径約0.8m,深さ0.2mを 測る。土坑B(図

版19-2・ 5)は,隅丸長方形に近い形を呈し,長さ約1.Om,幅約0.6m,深 さ0,2mを 測る。土

坑C(図版19-3・ 6)は,隅丸長方形に近い形を呈し,長さ約1.2m,幅約0.85m,深さ0.2mを

測る。土坑D(図版19-7)は,各辺端部が丸く三角形状を呈 し,最大幅約1,Om,深 さ0.2mを

測る。土坑E(図版19-8)は ,各辺端部が丸く三角形状を呈し,最大幅約1.3m,深 さ0.35mを

測る。

遺物 (第62図)は,各土坑内から大小の差はあるものの万遍なく出上した。上器は,破片が多

く,完形になるものはないが,各土坑間で接合するものが多い。特に144の壷は全ての遺構から

破片が出上している。このことから一度に土坑内に投げ込まれたものと推定される。土層断面観

察の結果,凹 レンズ状に堆積しているものが多い。これらのことから,掘 った直後に埋められた

ものではなく掘 ら

れたままの状況で

機能 していたもの

と推察されるが,

用途は不明である。

時期は,須恵器

高郭 (第 62-149

図,図版56-149)

が,T K73形式 ,

中村編年の I-1

形式に相当するこ

とか ら5世紀中頃

と推定される。

D

浅黄色砂質土層   1 25Y6/2
にぷい黄色砂質土層  暗灰黄色砂質粘土層
浅黄色砂質土層   2 25Y6/3
灰黄色砂質上層    にぶい黄色砂質上層
黄灰色砂質上層

き
1  25Yア/4

浅黄色砂質粘土層
2 25Y7/6
明黄褐色砂質粘土層

翠

E C C′ B       B′   A             A′

は
5Y7/2 灰白色粘質砂上層

5Yア /3 浅責色粘質砂上層

5Y6/4 オ リープ責色粘質砂土層

5Y6/2 灰オリープ色粘質砂土層

5Y6/3 オ リーブ黄色粘質砂土層

2m

1 25Y7/3
2 25Y6/3
3 25Y7/4
4 25Y6/2
5 25Y6/1

1  25Y6/1
黄灰色粘質砂上層

2 25Y5/2
暗灰黄色砂質土層

3 25Y6/2
黄灰色砂質土層

第61図 土坑群平面 。断面図

猟 4     留 9

第62図 土坑群出土遺物
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第63図

第 5節 第 4群の調査

1.概要 (第63図,図版20-1,24-1)

X=-128.419か らX=-128.455付 近の

Y=-39。 325を ほぼ中心とする長さ約37m,

幅約1lmの間を指す。調査区外の状況は不

明であるが,第 3群と第 4群の約17mの間

は,遺構がほとんど存在 しなく,空白地帯

となっている。また,X=-128.418か ら

X=-128.437付近の19mの間は,建物と柱

穴のみが存在し,住居は検出されなかった。

第 4群で検出した主な遺構は, 5基の住

居跡,建物 2棟杭跡群などである。

2.住居15(第64図,図版20-2～ 4)

X=-128。 440,Y=-39.322付 近を中心

とし,住居の約 3分のとが東の調査区外に

ある。調査区内に存在する西辺および南北

辺の形状から,一辺約4.lmを 測る平面形

では隅丸方形をなす住居と推定され,検出

面からの深さ約0。 lm,面積は16.8∬前後と

推定される。

焼失住居と推定され,埋土中に焼土,灰

が部分的に存在する。竃は調査区内では検

出されなかったが,遺構の検出状況から,

東辺に存在するものと推定される。住居の

方位はE-10° ―Sである。

壁帯溝が壁の周囲に巡り,幅約0.2m,深

さ約0,05mを測る。壁帯溝は,土層,平面

観察の結果,使用時には埋まっていたもの

と推定される。

床面からの遺物の出土状況 (第64図,図

版20-5・ 6)は,図化したのは3点 (第

65-150～ 152図 ,図版50-150～152)で あ

るが,北西辺部に土師器高郭 4点が集中し
第 4群平面図
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到 #

〕 ||

1 25Y4/2 暗灰黄色砂質土層

2 25Y4/3 オ リープ褐色砂質土層

3 25Y3/2 黒褐色砂質土層

4 5Y4/5 オ リープ色砂質上層

住居15平面・断面・遺物出土状況図

跳
く霊

―
朽7

155

住居15出土遺物

153

第65図

第64図
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て出上 している。 1点のみ郭部を上に向けているが,残 りの 3点は,郭部を床面に付けている。

南西側には,石皿,土師器甕 (第65-153図 )が出土している。

特質すべき遺物としては埋土中より,須恵器高郭蓋 (第65-155区 ,図版56-155)が 出土 して

いる。高郭蓋は,形態がT G232号窯出上のものと酷似しており,胎土分析の結果からも陶邑産

とされている。このことから住居の時期は, 5世紀前半と考えている。

3.住居16(第66図,図版21-1～ 3)

X=-128.440,Y=-39。 382付近を中心とし,西側の 2分のとが調査区外にある。調査区内に

ある東辺および南北辺の形状から,一辺約4.5mの 隅丸方形をなす住居と推定され,検出面から

の深さ約0.2mを測り,面積は20だ前後と推定される。

住居16は ,焼失住居 (第67図,図版21-4・ 5)で,埋土中に厚さ0.02m程度の焼土層および

灰,炭層が,帯状をなして凹レンズ状に堆積し,中央付近は床面とほぼ同一レベルである。 しか

し,下層の埋土は,ほ とんど焼けていない。このことから壁立ちの住居が,焼失の際,壁が内側

に倒れ込んだことを示 しているので

はないかと考えている。住居埋上の

土層断面及び平面観察の結果,焼土

面 と床面 との厚さが最大0.2mを 測

ることか ら,壁 は幅0.2m以上で ,

検出面からの高さは1.5m前後であっ

たものと推察される。 しかし,壁土

と推定 している焼土面下層の上は,

スサなどの壁を補強する混入物は認

められず,検出面の土と極めて酷似

していること,決定的な根拠が得 ら

れなかったことなどから,疑間の点

も数多 くある。

焼土面は,住居壁面か ら幅約 0.5

mの間は,ほ とんど焼土は存在せず,

帯状をなしているが,東辺の南東端

部か ら約0.8mの地点のみ住居 より

外側にまで延びている。この状況か

ら, この地点が住居入 り口と考えら

れ,幅約0.4mを 測る。

住居東辺のほぼ中央の床面上には,

平面形では楕円形に近い土坑が存在

1 5Y5/3
2 5Y5/4
3 75YR 3/2
4 75YR 3/3
5 25Y4/3
6 5YR 3/2
7 25Y4/2
8 25YR 4/3

灰オ リープ色砂質土層

オ リープ色砂質土層

黒褐色粘質上層

暗褐色粘質土層

オ リープ褐色粘質土層

暗赤褐色砂質粘土層

暗灰黄色粘質土層

にぶい赤褐色砂質土層

9 10YR 5/2 灰黄褐色砂質土層

10 10YR 6/2 灰黄褐色砂質土層

11 25Y6/3 にぶい責色砂質土層

12 10YR 5/3 にぶい黄掲色砂質土層
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第66図 住居 16平面・ 断面図



2m

する。長辺約1.lm,短辺約0.6m,深 さ約0.2mを

測り,上面から床面の一部にかけて,0.07m程度

の河原石が敷き詰められた状況で,幅約0.6m,長

さ約0.4m間に存在する。用途は不明であるが,住

居14で検出された石敷土坑と同様な機能をもつも

のと推察される。土層断面観察の結果,土坑が埋

められた後に河原石が敷かれている。

壁帯溝は壁の周囲に巡 り,幅約0.3m,深 さ約

0.05mを測る。土層および平面観察の結果,使用

時には埋まっていたものと推定される。

竃は調査区内では検出されなかったが,住居床

面上に存在する土坑の対角線上にほとんどが存在

していることなどから,調査区外の住居西辺のほ

ぼ中央に位置 しているものと推定される。住居の

方位はN-74° 一Wで ある。

床面からの遺物 (第69図,図版22)は,中央か

ら東辺部にかけて多 く出上 した。住居の約 2分の

1が調査区外にあるため全容は不明であるが,遺第67図 住居16上面焼失状況図

物の出土状況から,居住空間は,西北部周辺と推定される。

器種 (第68-158～ 171図,図版50-158～ 163)は ,土師器の壺,甕,高郭である。特に完形品

は少ないが,他の住居に比べて高界の量が多い。161の 上師器甕は,最大径が他のものに比べ小

さく,縦に細長い特徴をもち,体部外面をタタキによって仕上げていることから,畿内ではなく

他地域のものと推定される。

なお,特質される遺物 (第70図,図版54-184～ 186)と しては,緑色凝灰岩製管玉 1点 (184),

滑石製管玉 2点 (1850186)ん 出ゞ上 している。

須恵器壺ないしは地の口縁部 1点 (第68-181図,図版56-181)と 把手付鉢 2点 (第68-182・

183図,図版56-182・ 183)が焼土上面の埋土中から出上 している。181の 口縁部は,頸部 と口縁

部の境に段を有 し,内弯気味に外上方に伸び,端部はやや丸みをなす。182・ 183の把手付鉢は,

2点 とも口縁部が短 く外反 し,体部は突帯によって区切 られ,内部に波状文を施 している。いず

れも胎土分析の結果から,陶邑産とされ,形態の特徴からいえばT G232号窯か ら出土 している

ものと極めて酷似 している。なお,183の 把手付鉢は,同一個体が住居17か ら出上 している。

これらの出土遺物から住居の時期は,須恵器からT G232号窯前後のものと考えられ, 5世紀

前半と推定される。
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第69図 住居16遺物出土状況図

4.住居17(第71図,図版24-2～ 4)

X=-128.445,Y=-39。 326付近を中

心とし,北辺約4.5m,南辺約4.Om,東

西辺約4.lmを 測り,平面形では隅丸台形

に近い住居で,主軸の方位はN-15° ―

Wで ある。検出面か らの深さ約0,07m,

面積は約17.4だを測る。

壁帯溝が,壁の周囲に巡り,幅約0。 lm,

深さ約0.04mを測る。壁帯溝は,土層 ,

平面観察の結果,使用時には埋まってい

たものと推定される。

住居内の施設としては竃の他に,上坑

2基が存在する。

竃 (第73図,図版25-1～ 3)は ,北

辺のほぼ中央部に位置 し,方向は北辺よ

りやや東に振る。竃は,住居の床面上に

築かれている。竃の先端は,北壁と接し,

焚口周辺の床面は,住居床面 とほぼ同一

レベルをなす。平面形では「 U」 字形に

近い形を呈 し,床面の長さ約1.2m,最大

幅約0.5mを 測る。竃の壁面は,検出面と床面との高低差が少ないため,

約0。 lm程度のみ残存 していた。床面の高低差は,焚口周辺と支脚から

先端にかけてでは,支脚から先端の方がやや深い。支脚は,先端から

0.5mの位置にあり,幅約0.08m,長さ約0.14mを測る。焚日から支脚の

長さ約0.5mの 間の床面は,焼けて赤褐色を呈する。竃内からは,住居

16と 同一個体の把手付鉢 (第75-188図,図版56-183)が埋土中より出

電4⑤ 褐5⑥ 愕6土 している。

第70図 住居16出土遺物 2

南辺のほぼ中央部に接して存在する土坑 1(第 74図 ,図版24-5・

6)は,竃とほぼ対角線上に位置する。平面形では楕円形に近 く,長

辺約0.65m,短辺約0,45m,深さ約0.24mを測る。出土状況から直接土坑とは関係ない遺物と考え

られるが,土坑上面から小型壺の体部最大径付近に孔を開けた土師器鬼 (第75-198図,図版51-

198),埋土中より上師器高郭 (第75-199図,図版51-199)が 出土している。

竃の東側に存在する土坑 2は,平面形では楕円形に近く,長辺約0.7m,短辺約0.5mを測り,

深さ約0.05mと 比較的浅い。図化はできなかったが埋土中より甑片が出土している。竃に近接 し
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10YR 6/3

10YR 6/4
5Y6/2
25Y3/1

にぶい黄橙色粘質上層

にふい黄橙色粘質土層

灰オ リープ色粘質土層

黒褐色粘質土層

5,10YR 5/4 にぶい黄褐色粘質土層      9
6 5Y6/3 オ リープ黄色粘質上層      lo
7 25Y5/2 暗灰責色粘質土層        11
8_75YR 4/4 褐色粘質土層

第71図 住居17平面・ 断面図

/
住居17遺物出土状況図

25Y5/1 褐色砂質上層

25Y6/2 灰黄色粘質上層

25Y4/2 暗灰黄色粘質土層

/γ
‐却郷

第72図
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1.25Y5/2 暗灰責色粘質砂土層

2.7.5YR 74 褐色砂土層

3_25Y G/2 灰黄色粘質砂土層

4_25Y6/3 にふい黄色壮質砂土層

5_2うY5/3 妻砕託Ⅲ騰日陀妊劇層

lm

//rr=-39′ 325

＼

1 25Y4/2 暗灰黄色粘質土層

0               1m

第74図 住居 17内土坑平面・ 断面図

第73図 住居17竃面・ 断面図

》
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第75図 住居17出土遺物
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ていることから,付随する施設と推定されるが用途不明である。

住居から出上した遺物 (第72図,図版25-4～ 6)は ,ほ とんどが埋土中からのもので,床面

Ｙ

Ｙ

Ｙ

暗灰色粘質 ンル ト層

暗灰黄色粘質 シル ト層

黒褐色粘質砂上層

0

4 25Y3/3 暗オ リーブ褐色粘質砂土層

5 25Y4/3 オリーブ褐色粘質砂土層

6 5Y5/2 灰オ リーブ色粘質砂上層

2m

上から出土 したものは,少量の土師器小

片のみで,図化できるものはなかった。

出土した遺物の器種 (第75-187～ 199図,

図版51-188・ 190・ 198・ 199)は,土師器

壺 (187・ 189),甕 (1900191),高郭 (198

～196),韓式系土器甑 (192),須恵器壺

(197)な どである。須恵器壺 (197,図版56

-197)は ,やや開き気味の口縁部をもち,

頸部と口縁部の境に段を有する。口縁お

よび頸部の外面に波状文を施す。体部は

丸い。口縁部の形態が,同時期と推定 し

ているT G232号窯出上のものは異なり,

胎上分析の結果も産地不定とでている。

住居の時期は,出土遺物から5世紀前

半と推定され,同一個体である把手付鉢

(183)が,住居16か ら出土 していることか

ら共存していた可能性が高い。

第76図 住居18平面・ 断面図

ヽ

5.住居18(第76図,図版26-1～ 3)

X=-128.448,Y=-39.331付 近を中心とする。

西から南部かけての約 5分のとが西の調査区外に

ある。平面形では隅丸長方形に近く,東西辺約3.0

m,南北辺約3.5m,検 出面からの深さ約0.15mを

測り,住居床面積は10.5ぜ前後と推定される。主

軸の方位はE-23° 一Sである。

壁帯溝が壁の周囲に巡り,幅約0.15m,深 さ約

0.05mを測る。壁帯溝は,土層,平面観察の結果,

使用時には埋まっていたものと推定される。

竃 (第77図,図版26-4～ 7)は,東辺の中央

部からやや南側に位置し,先端は住居壁面より若

干外側に存在する。住居床面上に若干の盛土を行

い築かれている。焚口周辺の床面は,住居床面と

ほぼ同一 レベルをなす。平面形では「 U」 字形に
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75Y5/1
75Y4/1
25Y3/2
25Y3/3

灰色粘質砂土層

灰色粘土層

黒褐色粘質砂土層

暗オリープ褐色粘質砂土磨

オリープ褐色粘質砂土層5 25Y4/3

第77図 住居18竃平面・断面図



近い形を呈し,床面の長さ約0.9m,最大幅約0.55mを測る。竃の壁面は,調査時において,住居

の上層断面観察用畔が中央部に存在していたため,竃の存在に気づかず掘削 ミスによリー部が欠

失 した。残存高約0.lmを 測る。床面は,焚口周辺から先端にかけて若干上がり気味で,高低差

は約0.03mを測る。支脚は,先端から0.4mの位置にあり,幅約0.lm,長 さ約0.12mを 測る。焚口

から支脚の長さ約0.2mの 間の床面は,焼けて赤褐色を呈する。竃内からは図化はできなかった

が,甕片,高郭片が出上している。

住居内から出土した遺物 (第78図)は,竃からのものを除き,すべて埋土中から出上 した。出

上した遺物は,土師器壺 (200),甕 (201・ 202),高郭 (204～206),韓式系土器の甑 (203),須

恵器では壷 (207),甕片 (208)が出土している。須恵器の壺は体部の破片で,胎土分析の結果

陶邑産とされているが,甕片は不明となっている。甕は,外面はナデによって調整が消され,内

面は無文のタタキが認められる。断面は赤褐色を呈し,焼成は堅緻であり,初期須恵器の特徴を

数多くもっている。

住居の時期は, これらの出土遺物から5世紀前半から中頃にかけてのものと推定される。

6.住居19(第79図,図版27-1～ 3)

X=-128.453,Y=-39。330付近を中心とし,住居の南西端部の一部が調査区外にある。住居

は,埋土中に焼土,炭,灰が多量に存在していたことから,焼失したものと推定される。平面形

では隅丸長方形に近い住居で,東西約3.Om,南北約3.5m,検 出面からの深さ約0.15mを測り,床

面積は10.5ぜ前後と推定される。主軸の方位はN-55° 一Eで ある。住居内の施設としては竃の
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イ

―
t‐

‐

―
― __

ミ` _~

_ヽ
_

― ―

r●こ―ミ

~テ
イ

-48-



―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
Ｉ
Ｌ

,            213m
一              ′                   ―

|

I

1 5Y5/3 灰オ リープ色粘質砂土層

2 75RY 5/4 にぶい褐色粘質砂土層

3 25Y5/2 暗灰黄色粘質砂土層

4 25GY 5/1 オリープ灰色粘質砂土層
0

他に,土坑 1基が存在する。

壁帯溝が,壁の周囲に巡り,幅約0.2m,深 さ約0,03mを測る。壁帯溝は,土層,平面観察の結

果,使用時には埋まっていたものと推定される。

竃 (第80図,図版27-4～ 7)は,東辺のほぼ中央部に位置する。先端は住居壁面に接 し,住

居床面上に若千の盛土を行い築かれている。焚口周辺の床面は,住居床面とほぼ同一 レベルをな

す。平面形では「U」 字形に近い形を呈し,床面の長さ約0.9m,最大幅約0.55mを 測る。竃の壁

面は,調査時において,住居の土層断面観察用畔が中央部に存在していたため,竃の存在に気づ

かず掘削 ミスによリー部が欠失した。残存高約1.Omを測る。床面は,焚口周辺から先端にかけ

て若干上がり気味であり,高低差は約0.04mを測る。支脚は,先端から0.35mの 位置にあり,幅

/

5Y5/3 灰オリーブ色粘質砂土層
25Y5/4 黄褐色粘質砂土層

25GY 5/1 オリープ灰色砂質土層
75YR 5/4 にぶい褐色粘質砂土層

約0.15m,長 さ約0.18mを測る。

焚口から支脚の長さ約0.5mの 間

の床面は,焼けて赤褐色を呈する。

竃内からは,甕,高郭 (第 83-218

～220・ 223図)が出土 している。

土坑 (第82図,図版28-2)は ,

住居南東隅から0.9mの地点で南

辺と接して存在する。平面形では

楕円形に近い形を呈 し,長径約

0.6m,短径約0.45m,深 さ約0.15

mを測る。

却十中より,土師器高郭 鶴 3-

216図,図版51-216)が 出土 して

いる。

住居床面上から出上したの遺物

■ 士  x=」 .蜆

＼

第79図 住居19平面・ 断面図

|イ  覆
==  ポ
Y‐ -3申 28 ＼ ＼/=コ 28452

＼

第31図 住居19電遺物
出土状況図 住居 19内土坑

平面 。断面図
第80図 住居19電平面 。断面図

―-49-―
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(第84図,図版28-1～ 6)は ,

0.5mか ら1.Om間隔で,北辺部

周辺を除き住居の周囲をほぼ一

周する状況で出上 した。これら

から居住空間は,北辺部か ら中

央付近の長さ約1.9m,幅約 1.5

mの区域であったものと推定さ

れ,住居入口もこの周辺であっ

た可能性が高い。

出土 した遺物は,土坑内のも

のを含め 8点 (第83-209～ 216

図版51-210・ 211・ 214～ 216)

で,そ の中で土師器甕が 5点 と

圧倒的な数を占める。ただ竃の

北東部 か ら出土 した

218の 甕 は,他の甕が

口縁部を上に向けて出

土 しているのに対して,

体部のほとんどが欠損

し,回縁部を床面につ

けている状況で出土 し

たことから,壺ないし

は甕を置く台に転用 し

ていたものと推定され

る。その他には,土師

器小形壷 (213),高郭

(216),韓 式系土器 の

甑 (215)ん あゞる。

埋土中 (第 83-218

～225図 )か らは, 土

第84図 住居19遺物出土状況図
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S P77
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灰オ リープ色砂質土層

オ リープ色砂質土層

明黄褐色砂質土層

4 5Y5/6
5 5Y4/4

オリーブ色砂質土層

暗オ リープ色砂質土層

0

第85図 建物 5平面 。断面図

師器甕,高郭などとともに須恵器の壺 (225)と 推定される破片が出土している。この土器片は,

初期須恵器の特徴である外面に細かい格子目のタタキを施し,内面の調整をナデによってスリ消

している。胎土分析により産地は,陶邑産とされている。

出土遺物から時期は, 5世紀前半から中頃にかけてのものと推察される。
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7.建物 5

(第85図,図版

23--8-11)

X=-128.421,

Y=-39.329付

近を中心 とする

梁 間 1間 (約

2.7m),桁 行 2

間 (約3.5m)の

建物である。柱

穴は円形に近い

形を呈 し,径 0.2

mか ら0.3m,

深 さ0.2mか ら

0.3mを 測 る。

柱穴埋上の上層

断面観察の結果,

柱痕 は,径 約

0。 12m前後を測

る。遺物は,土

師器片が柱穴内

から少量出土 し

たが,図化でき

るものはなかっ

た。
1 5Y O/3 オリープ黄色砂質土層

8. 建 彰〕6       2 5Y6/4 オリープ黄色砂質土層

(第86図) 
‐

X=-128.434,

3

4

5Y O/2 灰オ リープ色砂質土層

5Y6/4 オ リープ色砂質土層

0

第86図 建物 6平面・ 断面図

Y=-39,327付 近を中心とする,基本的に梁間 2間 (約3.2m),桁行 3間 (約4.9m)の建物であ

る。しかし,梁間の長さが約0.9mと 2.2mと異なること,SPl18が桁行の通りより0.2m程度外側

にあることなど上部構造について不明な点が多い。柱穴は円形に近い形を呈 し,径0,25mか ら

0.45m,深さ0。 2mか ら0。35mを測る。柱穴埋上の上層断面観察の結果,柱痕は,径約0.15m前後

を測る。遺物は,上師器片が柱穴内から少量出土したが,図化できるものはなかった。
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第 6節 第 5群の調査
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25Y5/2 暗灰黄色粘質砂上層

75YR 6/2 灰褐色砂質土層

3 5YR 73 1こ ぶい赤褐色粘質砂土層 (焼土 )

4 5Y〃 4 浅黄色砂質粘土層

0                         2m

第87図 住居20平面・ 断面図

X=-128.460,Y=-39。 324付

近を中心とし,下層には弥生時代

後期の土坑14が存在する。平面形

では隅丸台形に近 く,南辺約3.7

m,北辺約3.2m,東辺約2.7m,

西辺約2.9m,検 出面か らの深さ

約0.15mを測 り,住居床面積は約

9.Ofで ある。主軸の方位 はN一

10° 一Eである。

壁帯溝が,壁の周囲に巡 り,幅

約0,15m,深さ約0,02mを測る。

壁帯溝は,土層,平面観察の結果 ,

③

齢

|

第88図 第 5群平面図
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使用時には埋まっていたものと推定される。

竃 (第89図,図版29-4・ 5)は北辺に接して存在し,中央よりやや東寄りにある。竃の床面

は,住居跡の床面より約0,08m程度高い位置に盛上によってテラスを作りその上に築かれている。

盛土は,底面の幅約0.8m,長 さ約1.15m,上面幅約0.55m,長 さ約0.95mを 測る。竃の壁面は,

テラス面と検出面がほぼ同一 レベルのため欠失し,焚口周辺と推定される竃床面が焼けて赤褐色

を呈していた。支脚は欠損していたが,径0.08m,深さ約0,03mを測る支脚の掘り方が存在する。

出土した遺物は,下層に存在する弥生時代後期の上坑14の遺物であり,住居に伴うと推定され

るものは出土しなかった。

3.住居21(第 90図,図版30-1・ 2)

X=-128.464,Y=-39.333付近を中心とし,住居の一部が後世の溝により欠損 している。西

から南部かけての約 3分の 2が西の調査区外にある。東辺から一辺約3.5m,検 出面からの深さ

約0.25mを測り,住居床面積は12.3♂前後で,平

面形では方形に近いものと推定される。主軸の方

位はN-25° 一Wである。           6
壁帯溝が,壁の周囲に巡 り,幅約0.2m,深 さ

約0.05mを測り,土層,平面観察の結果,使用時

には埋まっていたものと推定される。

竃は,調査区内では検出されなかったが,ほ と

んどの住居跡に付属していることから,西の調査

区外に存在するものと推定される。

遺物は,床面からのものはなく,すべて埋土中

、
卜898241

1 25Y5/2 黄褐色砂質土層

2 25Y4/2 暗灰黄色砂質土層

3 10YR 73 にぶい黄褐色砂質土層

0

にぶい黄褐色砂質土層

黄褐色砂質土層

2m

4 10YR 5/4
5 10YR 5/8

1

2

5Y7/4 黄浅色砂質粘土層

ア5YR 4/2 灰褐色砂質土層

0

第89図 住居20竃平面・断面図
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第90図 住居21平面・ 断面図
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1 25Y5/2 暗灰黄色砂質上層
2 25Y4/2 暗灰黄色砂質上層
3 25Y4/1 暗灰黄色砂質土層
4 5Y4/2 灰オリープ色砂質土層
5 25Y3/2 黒褐色砂質土層

0

第92図 住居22電平面・ 断面図

N~~
|

1 25Y5/2 黄褐色砂質土曜

第93図 住居23平面・ 断面図
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第91図 住居22平面・断面図
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より出土した。出土した遺物 (第94図)は,須恵器では壺蓋 (226,図版56-226),壺 (227),器

台 (228,図版56-228)で,土師器は甕 (229),高郭 (230)な どである。特に器台の郭部片 (228)

は,郭部は深 く,口縁部は折り曲げて上方に開き,端部は角張る。外面を突帯で区切り, その内

部に 1条ないし2条の波状文を施している。胎土分析により産地は陶邑産とされている。形態の

特徴は,O N231号 窯のものと似ているが,こ れより雰部が深く, 回縁端部を折 り曲げているこ

となど古い要素をもっている。これらの遺物の特徴から住居の時期は, 5世紀前半から中頃まで

のものと推定される。

4.住居22(第 91図,図版30-3)

X=-128.471,Y=-39.332付近を中心とする。検出面が住居床面とほぼ同レベルであったこ

とと,住居の一部が検出ミスにより,東辺と北辺の一部の壁面が欠失しているが,竃の位置およ

び住居の形状から,平面形で長方形の住居と推定される。住居は,検出面からの深さ約0.2mを

測り,東西長約3.Om,南北長約4.9m,住居床面積14.7だ と推定される。住居の主軸の方位はN一

10° ―Wで ある。壁帯溝は,存在しない。

竃 (第92図,図版30-4・ 5)は北辺のほぼ中央部に存在しているものと推定される。竃の約

2分のとが西の調査区外にある。焚口周辺の床面は,住居床面とほぼ同一 レベルをなす。平面形

では先端部が丸みをもつ「V」 字形に近い形をするものと推定され,床面の長さ約1.lm,幅約

0。55m以上を測る。壁面の高さ約0.22mを測る。床面はほぼフラットで,支脚は,先端から0.5m

の位置にあり,幅約0.12m,長さ約0.22mを測る。焚日から支脚の長さ約0.45mの間の床面は,焼

けて赤褐色を呈する。竃内からは図化はできなかったが,土師器甕片が出上している。

遺物は,床面からのものはなく,すべて埋土中より出土 した。出上した遺物 (第94-231～ 234

図)は,韓式系土器の甑 (231,232),土 師器甕 (233),高 郭 (234)な どである。出土 した遺物

は破片が多く時期の決め手に欠くが,232の 甑に古い要素をである把手に切れ目が存在すること。

周辺の住居の時期が, 5世紀前半から5世紀中頃までのものであることから,そ れらに近い時期

のものと推定される。

5。 住居23(第 98図 )

住居のほとんどが東の調査区外に存在 し,住居の北西隅周辺のみを検出した。検出状況から,

X=-128.475,Y=-39.321付近を中心とするものと推定される。北西隅部の形状から平面形が,

方形ないしは長方形と推定される。東西長1.5m以上,南北長0.9m以上,検出面からの深さ0.lm

を測る。住居の主軸の方位はN-40° 一Wである。

竃は,調査区内では検出されなかったが,ほ とんどの住居跡に付属していることから,東の調

査区外に存在するものと推定される。

出土 した遺物は,極少量で図化できたのは土師器壷 (第94-235図 )の口縁部のみである。

住居の時期は,周辺の住居の時期が, 5世紀前半から5世紀中頃までのものであることから, そ

れらに近い時期のものと推定される。
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第 7節 第 6群の調査

1.概要 (第95図,図版33-1)

第 6群は,X=-128.491か らX=-128.515付近のY=-39,327を ほぼ中心とする長さ約46.5m,

幅約9.8mの 間を指す。調査区外の状況は不明であるが,第 5群 と第 6群の約10mの 間は,遺構

が存在 しない空白地帯となっている。第 7群 との境には柵列が存在 し,群を分けている。

第 6群で検出した主な遺構は, 7基の住居跡,鍛冶炉の痕跡と推定 している土坑 6基,建物 1

棟,柵列 1基,柱穴などである。

2.住居24(第 96図,図版31-1～ 3)

X=-128.445,Y=-39。 324付近を中心とし,住居25と 東南辺の一部が切 り合 って存在する。

土層・平面観察の結果,切 り合い関係は住居24が新 しい。計測値は,南北長約3.5m,北辺長約

3.5m,南辺長約3.2m,検 出面からの深さ約0。 15mを測る。平面形では,隅丸台形に近い形をなす。

床面積は約二.7rを測り,比較的小規模な住居である。主軸の方位はN-13° ―Eである。

焼失住居で,床面付近で部分的に炭化材 (第99図),炭・灰層が認められた。住居内の遺構は,

竃の他に土坑がある。

壁帯溝が,北辺の中央付近から西辺にかけて検出された。幅約0.25m,深さ約0.lmを 測 り,土

層,平面観察の結果,使用時には埋まっていたものと推定される。

竃 (第97図,図版31-4～ 6)は,北辺のほぼ中央部から東辺より約1.5mの位置に存在する。

先端は住居壁面に接 し,竃床面は,こ の周辺の住居床面が礫層であるため,若干の盛上を行い築

かれている。焚口周辺の床面は,住居床面とほぼ同一 レベルをなす。平面形では「 U」 字形に近

い形を呈 し,床面の長さ約0,9m,最大幅約0.35m,残存高約0。 15mを測る。床面は,焚口周辺か

寸 IX 12卿

O

訂ぽ

鶴8◎ 膠
0

第95図 第 6群平面図
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ら先端にかけて若千上がり気味であり,高低差は約007mを 測る。支脚は,先端か ら0.55mの 位

置にあり,幅約0.12m,長さ約0.lmを 測る。焚口から支脚の長さ約0.58mの 間の床面 は,焼 けて

赤褐色を呈する。竃内からは (第98図,図版31-6),土 師器高郭 (第101-289図,図版52-239)

が竃床面上から出上 している。

土坑 (図版31-8)は ,南辺部に接 して西辺より約1.2mの位置にあり,平面形では円形に近く,

径約0.64m,深さ0.19mを測る。埋土中からは,土師器高郭片 (第101-238図),甑底部片 (第101-

240図 ),図化はしなかったが,須恵器甕の体部片などが出土 している。

床面か ら出土 した遺物は,埋土

内か らのものに比べ極少量で,主

に南側の土坑周辺から出上 した。

出土 した遺物は,土師器甕 (第101-

236・ 237図,図版52-236)の 2点

のみである。

住居埋土上層には,土器溜状を

呈 して多量の上器が出上 した (第

100図 ,図版32)。 土層断面観察用

畦の観察結果,床面まで達する幅

約2.7m,深 さ約0.2mの 落ち込み状

のものが認められ,そ の中に多量

の土器が折 り重なる状況で存在す

る。 しか し,出土 した土器は図面

上では完形品になるものも認めら

れるが,すべて破片で出土 し,完

5Y4/3 暗オ リーフ色砂質土層

5Y5/3 灰オ リーブ色砂質土層

75Y5/2 灰褐色砂質土層

第96図

N

伴

25Y5/2 暗灰黄色砂質土層  4 25Y5/3 黄褐色砂質土層

笹と611邸筆 磐 拶   0
10YR 4/4 褐色砂質土層

住居24平面 。断面図

、
Y-398鍋

第97図 住居24竃平面 。断面図
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第98図 住居24竃遺物出土状況図
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第99図 住居24遺物出土状況図

0           1

第100図 住居24上層遺物出土状況図

形のものはない。このことか

ら住居焼失後,落ち込み状に

なっていた場所に,使用に適

さなくなった土器を多量に投

げ込んだものと推定される。

~ 
出土 した遺物 (第 102・ 103

図,図版52-254～ 257・ 264)

の種類 は,土師器,須恵器

(陶質土器を含む),韓式系土

器で,特に須恵器の量が,他

の住居に比べて極めて多い。

須恵器は,無蓋高郭 (241・

242,図版56-241・ 242),壺

(243,図版56-243),鉢 (24Q

図版52-246),鍋 (249, 図

版52-249),甕 (250～252,

図版52-252)な どである。

241の 無蓋高雰は,郭部の

一部のみの出上で,産地が分

析の結果,伽耶の可能性を示

している。郭部全体の形状は

やや角張り,比較的浅い。□

=ro3縁
部と底部の境には,断面三

角形のやや鋭い突帯を有する。

そこから口縁端部に向かって

外上方に外反しながら伸び,

端部は丸い。242の 無蓋高郭

は,郭部の一部のみの出土で,

底体部の形状は丸みをもち,

比較的深い。口縁部は短く外

上方に伸びる。

243の 壷は,体部と頸部の

境から大きく外反しながら口

縁端部に達する。口縁端部は

Ｏ

ｔ
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凹面をもち,角張る。この口縁部の形状は,鉢 ?(245),鍋 (249)に も共通して認められる特徴

である。体部は上部のみ残存しているが,形状から最大径が上部にくるものと推定される。鍋

(249)は ,体部最大径部付近に把手を有し,把手上面に断面三角形の切れ目を入れている。体部

と口縁部の境から口縁端部にかけてやや外反気味に外方に伸び,端部は角張り,外面に凹面を有

する。体部は球形に近く最大径部付近に凹線を巡らす。

鉢 (246)は 無頸壷に近い形状を示す。体部は球形に近く,口縁端部は体部上部に存在 し丸い。

甕 (252)は ,焼成が不良で,色調が黄褐色を呈していたため,当初は土師器と思われたが,

体部外面に格子目のタタキを施しているため須恵器の甕としたものである。日縁部は体部の境か

ら外反気味に外上方に伸び,端部はやや角張る。体部最大径はやや上方にあり,外面に格子ロタ

タキ,内面はナデによって仕上げている。

韓式系土器である平底鉢 (270)は ,体部から口縁端部にかけて鋭 く外反 し短い。端部は角張

り,外面に凹面を施す。体部外面にはハケロ調整,内面はナデによって仕上げている。

甑 (271・ 272)は底部がほぼ平らに近く,蒸気孔は円形をなす。

これらの遺物の特徴から住居の時期は,須恵器の編年ではT G232型式前後のものと推定され,

5世紀前半に比定される。

3.住居25(第 104図,図版33-2～ 4)

住居の約 5分のとが東の調査区外にあり,X=-128.498,Y=-39。 325付近を中心とし,住居

24と東北隅の一部が切り合って存在する。土層・平面観察の結果,切 り合い関係は住居24が新 し

い。計測値は,東西長約4.9m,南北長約4.7m,検 出面からの深さ約0。 1～ 0.2mを 測る。平面形で

は隅丸方形に近い形をなす。床面積は約23.3rを測る。主軸の方位はN-18° 一Wで ある。

焼失住居 (図版35-1)で ,

床面付近には部分的に炭化材 ,

炭・灰層が認められた。住居内

の遺構は,竃,竃 に伴 うと推定

される土坑がある。

壁帯溝が,西辺から南辺にか

けて検出された。幅約0.2m,深

さ約0.05mを測り,土層,平面

観察の結果,使用時には埋まっ

ていたものと推定される。

竃 (第 105図,図版34)は ,東

】ヒ隅部にほぼ接して検出された。

先端は住居壁面より0。27mの 位

置にある。平面形では「 U」 字 第101図
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1 25Y5/2 暗灰責色砂質粘土層
2 25Y5/3 黄褐色砂質粘土層
3 25Yア/3 浅黄色粘質粘土層

4 25Y4/2 暗灰黄色粘質上層

5 25Y6/2 灰黄色粘質上層

第104図 住居25平面 。断面図

形に近い形を呈し,床面の長さ約0.8m,最大幅約0,42m,残存高約0.2mを 測る。焚口周辺の床面

は,住居床面より約0.06m低 い位置にあり,焚口から先端にかけて上がり気味であり,高低差は

約0.lmを測る。支脚は,先端から0.25mの位置にある。今回の調査で検出した支脚のほとんどが

長細い河原石であるのに対 して,土器を転用している。基本的に,高ヌの口縁部片 1点 (第107-

281,図版53-281)を下に敷き,そ の上に壺 (第107-282,図版53-282)を逆さまにして使用 し

ている。床面からの高さ0.05mを測る。焚口から支脚の長さ約0.35mの 間の床面は,焼 けて赤褐

色を呈する。竃内からは,支脚直上に,甑 (第 107-285,図 版53-285),床面周辺から平底鉢

(第107-284図,図版53-284)が 出上している。

土坑は,竃焚口から約0.5mの位置にあることから,竃に付随する施設と推定される。径0.6m,

深さは浅く約0.06mを測る。土坑内および周辺から出上した遺物 (第 106図,図版35-3)は ,図

化できたのは1点 (第107-280図,図版53■280)の みであるが甕 2点が出虫 している。住居の

床面から出土した遺物 (第107図,図版35-1・ 2)は,竃および竃周辺がほとんどでそれ以外
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からは極めて少ない。注目される遺物としては,土師器壷の体部に孔を開け配にしたもの (286,

図版53-286),平底鉢 (284,図版53-284)ん あゞる。平底鉢の底部はほぼ平 らで,底部から外方

に開き気味に伸び,体部境から口縁端部にかけてさらに外方に開く。端部は丸みをおびる。胎土

分析の結果,伽耶産の可能性があるとされている。

出土遺物から住居の時期は5世紀前半のものと推定される。

4.住居26(第 108図,図版36-1～ 3)

X=-128.500,Y=-39.330付近を中心とする。平面形では,隅丸長方形に近い形をなし,長

辺約4.5m,短辺長約3.Om,検 出面からの深さ約0.15mを測る。床面積は約13.5∬を測 り,比較的

小規模な住居である。主軸の方位はE-40° 一Sで ある。

壁帯溝は検出されなかった。

竃 (第 109図,図版36-5・ 6)は,東辺のほぼ中央部にあり,焚 口周辺の床面は,住居床面

とほぼ同一 レベルをなす。平面形では「U」 字形に近い形を呈 し,床面の長さ約0。 75m,幅0.35

m以上を測る。竃の壁面は,調査時において,住居の上層断面観察用畔が中央部に存在していた

ため,竃の存在に気づかず掘削 ミスによリー部が欠失した。残存高約0.lmを測る。床面より0,05

m程度下に存在し,地山の上に直接築いている。支脚は,検出時ほぼ現位置で倒れていたが,支

脚を立てる穴は焚口から0.6mの位置にある。幅約0.18m,長さ約0.08mを測る。焚口から支脚の

長さ約0.43mの 間の床面は,焼 けて赤褐色を呈する。竃内からは (第 111図 ,図版36-4),甕

1 25Y6/2 灰黄色粘質土層

2 25Y4/1 黄灰色粘質土層

3 10YR 3/2 黒褐色砂質土層

第105図 住居25竃平面 。断面図
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第106図 住居25電及び周辺遺物出土状況図
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第107図 住居25出土遺物
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オリープ色砂質土層
灰オリープ色砂質土層

暗オリープ色砂質土層

灰オリープ色砂質土層

Y‐ 螂崇

矩 -39320

第110図 住居26竃上層
遺物出土状況図

//f建 128′498

|

5Y5/4
5Y5/3
5Y4/3
5Y4/2
5Y3/2

第109図 住居26竃平面・ 断面図

第108図 住居26平面・断面図

オ リープ色砂質土層
灰オ リーブ色砂質土層

暗オ リーブ色砂質土盾
灰オ リープ色砂質土層
オリープ黒色砂質土層

lm

(第112-298図 ,図版53-298)

が出土 している。また直上に

は住居廃絶時の祭祀 と推定さ

れる甕 2個体が配置されてい

た (第110図,図版86-7)。

住居内からの遺物 (第112図)

は少量で,竃内 (298),直上

(297・ 299)か ら出土 した以外

には,瓦質土器 (30Q図版53-

300)がある。瓦質土器は,壷

体部片と推定されるもので,

外面は細かい格子ロタタキ,

内面をナデによって仕上げて

いる。胎上分析の結果,伽耶

産の可能性のあるものと推定

されている。また分析の数値

が,住居34か ら出土 したもの

(330,図版53-330)と 極めて

酷似 していることから,同一

個体の可能性があると指摘さ

05m

第 111図 住居26電

遺物出土状況図
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れているものである。

住居の時期は,出土遺物から5世紀初頭から前半にかけてのものと推定している。

5.住居27(第 114図,図版37-1・ 2)

住居の約 5分の 3が東の調査区外にあり,X=-128.505,Y=-39.320付 近が中心と推定され,

住居28と 切り合って存在する。土層および平面観察の結果,住居27が古い。検出状況から一辺約

4.7mの 隅丸方形の住居と推定され,検出面からの深さ約0。 15mを測る。床面積は約22.1だ と推定

され,主軸の方位はN-74° 一Eである。焼失住居 (第■5図,照版37-3)で ,床面付近には炭

化材が多数検出された。

壁帯溝が,壁の周囲に巡り,幅約0.2m,深 さ約0.03mを測る。壁帯溝は,土層,平面観察の結

果,使用時には埋まっていたものと推定される。

竃は,調査区内では検出されなかったが,ほ とんどの住居跡に付属していることから,調査区

外の南辺ないしは東辺付近に接して存在していたものと推定される。

床面から出上した管玉 (第113図 ,図版87-4・ 54-301)を 除く出上 した遺物

(第116図)は,焼失住居にもかかわらず少量で破片が多く,ほ とんどのものが床面

からのものではない。このことから住居に伴 う遺物は,東の調査区外に集中して

存在 しているものと推定される。出上 した遺物は,土師器甕 (302,303),高 郭

(305～307),鉢 (304),須 恵器器台 (308,図版55-308)な どである。

須恵器器台は,郭部で口縁部が欠損 していが,形状から外上方にのび,端部が丸

味をもつタイプと推定される。日縁部下の外面を突帯で区切 り,そ の内部に 2条

前後の波状文を施している。

第112図 住居26出土遺物

◎釧
L艶m

第113図

住居27

出土遺物 1

＼
＼
べ
斜
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器器台の諸特徴からT G 232型 式のものと推定され,

X=-128.506,Y=-39.322付 近が中,心 と推定され,
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1 5Y7/4 浅黄色粘質砂上層
2 5Y4/3 暗オリープ色粘質砂土層
3 10YR 2/1 黒色炭灰層
4 5Y4/2 灰オリープ色粘質砂土層
5 25Y5/6 黄褐色粘質砂土層

0

6 25Y4/6 オリーブ褐色粘質砂土層
7 5Y5/4 オリープ色粘質砂土層
8 5Yア /3 浅責色粘質砂土層
9 5Y2/1 黒色炭灰層

2m

第114図 住居27平面 。断面図 第115図 住居27遺物出土状況図

0

第116図 住居27出土遺物 2
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1 26Y5/6 黄褐色粘質砂土層

2 25Y4/6 オ リーブ褐色粘質砂土層

3 25Y6/6 明黄褐色粘質砂土層

4 5Y7/4 浅黄色粘質砂土層

5Y5/4 オリーブ色粘質砂土層

5Y4/3 暗オリーブ色粘質砂土層

5Yア/3 明責褐色粘質砂土層

第117図 住居28平面・ 断面図

第118図 住居28出土遺物

茎 ≧ ど 巡 馬 315
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住居27と 切り合って存在する。土層およ

び平面観察の結果,住居28が古い。検出

状況から一辺約4.lmの 隅丸方形の住居

と推定され検出面からの深さ約0.05mを

測る。床面積は約16.8だ と推定され,主

軸の方位はN-45° 一Eである。

壁帯溝が,壁の周囲に巡 り,幅約0.15

m,深さ約0.02mを測る。壁帯溝は,土

層,平面観察の結果,使用時には埋まっ

ていたものと推定される。

竃は,調査区内では検出しなかったが,

ほとんどの住居跡に付属していることか

ら,調査区外の南辺ないしは東辺付近に

接して存在していたものと推定される。

出上した遺物のほとんどが床面ないし

直上で検出された (第 119図 ,図版38-

3～ 5)が,破片が多 く,土師器壺

(3095310)の 2点のみ完形であった。

また,焼失を受けていないことなどから,

これらの遺物は現位置を保ってはいない

ものと推察される。

出上した遺物 (第118図,図版53-309・

54-318)は ,土師器壺 (309,310),高第119図 住居28遺物出土状況図

郭 (311～316),韓式系土器甑 (317,318)な どである。

これらの遺物から住居の時期は, 5世紀前半から中頃にかけてのものと推定される。

7.住居29(第 120図,図版39-2)

住居のほとんどが西の調査区外にあり,X=-128.512,Y=-39.334付 近が中心と推定される。

調査区内に東の一辺のみ検出されたため,規模は不明であるが,東辺の長さが約2.4mと 短いた

め,平面形が隅丸長方形の住居の可能性が高い。検出面からの深さ約0.04mを 測る。床面積は約

4.2∬以上と推定され,主軸の方位はW-25° 一Sである。

壁帯溝が,壁の周囲に巡り,幅約0.2m,深 さ約0.03mを測る。壁帯溝は,土層,平面観察の結

果,使用時には埋まっていたものと推定される。

竃は,調査区内では検出されなかったが,ほ とんどの住居跡に付属していることから,調査区

外の南辺ないしは東辺付近に接して存在していたものと推定される。
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遺物は,土師器小片が少量出上 したが図化できるも

のはなかった。時期は,周辺の遺構などか ら, 5世紀

前半から中頃にかけてのものと推定される。

8.住居30(第 121図 )

住居のほとんどが,西の調査区外に存在する。X=―

128.515,Y=-39.327付 近が中心と推定される。調査区

内に東南隅周辺のみ検出されたため,規模 。形状は不

明である。検出面からの深さ約0,13mを測る。床面積は

約2.2r以上と推定され,主軸の方位はN-40° 一Wで あ

る。

壁帯溝が壁の周囲に巡 り,幅約0.17m,深 さ約0.08m

を測る。壁帯溝は,土層,平面観察の結果,使用時には

埋まっていたものと推定される。

竃は調査区内では検出されなかったが, ほとんどの

住居跡に付属 していることから,調査区外の南辺ない

しは東辺付近に接 して存在 していたものと推定される。

1 5Y5/3 灰オリープ色粘質砂土層  2 5Y5/4 オリープ色粘質砂土層

0                            2n

第120図 住居29平面・

lξ
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1 25Y6/2
2 25Y7/2
0

|

灰黄色粘質土層
灰黄色粘質土層

断面図    遺物は,土師器小片が少量出上 したが図化できたも

のは土師器高郭脚部 1点 (第 122図)の みであった。

時期は,出土遺物,周辺の遺構などから, 5世紀前半か ら中頃に

かけてのものと推定される。

9.土坑 7・ 3・ 9010・ 11・ 12(第123図 )

Y=-39.311か らY=-39.325付 近 , X=-128.505か らX=

-128.513付 近の東西約 7m,南 北約 7mの間に 6基の上坑を集中

して検出した。土坑周辺の検出面上層一帯には,厚 さ約0.05m程度

の炭・灰層が堆積 し,部分的に赤褐色を呈 した土が存在 していたこ

とから,遺構検出前には,焼失住居が存在するものと推定していた。

しかしそれらを除去 し,遺構を検出を行った結果,周辺に土坑 6基

が集中して検出された。また,土坑周辺の遺構から出上 した遺物の

中に,鉱滓が 4点含まれていた。これらのことなどから,検出 ミス

により炉跡を欠失 した可能性が高いと判断した。炉跡などを検出 し

てはいないが,鍛冶に関係する遺構ではないかと考えられる。また,

検出した土坑 6基のうち, 4基に降雨時に水分を防ぐための覆屋の

存在を伺わせる柱穴が存在 している。

土坑 7(図版45-3) X=-128.505,Y=-39.328付近を中心

第121図 住居30平面 。断面図

第122図 住居30出土遺物
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・ 9・ 10。 11・ 12平面・ 断面図

5Y6/3 オリープ責色砂質土層
5Y5/3 灰オリープ色砂質上層

土坑 7

土坑 11

第123図 土坑 8
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とし,北側を溝 2に よって切られている。平面形では隅丸長方形に近い形を呈し,長辺約1.65m,

短辺約0.9m,深 さ約0.18mを測る。上坑に接 して柱穴が4基検出されたことから覆屋が存在 して

いたものと推定される。柱穴間の長さ1,0か ら1.5m,径 0。25m前後,深さ0.09m前後を測る。遺物

は,土師器片が土坑内から少量出上したが,図化できるものはなかった。

上坑 8(図版45-4) X=-128.507,Y=-39.331付 近を中心とする。平面形では隅丸長方

形に近い形を呈し,長辺約0.8m,短辺約0。7m,深さ約0.18mを 測る。土坑より約0.7m前後離れ

て柱穴が 3本検出された。柱穴の配列状況から,西の調査区外に 1本存在する可能性が高いこと

から,覆屋であったものと推定される。柱穴間の長さ1.4m,径 0。2m前後,深さ0。 7m前後を測る。

遺物は,土師器片が土坑内から少量出上したが,図化できるものはなかった。

土坑 9(図版45-5) X=-128.508,Y=-39.328付 近を中心とする。平面形では隅丸方形

に近い形を呈し,一辺約1.4m,深 さ約0.6mを測る。土坑上から周辺にかけて柱穴が 6本検出さ

れたことから覆屋もしくは建物 (建物 7)が存在していたものと推定される。上坑上層より上師

器高郭 (第124-320図),韓式系土器甑片 (第124-321図),が出土した。外面が変色 し赤褐色を

呈していたことから, 2次焼成を受けたものと推定される。

土坑10(図版45-6) X=-128.5095,Y=-39。 328付近を中心とし,住居28と切り合って存

在する。前後関係は,土坑10が古い。平面形では隅丸長方形に近い形を呈し,長辺約1.2m,短辺

約0.8m,深 さ約0。 15mを測る。遺物は,土師器片が柱穴内から少量出土したが,図化できるもの

はなかった。

土坑1l X=-128.511,Y=-39。 328付近を中心とする。平面形では楕円形に近い形を呈 し,

長径約2.Om,短径約1.45m,深 さ約01mを測る。

出上した遺物は,上層より土師器甕片 (第124-322図)が出上 している。この上器は, 2次焼

成を受けたものと推定され,外面が変色 し赤褐色を呈 して

いる。

土坑12(図版45-7) X=-128.512, Y=-39.330付

近を中心とする。平面形では楕円形に近い形を呈 し,長径

約2.5m,短径約1.7m,深 さ約0.lmを 測る。土坑のほぼ中

央部に柱穴が 2本検出されたことから,覆屋であったもの

と推定される。柱穴間の長さ1.5m,径 0。2m前後,深 さ0.04

m前後を測る。遺物は,土師器片が土坑内か ら少量出土 し

たが,図化できるものはなかった。

10。 溝 2(第 127図 )

X=-128.504,Y=-39。 325付近からX=-128.503,Y=一

39.330付 近で検出された。住居27と 接 し,住居26の 南辺付

近で収束する。一部土坑 7と切 り合い前後関係は,溝 2が

―-73-一

第124図 土坑 9。 11出土遺物



新 しい。全長約6.3mを 測り,平面形では逆「 L」 字形に近い形を呈する。幅約0.35m,深さ約

0.28mを測り,断面「 U」 字形に近 く,細い溝にかかわらず比較的深い。出土遺物は,土坑 7に

近い地点で鉱滓 3点 (図版57-413)が 出土 している。断面が「 U」 字形に近い形を呈 し,両端

部が収束 していることから,用水などの水に伴 う目的の施設ではないと推測されるが,用途は不

明である。

11.建物 7(第 126図 )

X=-128508,Y=-39。 328付近を中心とする。基本的に梁間 と 
苺

間 (約1.8m),桁行 2間 (約2.Om)の建物である。柱穴は円形に近

く径0.25mか ら0.35m,深さ0.05mか ら0.15mを測る。 ほぼ同一地点

に土坑 9があることから,鍛冶炉に関係する建物と考えているが,

他の建物よりは規模が小さく覆屋としては大きいため疑間の点が残

る。そのため,一応建物として扱った。遺物は,土師器片が柱穴内

から少量出上 したが,図化できるものはなかった。

12.柵列 1(第 127図 )

X=-128.511,Y=-39.323か らX=-128.515, Y=-39.331付

近にかけて,ほ ぼ東北方向から南西方向に伸びる8本の柱穴を確認

した。対応する柱穴が存在 しないため柵列と考えられる。検出長約

8.4m,柱間は0.9mか ら15mを測り,柱穴は径1,Om前後,深 さ0.08

m前後,柱痕は,径0.06m前後を測る。柱穴内か ら出土 した遺物が
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第 8節 第 7群の調査

1.概要 (第 128図,図版39-1)

第 7群は,調査地区の南端に位置 し,X=-128.511か らX=-128.533付近のY=-39,326を ほ

ぼ中心とする長さ約22m,幅約10mの間を指す。北に存在する第 6群 との境には柵列 とが存在し,

群を分けている。

第 7群で検出した主な遺構は, 5棟の住居跡,建物 4棟,柵列 1基,土坑 1基,柱穴などであ

る。

2.住居31(第 129図,図版39-3)

住居の約 5分の 3が西の調査区外にあり,X=-128.520,Y=-39,332付 近が中心 と推定され

る。検出状況から一辺約4.5mの 隅丸方形の住居と推定され,検出面からの深さ約0,07mを 測る。

床面積は約20.3だ と推定され,主軸の方位はW-5° 一Sで ある。

壁帯溝が,壁の周囲に巡り,幅約0.15m,深さ約0.06mを測る。壁帯溝は,土層,平面観察の

結果,使用時には埋まっていたものと推定される。

竃は,調査区内では検出されなかったが,ほ とんどの住居跡に付属 していることから,調査区

外の南辺ないしは東辺付近に接 して存在 していたものと推定される。

遺物 (第130図)は,埋土中から少量出土 し,図化できたのは土師器高郭片 2点 (323,324)の

みである。

時期は,出土遺物,周辺の遺構から5世紀前半から中頃にかけてのものと推定される。

3.住居32(第 131図,図版40-1)

住居のほとんどが東の調査区外にあり,西辺と竃の一部を検出したのみで,X=-128.52Q Y=一
Zヽ く 電 た 引 一 ―

塾

|

第128図 第 7群平面図

一Ｍ
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25Y4/3 オ リープ褐色砂質土層

5Y4/4 暗オ リープ色粘質土層

5Y4/3 暗オ リープ色粘質土層

0

5Yア /3 浅黄色砂質土層

25Y7/3 にぷい黄色粘質土層

2m

第131図 住居32平面・ 断面図
1 25Y7/4 浅黄色砂質土層  2 25Y7/3 浅黄色砂質土層

0                            2m

第129図 住居31平面・ 断面図

第130図 住居31出土遺物

39.320付 近が中心と推定される。 このため住居

の形状は不明で,検出面からの深さ約0.lmを

測る。主軸の方位はW-0° と推定される。

壁帯溝が,壁の周囲に巡 り,幅約 0。 15m,深

さ約0.08mを 測る。壁帯溝は,土層,平面観察

の結果,使用時には埋まっていたものと推定さ

れる。

竃 (第 132図 ,図版40-2)は ,焚 口付近が

調査区外にあり,検出状況から西辺のほぼ中央

部に存在 しているものと推定される。竃の位置

は,他の住居のものと異なり,先端部が住居壁

25Y4/3 オ リーフ褐色砂質土層

5Y4/4 暗オ リーブ色粘質土層

0

5Y4/3 暗オ リーブ色粘質土層

5Yア/3 浅責色砂質土層

lm
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第132図 住居32平竃面・ 断面図



面より0,3m外側にある。平面形では「 V」 字形に近い形を呈 し,長さ1.lm以上,幅 0.7m以上 ,

残存高0.lmを 測る。

遺物は,埋土中から極少量出土 したが,図化できるものはなかった。

時期は,周辺の遺構から5世紀前半から中頃にかけてのものと推定される。

4.住居33(第 133図,図版40-3・ 4)

X=-128.524,Y=-39.324付 近を中心とする。東辺と竃の一部が調査区外にある。平面形で

は,隅丸長方形に近い形をなし,長辺約3.2m,短辺約30m,検出面からの深さ約0.2mを 測る。

小規模な住居で,床面積は約9.6∬を測る。主軸の方位はN-73° 一Eである。

壁帯溝は検出されなかった。

1  75Y6/3
2 75Y5/3

|

オ リーブ黄色砂質土層

灰オ リーブ色粘質砂土層

第133図

竃 (第134図,図版40-5～ 7)は ,東

辺のほぼ中央部か ら西よりにあり,先端

部が調査区外にある。焚口周辺の床面は,

住居床面とほぼ同一 レベルをなす。竃 は

地山の上に直接築き,平面形では「 U」

字形に近い形を呈するものと推定され,

床面の長さ約0,85m以上,最大幅0.45m,

残存高約0.15mを測る。支脚は,焚口から

0.55mの位置にあり,幅約0.09m,長 さ約

0.23mの河原石使用 している。焚 口周辺

か ら支脚付近までの0.45m間 は,床面 よ

り0.05m程度落ち込み土坑状を呈す る。

支脚周辺か らは,甕 (第 137-326図 ,図

版54-326)ん 出ゞ上 している。

住居床面上か らの遺物 (第 187図 ,図版

54-325・ 327)は少量であり,土師器高郭

(325),韓 式系土器甑 (327)な どが出上 し

住居33平面 。断面図

5G6/1 緑灰色砂質土層
10G O/1 緑灰色砂質土層
10YR 6/1 褐灰色灰層
10Y6/2 オリーブ灰色

粘質ンルト層

75Yア/3 浅黄色砂質土層

5Y7/3 浅黄色砂質土層

5Y7/2 灰白色砂質土層

lm

第134図 住居33竃平面・ 断面図
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第135図 住居33竃遺物出土状況図



第136図 住居33遺物出土状況図

ている。また埋土中より須恵器把手付

鉢 (328,図版56-328)ん 出ゞ上 してい

る。

把手付鉢は,口縁部及び把手が欠損

している。底部から□縁部にかけて内

弯気味に外側に伸び,体部上半に 2条

の沈線を入れ,そ の内部に 2本の波状

文を施 している。体部上半外面は回転

ナデ,下半はナデ,内面は回転ナデに

よって仕上げている。

これらから住居の時期は,出土遺物

から5世紀前半と推定 している。

5.住居34(第 138図,図版41-1)

X=-128.531,Y=-39,330付 近を

中心とする。西辺と南辺が調査区外 ,

北辺の一部が土坑13よ って切 られてい

る。それらのため平面形では,隅丸方

第137図 住居33出土遺物
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形に近い形をなすものと推定されるが,全容は不明である。一辺3.4m以上,検出面か らの深さ

約0,14mを測る。床面積は約12.6だ以上を測る。主軸の方向はW-7° ―Sである。

壁帯溝が,壁の周囲に巡り,幅約0.2m,深 さ約0,04mを測る。壁帯溝は,土層,平面観察の結

果,使用時には埋まっていたものと推定される。

竃は,調査区内では検出されなかったが,ほ とんどの住居跡に付属 していることから,調査区

Ｎ
＝
川
川
牡
Ｆ
上
―
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25Y5/1 黄灰色砂質土層

5Y7/3 浅黄色砂質土層

3 25Yア/3 黄灰色粘質土層
4 5Y5/3 灰オリーブ色砂質土層

外の南辺ない しは西辺

付近 に接 して存在 して

いたものと推定される。

住居床面上からの遺物

(第138図,図版41-3・

4)は少量ではあるが

(第 139図 ),瓦質土器 2

点 (329,330),須 恵器

甕片 (331), 土師器甕

(332),  雇話方下 (338,  334)

などが,住居北半より出

上 している。

瓦質土器 (329,図 版

54-329)は ,日縁部か

ら体部上半,底部片が出

上 した。口縁部は体部境

から外方に開き,端部は

やや角張る。体部上半は

口縁部境か ら下方 に向

けて大きく開いている。
第138図 住居34平面・断面・ 遺物出土状況図

＼＼、艦篤 3

＼

爬

Ｎ
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第139図 住居34出土遺物
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底部は平底に近い。外内面ともナデによって仕上げているが,底部内面の一部に格子ロタタキが

認められる。330(図版56-330)は壷体部片と推定されるもので,胎土分析の結果,住居26か ら

出上 した300と 同一個体の可能性を指摘されているものである。外面に格子ロタタキ,内面をナ

デによって仕上げている。

住居の時期は,出土遺物から5世紀初頭から前半にかけてのものと推定される。

6.住居35(第 141図,図版42-1,43-3～ 5)

X=-128.532,Y=-39.325付近を中心とする。

焼失住居 (第 142図,図版43-1・ 2)で ,床面付

近のほぼ中央部に集中 して炭化材,炭・灰層が認

められた。住居の約 3分の とが南および東の調査

区外にあり,平面形では,隅丸方形に近い形をな

すものと推定されるが,全容は不明である。一辺

4.5m,検 出面からの深さ約0,lmを 測る。床面積は

20.3ポ前後と推定される。主軸の方位はE-0° で

ある。

壁帯溝は,幅約0.2m,深 さ約0.04mを測り,上層,

平面観察の結果,使用時には埋まっていたものと

推定される。

竃 (第 140図,図版42-2・
 1

3)は , 床:】 ヒFFR菩るイこイまぼ穆そし  _

て検出された。先端は住居壁

面にほぼ接 して存在する。平

面形では長方形に近い形を呈

し,床面の長さ約1,15m,最大

幅約0,35m,残存高約0.lmを

測る。他に比べて長いのが特

徴である。竃の床面 は,住居

床面より約0.06m前後低 い位

置にあり,ほ ぼフラットであ

る。

支脚 は,先端か ら約0.35m

と約0.5mの 位置に 2脚検出さ
1

れた。 北側 の ものは長 さ約
2

0.13m,幅約0.06mと 細長 く,

25YR 3/2 黒褐色粘質土層

5Y6/1 灰色砂質土層

75Y6/2 灰オ リーフ砂質土層

ア5Y5/1 灰色砂質土層
0

く

Ｅ
ω
。
ｓ

／

上
IA

20Bm B′   |

1 10YR 7/2
にぶい黄橙色砂質土層

2 10YR 6/1

聖σ3偏階囁
浅黄色砂質土層

4 10YR 6/3
にぶい黄橙色砂質土層

lm

3

4

C

第140図 住居35電平面・ 断面図

IY 99勢
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第141図 住居35平面・断面図
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Ⅳ
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南側のものは長さ約0.17m,幅約0.lmと

扁平な河原石を使用 している。

出上 した遺物 (第 143図 )は ,床面 と

検出面との差が約0.08mと 浅いため, ほ

とんどのものが破片で出土 した。出土 し

た場所は,特に竃周辺からが多い。出土

した遺物は,土師器甕 (335,386),高

郭 (337,338),韓 式系土器甑 (339～

341),平底鉢 (342)が ある。特 に甑把

手片 (341)は ,他から出上 したものと

異なり先端部が角張っていることから古

い要素をもっているものと考えている。

また,須恵器が出土 していないことから

検出した住居の中では最も古い一群に属

するものと考えている。

住居の時期は, 5世紀初頭から前半に

かけてのものと推定される。

7.建物 8(第 145図 )

X=-128.517,Y=-39,325付近を中

|
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第146図 建物10平面 。断面図

心とし,建物 9と一部が切り合っ

て存在するが,前後関係は不明

である。

梁間 1間 (約 2.5m),桁行 2

間 (約3.2m)の建物で,主軸は

W-0° である。

柱穴は円形に近い形を呈 し,

径0.25mか ら0.35m,深 さ0。 lm

から0.2mを 測る。柱穴埋上の土

層断面観察の結果,柱痕は,径

約0.15m前後を測る。

遺物は,土師器片が柱穴内か

ら極少量出土 したが,図化でき

るものはなかった。

建物の時期は,周辺の遺構か

ら5世紀前半から中頃にかけて

のものと推定される。

8.建物 9(第 144図,図版44-

1～ 5。 7)

X=-128.519, Y=-39,326

付近を中心とし, ほぼ建物 9と

切 り合って存在するが,前後関

係は不明である。梁間 1間 (約

1.7m),桁行 3間 (約 3.3m)の

建物で,主軸はN-12° ―Wで

Ｎ
Υ

（い】）帥・

◎
ＳＰ‐５４

◎
Ｐ‐５３

1

2

5Y6/3 オリーフ責色砂質粘土層
5Y4/2 灰オリーブ色砂質粘土層

43

第147図 土坑13出土遺物
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ある。

柱穴は円形に近い形を呈 し,径 0.3mか

ら0.38m,深 さ0.16mか ら0。 18mを測る。

柱穴埋上の土層断面観察の結果,柱痕は,

径約0.lm前後を測る。

遺物は,上師器片が柱穴内か ら極少量

出上 したが,図化できるものはなかった。

建物の時期は,周辺の遺構から5世紀前

半から中頃にかけてのものと推定される。

9.建物10(第146図,図版44-8～ 14)

X=-128.526,Y=-39.328付近を中

心とし, ほぼ住居 9と 切 り合 って存在す

る。梁間 1間 (約2.4m),桁行 4間 (約4.8

m)の建物で,主軸はN-10° 一Wである。

柱穴は円形に近い形を呈 し,径0.25mか

ら0.43m,深さ0.lmか ら0.3mを測る。柱

穴埋土の土層断面観察の結果,柱痕は,

径約0.12mを 測る。

遺物は,土師器片が柱穴内か ら少量出

上 したが,図化できる

ものはなかった。

建物の時期は,周辺

~ 
の遺構から5世紀前半

から中頃にかけてのも

のと推定される。

10。 建物11(第 148図 )

X=-128.580,Y=

-39。 325付近を中心 と

し,住居35と 切 り合 っ

て存在する。前後関係

は,建物11が古い。

梁間 1間 (約2.7m),

桁行 1間 (約2.7m)を

測り,建物の中央に柱

◎
ピ ⑤

ＳＰ３‐６

２０３ｍ

一

＝

０

第148図 建物11平面 。断面図

25Y6/2 黄灰色粘質砂土層

25Y5/3 黄褐色粘質砂土層

25Y6/3 にぶい黄色砂質土層

25Y4/1 黄灰色粘質土層

25Y7/1 灰白色粘質 シル ト層

25Y6/1 黄灰色砂質土層

第149図 土坑13平面 。断面図
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穴が存在することから,総柱建物と推定され,規模から言えば,倉庫と考えられる。主軸の方位

はN-9° ―Wで ある。

柱穴は円形に近い形を呈し,径0.3mか ら0.4m,深 さ0.15m前後を測る。

遺物は,土師器片が柱穴内から少量出上したが,図化できるものはなかった。

建物の時期は,周辺の遺構から5世紀前半から中頃にかけてのものと推定される。

11.柵列 2(第 150図 )

X=-128.519,Y=-39.324か らX=-128.526, Y=-39,330

付近にかけて,ほ ぼ東南方向から北西方向に伸びる5本の柱穴を

確認 した。対応する柱穴が存在 しないため柵列と考えられる。検

出長約8.6m,柱間は1.Omか ら2.25mを 測り,柱穴は径0.3m前後 ,

深さ0.15m前後を測る。

柱穴内から出土 した遺物が少量で図化できるものはなく,時期

の決め手に欠 くが,住居の方向から推定すると住居26・ 28030が

ほぼ同方向であることなどから共存 していた可能性が高いと考

えられる。

建物の時期は,周辺の遺構から5世紀前半から中頃にかけての

ものと推定される。

12.土坑13(第149図,図版45-1・ 2)

土坑の約 2分の 1が西の調査区外に存在する。 X=-128.528,

Y=-39.382付 近を中心とするものと推定され,南側の一部を住

居34と 切 り合っている。前後関係は,住居34が古い。平面形では

隅丸長方形に近い形を呈 してるものと推定される。土坑は 2段掘

を行い,検出面で長辺約3.6m以上,短辺約2.3m以上,深 さ0.45

mを測る。下段は,平面形では楕円形に近い形を呈 し,長辺約

2.Om以上,短辺約1.15m,下段までの深さ0.2mを 測る。

土坑埋土内から出土 した遺物 (第147図)で,図化 した土器は,

土師器甕 (343),高 郭 (344～ 346),須恵器甕片 (347)で あるが,

それら以外にも多量の上器片が出上 した。これ以外の遺物として

鉱滓 (414,図版57-414)が ある。

時期は,出土遺物から5世紀前半から中頃にかけてのものと推

定される。
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第 9節 弥生時代の遺構

1.概要

弥生時代の遺構は,土坑ないしは落ち込みと推定され,第 5群に存在する住居20の 下層で検出

した。従来の発掘調査において,安威遺跡は,弥生時代を中心とする遺跡であると言われていた

が, これ以外には弥生時代の遺構は検出されなかった。

2.土坑14(第151図,図版45-8)

土坑の形状から約 2分の 1が東の調査区外に存在 し,X=-128.460,Y=-39。 323付近を中心

とするものと推定される。調査区内の上坑の形状は隅丸三角形に近い形を呈 している。検出長約

8.65m,検出幅約7.3m,深 さ約0.3mを 測る。平面の形状,土坑が浅い,壁面がなだらかに下るこ

となどから,人工的に掘削されたものではなく,落ち込み状のものと考えられる。

|

1 10YR 4/2 灰黄褐色粘質砂土層

$

＼ _プ
/令

点 _

第151図 土坑14遺物出土状況図
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第152図 土坑14出土遺物

出土した遺物 (第 152図)は,図化したのは20点余りであるが,上坑内の中心部付近から折 り

重なるように,多量の土器が出土した。上器の器種は,壺,甕,高郭,鉢,壺蓋である。遺物の

出土状況を観察した結果,配置されたものではなく,投げ込まれたものと判断した。

出土した遺物から土坑の時期は,弥生時代後期と推定される。
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第10節 北部地区の調査

1.概要 (第153図,図版46-1～ 3)

N  北部地区は,今回の調査対象地区の北端 に位置 し, X=

|   
―-128.104付近 /9ゝ らX=-128.181付近(DY=-39.324を 1よ ぼ軒],い

T とする,長さ約78m,幅約15mの間を指す。

亀  南側に存在する古墳時代の遺構群の北端とは約95m離れてい
区

る。この間は,試掘調査の結果,遺物が少量であることと,遺
XΞ l警コ知構が検出されなかったため,発掘調査対象外とした。発掘調査

は,A・ B地区を1997年度, I地区を1998年度の2カ年にわたっ

て実施 した。

北部地区で検出 した主な遺構 は,溝,柱穴群,土坑 などであ

る。

2.溝 3

1区で検出された。地形から南西方向から北東方向に流れ,

安威川に注 ぐ溝と推定される。溝底まで掘削 したのが一部のみ

であるので自然なものか,人工的なものか判断できなかった。

左岸側で,南から幅約2.3mと 幅約7.Omの テラスを作 りなが

ら徐々に下 り,幅約4.3m,深 さ約0.6m,断面「 U」 字形をな

す溝である。溝の埋土は,すべて砂が堆積 していたことから,

常時水が流れていたものと推定される。

時期は,出土遺物から6世紀後半には埋没 したものと推定さ

れる。

71

―
地
区

第153図 北部地区平面図
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第154図 溝 3出土遺物



第 4章 安威遺跡の諸問題

第 1節 出土 した初期須恵器について

1.は じめに

今回検出した遺構のほとんどが, 5世紀初頭から6世紀前半に比定されるものと推定している

が, 6世紀代の遺構の数は少なく,遺構の中に初期須恵器を含んでいるものが多い。

初期須恵器については,近年の調査において窯跡を含め多数の遺跡が発見されている。これら

によって,初期段階の須恵器の形態も徐々にではあるが明らかになり,編年についても研究が進

められている。これらについては,研究者の中では,い ろいろと意見が交わされているが,系統

だてて並べられたものは今のところない。

しかし,今回の調査において安威遺跡の集落の変遷をつきとめるためには,初期須恵器の編年

を行う必要に迫られた。編年については,年代観の相違はあるものの形態の変遷については研究

者の中での共通認識に基づいて行った。

2.初期須恵器の編年

漠然とした編年観 (第 156・ 157図)で はあるが,陶邑古窯址群の中で調査された窯の中では,

形態の特徴などからT G231 0 232号窯が最も古いとされ,次にO N231号窯,T K73号窯, T K2

16号窯の順と推定されている。これら陶邑古窯址群から出土した資料を中心に,和歌山県楠見遺

跡から出上したものを加え,畿内における須恵器の編年を試みた。なお,楠見遺跡から出土 した

一括資料は,胎土分析結果から日本産とされている。しかし,郭身,郭蓋,砲の一部に関しては

形態に不明な点があるので除いた。

まず,器種別構成についてであるが,T G232号窯とO N231号窯との顕著な違いとしては,配

がある。T G232号窯には小形のもののみであるのに対して,O N231号 窯では樽型阻が出現 して

いる。樽型地の出現は,百済の影響, これ以前のものは,伽耶の影響を受けているものとされて

いる。これらの区分は,初期須恵器の型式を分けるひとつの基準とされている。

郭身は相対的な出土量ではあるが,T G232号窯,O N231号 窯,T K73号窯の順に多 くなる傾

向を示している。反対に,高郭の量は減少する傾向にあり,器台,大甕も同様なことがいえる。

日本での初期須恵器の初現であるが,朝鮮半島南部で出土する5世紀代の陶質土器には,波状

文が施されているが, 4世紀代のものには認められない。このことから畿内から出土する日本産

とされる初期須恵器には,波状文が施されていることから,『 4世紀代には,畿内では現在の所 ,

須恵器の窯跡は存在しない。』と考えられる。これらから,編年の基準となる須恵器の初現をと

りあえず, 5世紀初頭としたい。これらの時期については,田辺編年のT K73型式,中村編年の

I段階 1型式を従来からの編年観が, 5世紀中頃に設定されている。このことから一番古い型式

―-89-―



と考えられる楠見遺跡のものを 5世紀初頭に置き,T K73号窯までを約50年間を単純に分け, T

G232号窯を 5世紀前半,O N231号窯を 5世紀前半から中頃,T K73号窯を 5世紀中頃とした。

今回の編年表 (案)については,単純に窯跡別,遺跡の一括遺物を並べたのみであり,個々の

遺物の形態の説明については,各報告書を参照されたい。

3。 安威遺跡出上の初期須恵器

これらの編年表から,安威遺跡で出上した初期須恵器は,楠見型に属するものは 1点も出土 し

ていないものと推察される。遺構内から出上した初期須恵器の中で,最 も形態の特徴が現われ時

期の指標と考えているのが,住居15か ら出上した高郭蓋(155),住 居14か ら出上 した郭身 (140),

住居16・ 17か ら出土した把手付鉢(182,183)を挙げることができる。

T G 232型 式の須恵器 155の 高郭蓋は,いわゆるT G232号窯出上のものよりも断面が厚いも
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第155図 出土初期須恵器 (包含層 。その他)
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のの,稜が外上方に伸び,天丼部に刺突文を列点状に施すことなど極めて形態が酷似し,な おか

つ,胎土分析から産地が陶邑産とされている。これらからT G 232型式として差 し支えないもの

と推察される。同様な形態を示す破片として,第 6群周辺から出土した397が ある。

把手付鉢は, 3点 (182・ 188・ 328)出上している。特に182・ 183は,□縁端部が外方に伸び,

口縁部と体部の境に断面三角形に近い突帯を有することなどT G232号窯のものと酷似 し,産地

も陶邑産とされている。328は,口縁部が欠損しているため不明な点が多い。前者のものよりも

体部に丸みをもつ。体部中央に存在する突帯が断面三角形に近いことから初期須恵器には違いな

いが型式的にあてはまらない。産地は不明とされている。

住居24出土初期須恵器は,基準となる資料が少ないが,甕,壷,鍋の回縁端部が角張り凹面を

なすのが特徴である。伽耶 ?産 と推定されている241・ 242の高郭以外は,産地はすべて陶邑産と

されている。これらの中で,247の壺蓋のつまみの中央部にしっかりとした乳頭状の突起がつい

ていることにより,古い形態と考えられる。そのような突起は,同一型式の範疇と考えられるT

G231号窯の高雰蓋に認められる。器種の違いはあるもののその型式の範疇と考えられる。

しかし,伽耶 ?産とされる241の高界の郭部の日縁部と体部の比率が同様な形態のものより上

部に存在することから若干古い可能性もある。

郭身については,包含層から出土しているもの (376)が相当するものと考えられる。いわゆ

る鍋型を示すものではあるが,口縁部は直立し短い。受部はやや下に垂れ下がっている。体部下

はナデによって仕上げている。T G232号窯には認められないものであるが,特 にこの時期のも

のは個体数が極めて少なく,個体毎に異なる形態を示しているため時期の決め手には欠く。

高郭は,有蓋高郭 (377),無蓋高郭 (241,242),脚 部 (378)の 計 4点出土 している。前述 し

た241,242の 無蓋高郭 2点は,胎上分析により伽耶 ?産とされていることからここではおゝれない。

377の有蓋高郭は,日縁部が短くやや内傾し,端部は角張る。受部は水平に伸び断面三角形に近

い。体部はやや丸みを持つ。体部の外面約 2分の 1か ら上は回転ナデ,そ の下はナデによって仕

上げている。378の高郭脚部は,筒部のみ残存している。筒のほぼ中央部と推定される地点と,

外側に大きく開く地点に緩やかな突帯を有する。形態からT G232号 窯よりは若千新 しい特徴を

持つものではないかと推定される。

大型の甕は,日縁部が全く出上していないので形態の特徴は不明である。ただ体部外面の調整

は,平行タタキ,格子ロタタキのみで,縄蒲文は全く認められない。

壺は,口縁部の形態をとってみても様々で,どの型式に収まるものか判断できないものが多い。

遺構内や出土地点などからこの型式の特徴を示すものを推定すると,頸部と口縁部の境に突帯を

有し,直立気味に上方に伸びいわゆる2重口縁をなすもの (197,379,380),や や開き気味に上

方に伸びるもの (382,383),大 きく外方に開くもの (384)な どがある。日縁部外面に波状文を

施 しているものも認められる。壺体部の最大径付近には,波状文,櫛書沈線を施すもの (398,

398)も認められる。これらの中に,当初筒形器台の脚部と推定 していたが,脚径が他と比較 し
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て短いため脚付壺の脚部 (391)と したものがある。脚部外面に凹面を有 し,端部は角張る。そ

こから外弯気味に内傾し,そ の上に2条の断面三角形に近い突帯を有する。その上部は欠損 して

いるため不明であるが,長方形と推定される透かしが存在する。脚端部と突帯の間には波状文の

後に竹管文を施 している。突帯の形態,外面に竹管文を施していることなど,楠見遺跡のものよ

りも新しいもののT G232号窯よりも若干古い要素を持つものではないかと推定している。

器台は,住居27か ら出土した308が最も古いと考えられる。□縁端部が,欠損 しているものの

端部下の雰部外面を,断面三角形を呈する鋭い 1条ないし2条の突帯によって区切り,内部に波

状文を施 している。

O N 231型 式,T K73・ I段階 1型式の須恵器 住居12・ 14か ら出上 したものが該当するもの

と推定される。住居14か ら出上した140の 雰身は,いわゆる鍋型を呈するものである。口縁部は

内傾し端部は角張り,受部は短 く水平に伸びる。体部から底部にかけて丸みをもつ。内面は口縁

部から体部上部にかけて回転ナデ,そ れ以下はロクロ停止後ナデによって仕上げている。T K73

型式・ I段階 1型式の特徴は,底部が平らのものが多く,体部上半から底部にかけてロクロ停止

後のヘラケズリによって仕上げている。これら諸特徴は,O N231型式に近いものが存在する。

同じく住居14か ら出土した器台 (142)は ,国縁部がほぼ水平に外に伸び,端部が丸い。郭部

外面は 1条ないし2条の突帯によって区切り内部に波状文を施 している。これら器台の特徴から

いえば,T K73型式・ I段階 1型式には存在しないもので,O N231型式以前に多 く認められる

ものである。

住居12か ら出土した103の配の口縁部は,いわゆる2重口縁をなすものである。口縁部と頸部

の境に緩やかな段を有し,外上方に伸び,端部内面に凹面をもつ。これらの諸特徴はT K73・ I

段階 1型式に近いものと推察される。

以上のように,出上した初期須恵器を見てきたが,破片が多く全体を明らかにするものが少な

かったたことと,高郭,郭のように形態の変化が追え,編年の基準となる資料が少なかったため,

若干の誤差が生 じているものと考えている。また,T G232型式の範疇のものとした住居跡に重

複関係が認められることから,そ の中でも時間差ないしは時期差が存在するものと考えている。

また須恵器の初現を一応 5世紀初頭としたが,そ の範疇で収まるものかどうか不明であることな

ど,多 くの疑問点を残しており,今後の研究課題としたい。

参考文献)

田辺昭三 『陶邑古窯址群I』 平安学園研究論集第10号 平安学園考古学クラフ
ヾ
 1966

中村浩他 『陶邑』Ⅲ 大阪府文化財調査報告第30輯 大阪府教育委員会

関西大学 「楠見遺跡の調査」『和歌山市における古墳文化』関西大学文学部考古学研究第4冊 1971

西日陽― 「野々 井西遺跡 ON231号窯」(財)大阪府埋蔵文化財協会調査報告書第90輯  (財)大阪府埋蔵文化財協会 1994

冨加見泰彦 土井和幸 「陶邑・大庭寺遺跡」Ⅲ (財 )大阪府埋蔵文化財協会調査報告書 第75輯  (財)大阪府埋蔵文化財協会1993

岡戸哲紀他 「陶邑・大庭寺遺跡」Ⅳ (財 )大阪府埋蔵文化財協会調査報告書 第86輯  (財 )大阪府埋蔵文化財協会 1995
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第 2節 出土 した瓦質土器について

瓦質土器は,住居26か ら1点 (300),住 居34か ら2点 (329,330)の 計 3点出上 した。 3点 と

も胎上分析の結果,産地が伽黙の可能を示 しているものである。

329は,日縁部から体部上半と底部の一部が出上 した。第139図 に掲載 したものは,体部上半か

ら体部下半が欠失 し,全体の形状が不明であったため,あ えて復元 しない図を掲載 した。これを

もとに復元 したのが第158図に示 したものである。日縁復元径約21.4cmを 測 り,や や外方に開き

端部は角張る。体部上半は,外側に大きく開く。口縁部から体部上半,底部から体部下半の形状

から,最大径は体部上半に存在するものと推定され,高さ41.Ocm前後を測る。底部は平底に近 く

径 8 cm前後と推定される。調整は,口縁部は回転ナデ,他はナデによって仕上げられているが,

底部内面の一部に,格子ロタタキが認められる。300,330は ,胎土分析により同一個体の可能性

が高いものとされ,壺体部片と推定される。外面に格子ロタタキ,内面はナデによって仕上げて

いる。

朝鮮半島南部では, 4世紀から5世紀にかけてのものは報告されていないことと,畿内におけ

る出土例が少ないため,瓦質土器のみでの時期の決定が困難であるが, これと共伴 し時期が確定

できる遺物として,住居34か ら出上 した須恵器甕体部 (331)月 片ヽがある。外面に格子ロタタキ

を施 し,内面はナデによって仕上げている。胎土分析の結果,陶邑産とされている。この形態か

ら出土 した瓦質土器は,初期須恵器の範疇のものと推定され,時期は 5世紀初頭から前半にかけ

てのものと考えている。

第158図 出土瓦質土器
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第 3節 出土 した甑について
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第 4節 住居跡出土の管玉について

有井宏子

今回の調査では, 2棟の竪穴住居跡において,管玉を検出している。第 4群に属する第16号住

居跡からは,緑色凝灰岩製管玉 1点,滑石製管玉 2点 (第70図)が出土している。また,第 6群

に属する第27号住居跡から,緑色凝灰岩製管玉 1点 (第103図)が出上 している。管玉以外に,

装身具と考えられる遺物は出土していない。

出上した管玉は,いずれも直径0.4～ 0.5cm,中央部に膨らみをもたない円筒形で, この時期に

通有の形態を示している。現状では第16号住居跡から出土した滑石製管玉 1点のみが破損してい

るが,割れ口の観察から新しい時期に損傷を受けたものとみられる。したがって住居内に残され

た時点では,すべて完形であったと推察される。いずれも住居跡の床面付近において検出してい

るが,人為的に埋納した形跡や,住居焼失に際して火を受けた痕跡はみられなかった。また,出

土状態からみて, これらの管玉に共伴すると考えられる遺物は確認していない。

管玉を出上した住居跡は,近接する他の竪穴住居跡と同様,壁立ち竪穴住居である。この 2棟

の住居跡は,ど ちらも全体の半分くらいが調査区外にあって,全掘されていないので断言はでき

ないものの,構造・規模において,他の住居跡との間に著しい階層差はないとみてよさそうであ

る。焼失 した直後に廃棄された点も共通している。また,そ れぞれの属する住居跡群の中でみた

場合,立地上も他と隔絶した位置を占めるものではない。さらに,出土遺物からみても, これら

の管玉が出上したこと以外には,土器の種類・数量においても,著 しい格差はみられない。つま

り,本遺跡においてはごく一般的な住居跡から管玉が出土したといえる。

古墳時代の玉類は,住居跡から普遍的に出土する遺物ではない。ここでは,他の住居跡との間

に階層差がみられない住居跡から管玉が出土することの意味を考察してみたい。

古墳時代中期以前には,弥生時代以来の伝統を受け継いで,翡翠や碧玉,緑色凝灰岩などの緑

色を呈する石が装身具の主流であった。これらの素材でできた玉類は,主に墓への副葬品として

検出され,被葬者が着装した状態で埋葬されたと推定できる位置から出土する場合が多い。しか

し,こ れらの「装身具」は,現代的な意味での身体装飾品ではなく,限 られた地域でのみ産出す

る素材を入手できる権力を誇示する威儀具であった。それと同時に,沖ノ島などの祭祀遺跡にお

いて多量に出土することから,呪術的な意味合いを付与されていたと考えられている。

一方,装飾品への滑石の使用は,縄文時代前期初頭にまでさかのぼるものの,縄文時代から古

墳時代前期前半にかけては,数量が非常に少ない。この頃までは,玉類の素材としての滑石は,

あまり顧みられなかったようである。さらに,管玉の形式は,縄文時代晩期後半には朝鮮半島か

ら九州に伝わるが,滑石製の管玉が出現するのは,古墳時代前期末頃である。このことから,滑
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石製管玉は,古墳時代前期末に日本において選択された装飾品といえよう。

滑石製品が急激に増加 し始めるのは,古墳時代前期後半以降である。玉類では,勾玉や棗玉の

資料がまず出現 し,や や遅れて臼玉や管玉が大量に生産される。

古墳出土の滑石製玉類は,被葬者の推定埋葬位置から離れた地点で一括 して出土する場合が多

い。したがって,被葬者が身につけた状態で副葬された装身具とは,別の要素をもつと考えられ

ている。しかも,一 ケ所から出土する滑石製玉類の数量は,碧玉やその他の素材でつくられた玉

類に比べて,圧倒的に多 くなる傾向がみられる。また,古墳以外では,祭祀に関連 したと考え ら

れる特殊な遺構から,滑石製模造品とともに出土する滑石製玉類が多い。このため,滑石製玉類

は,着装よりむしろ祭祀 との関わりを重視 した遺物と考えられている。

祭祀との関わりを考えるうえで重要な示唆を与えてくれる好例が,奈良県磯城郡川西町所在島

の山古墳の粘土移[内 に埋納された滑石製玉類である。

島の山古墳では,粘土榔構築の最終段階で塗布された赤色顔料面の直下および被履粘土第 1層

上面,被履粘土第 2層上面に,連珠の糸を切って滑石製玉類をばらまいた状況が確認されている。

ここでは,つ ないだ糸を切って玉を撒 くという行為が,埋葬主体部構築の各段階において,重要

な儀礼として実施されたことが指摘されている。一つの主体部の埋納に際して三段階に分けて儀

礼行為を行なったという事実から,被葬者個人に対する儀礼というよりむしろ,埋めるという行

為に関わる儀礼とみる方が妥当と筆者は考えている。この儀ネLに は,地鎮的な意味合いが強いと

推察できる。

さらに,島の山古墳では,滑石製玉類にまじって,緑色凝灰岩製管玉 もわずかに出土 している

ことが報告されている。この点から,緑色凝灰岩製品にも,滑石製玉類と同様の儀礼的意味合い

を認めていたことがうかがえる。

ここで今回出土 した緑色凝灰岩製管玉 。滑石製管玉に話を戻すと,先に述べたように,すべて

の管玉が住居の床面付近において検出されている。また, これらの玉が特定個人に帰属するもの

であるなら,住居焼失に際 して持ち出さなかったこと,お よび玉に火を受けた痕跡がないことは

共に不自然である。これらの管玉は,住居焼失前に既に埋められた状態であったとみる方が,合

理的に解釈できるものと思われる。

したがって,安威遺跡の住居跡出土の管玉は,住居構築という大地を改変する行為に際して執

り行われた地鎮的祭祀 との関連を想定することができると考えている。

註》

(1)北武蔵古代文化研究会編 『古墳時代の祭祀―祭祀関係の遺跡と遺物―』 (第 2回東日本埋蔵文化財研究会資料

1993)

(2)奈良県立橿原考古学研究所編 『島の山古墳調査概報』 1997
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第 5節 竪/~k住居跡について

1.概要

検出した竪穴住居跡35棟 は,出土遺物から5世紀初頭から6世紀前半の約 100年 間にわたって

築かれている。これらの時期はおおまかにいえば,第 4群から第 7群までが 5世紀初頭から前半

(T G232型式),第 3群周辺が 5世紀中頃 (O N231型式～ T K73型 式),第 1群から第 2群が 5

世紀後半から6世紀前半 (T K43型式～T K10型式)に分けることができる。このことか ら北に

行 くに従い住居の時期が,新 しくなる傾向が認められる。各時期の住居跡の数は, 5世紀初頭か

ら前半にかけてのものとした一群がもっとも多い。しかし,調査区の幅が約10m前後であるため

調査区外の状況は不明であり,今回の調査で集落の状況をつかんでいるとはいえない。出土 した

遺物から共存 していたと推定される住居16と住居17,住居26と 住居34に認められるように,住居

跡群の個々の方向,竃の位置が異なり, これらから集落の形態を表すことは困難である。しかし,

出土遺物から同時期とした初期の住居の中には切 り合っているものも認められ,初期の集落群の

中にも時間および時期差が認められることから,少なくとも2時期に分けることができる可能性

がある。

竪穴住居跡は平面形では,隅丸方形,隅丸長方形,円形をなすものの 3種が認められる。時期

的には,隅丸方形のものは全般的に認められるが,隅丸長方形のものは, 5世紀前半までの古い

ものに多い傾向を示 している。円形のものは,弥生時代の伝統の形態を引き続いているものと推

察 しているが,古い時期には存在 しない。

2.壁立ち住居の構造について

これら検出した竪穴住居跡35棟のすべてに主柱穴を検出しなかったことから,ど のような住居

の構造をしていたものかを住居跡の検出状況から検証 したい。

隅丸方形ないしは隅丸長方形をなす住居の床面積は,最大で36だ,最小で 9∬を測り,規模 は

小さいものが古い時期に多い傾向が認められる。最小のものは,検出面上面付近から屋根がイ|び

ると,壁面付近において作業をするのは極めて困難である。また,失火と認められる焼失住居が

約 3分の 1に も及んでいる。これらの原因は主に住居内に竃を設置したことによって,火事に使っ

たものと推察される。竃は,壁面と接 しているか,近 くに存在 していることから,屋根に最 も火

を受けやすい位置にあり,従来からの竪穴住居であれば,検出面付近から屋根が伸びており,壁

面付近には竃は設置できないと考えられる。特に住居のコーナーに竃が設置されているものは,

屋根の構造上最 も火を受けやすい位置にあると推察される。これらのことから,壁立ち住居であ

るほうが火事になる確立は低いと考えられる。

これら検出した住居跡の構造をある程度把握できるものに,焼失住居である住居16(第66167

図)がある。土層断面の平面観察の結果,上層に焼土層及び炭 。灰層が帯状をなして凹 レンガ状

に堆積 し,下層の埋土ほとんど焼けていない状況を呈 していた。このことから焼失の際,住居の
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第161図 壁立ち住居想定図

四方に存在する土壁が住居内に倒れ込んだ状況を呈 していたものと推察され,壁立ち住居であっ

た可能性を示 しているものと推察される。これらから検出面か らの壁の高さは,1.5m前後,幅

0.2m以上を測るものと推定される。また,住居 1(第 7図)で は,地山を一辺約 5m程度掘り込

んだ後,約0.5m内 側に板材を打ち込み,外側の掘方との間を上で埋め戻 している状況が観察さ

れていることもその根拠となるであろう。
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3。 屋根の構造について (第161図 )

検出した住居跡のすべてにおいて主柱穴が存在しない壁立ち住居であることから,主柱穴なし

で屋根を支えるためにはどのような構造であったかを,住居の構造が最もよく確認できた住居 1

から検証 してみると,住居 1の周囲には住居を囲むように杭跡と推定されるピットが多数検出さ

れている。このことから,壁の中に杭を打ち込み,壁立ち住居の壁を補強したものと推察される。

しかしその中には,壁の中だけに収まっているものばかりではなく,何本かは壁の外に出ていた

ものもあると考えている。そして,壁の上面の四方に横木を置き,そ の杭によって壁と横木を結

び付けることによって,屋根を固定していたものと考えている。ほとんどの住居周辺には,住居

1の ような杭跡は検出しなかったことから,杭を地中に打ち込まず,壁の中で収まり,屋根を結

ぶ杭のみ存在 したものと考えている。

住居の平面プランが隅丸方形,隅丸長方形,円形の 3種があることから屋根の構造ついても様々

であったものと推察される。

平面形が隅丸方形をなすものは,住居の規模の違いにより2種に分けることができよう。住居

4・ 5・ 6・ 7・ 11・ 14・ 25・ 27・ 31・ 35な ど床面積が20r以上を測る規模の大きなものは,寄

棟造を想定している (1)。 当初入母屋造とも考えたが,屋根の規模が大きくなりこの住居には

適さないと判断した。

住居 1・ 8・ 9・ 12・ 15・ 17・ 18・ 20・ 22・ 24・ 28・ 38な どの床面積が20♂未満の規模の小さ

いものは,寄棟造りより屋根の構造が簡単である方形造りの方が,最 も適しているものと考えて

ヽヽる  (3)。

住居18・ 19・ 22・ 26な ど平面形が隅丸長方形のものは,屋根の構造上切妻造りがもっとも適当

であると考えられる (2)。 それらの竃設置場所は,切妻造りであると大半の住居が火事になり

にくいと考えられる短辺側に設置されている。

住居 4・ 13の ように平面形が円形をなすものは,従来の家屋の伝統を引き継いでいるものと推

定されるが,他の住居跡同様主柱穴が存在していないことから,壁立ち住居を想定している。屋

根の構造は,寄棟造りが最も適章であると考えている。

4.住居内の構造について

壁帯溝は,大部分の住居跡から検出されており, これらは土層断面観察の結果,使用時には埋

まっていた状況が確認されている。その中には,住居 1で は板材の痕跡が確認されていること,

住居14で は杭跡が並んで検出されていることなどから,外側からの雨水を防ぐものとは考えにく

く,壁を支えるためのなんらかの施設であったものと考えられる。

住居床面には,住居10,住居14の ように杭跡が多数検出されているものもあり,床面になんら

かの施設が存在していたものもある。これらは,ア トランダムに検出されていることから, どの

ような構造であったかは不明であるが,床のようなものが存在 していた可能性を考えている。
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第162図 竃変遷図

第 6節 竃について

検出および出上 した竃は総数20基 で,移動式

のもの 1基を除くとすべて住居跡内に設置され

た作 り付けのものである。住居跡の検出状況か

ら住居 4を 除く,ほ とんどのものに設置されて

いたものと推定される。

作 り付けの竃は,周辺の同色,同系統の上を

使用 して築造されており, 4世紀代の古い型式

とされ,主に北九州地方で検出される石組みの

ものは存在 しない。

竃の設置場所は,住居の一辺のほぼ中央部に

近い場所にあるものが大半であるが, コーナー

にあるものも2例存在する。竃の位置は,住居

の壁面に接 して存在するもの,離れているもの,

若干外側にあるものなど様々である。これらは,

住居跡の時期から5世紀前半から6世紀前半に

定できる。これらの竃を形態のみで分類するの

ではなく,住居の時期によって, I期 か らⅥ期

までの 6時期に別け,竃に形態の変化が認めら

れるかどうかを検証 した(第 162図 )。 しか しこ

れらが,他の遺跡で検出したものと比較検討を

行っていない段階であるため,現在の所,本遺

跡においてのみの変化であることを明記 してお

きたい。

I期 は,須恵器の編年でT G232型式の中で

は最 も古い時期に属するものであり, 5世紀初

頭から前半に比定される。最 も古い住居跡のひ

とつと考えている住居35に 設置されていたもの

で,竃は,住居のコーナー部に存在する。平面

形では隅丸長方形に近 く,他と比べて細長い特

徴がある。焚口付近は,住居床面より若干掘 り

下げている,他のものは,支脚が 1脚のみであ

るのに対 して, 2脚存在する。
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Ⅱ期は,須恵器の編年ではT G232型式の範疇のものと推定され, 5世紀前半に比定される。

住居25の ようにコーナーに設置されているものも存在するが,ほ とんどが住居跡の一辺の中央部

付近にある。住居25の焚口付近の床面は,住居床面より若千掘り下げて築造され,支脚付近から

急に先端に向かって上る。支脚は,河原石ではなく土器を転用している。平面形では「 V」 字形

に近い。これら以外は,平面形で,「 U」 字形をなすものが多 く認められる。竃床面は,住居床

面に直接築かれており,フ ラットに近い。

Ⅲ期は,須恵器の編年ではO N231型式からT K73型式の範疇のものと推定され, 5世紀前半

から中頃に比定される。住居12・ 14に設置されているものが相当する。竃は,住居床面に若干の

盛土を行いその上に築いている。平面形は「 U」 字形に近い。焚回は,盛土上面より若干低い位

置にあり,そ こから先端に向かって徐々に上がる。

Ⅳ期は,須恵器の編年ではT K208型式の範疇のものと推定され, 5世紀後半に比定される。

住居 5に存在する1基のみである。竃は,住居床面に竃の部分のみに若千の盛上を行い,そ の上

に築いている。平面形は「V」 字形に近い。

V期は,須恵器の編年ではMT15型式の範疇のものと推定され, 6世紀初頭に比定される。住

居 1が相当する。住居床面上に竃の部分のみに若子の盛土を行い,そ の上に築いている。竃の先

端が住居壁面より若千外側にある。

出土 した須恵器が小片であるため時期が特定出来なかったものに住居 9に存在するものがある。

周辺に存在する遺構からⅣ期ないしはV期に属するものと推定される。平面形では平面形は「U」

字形に近い。住居床面上に直接築かれており,先端は住居壁面より若干外側にある。竃末面はほ

ぼフラットである。

Ⅵ期は,須恵器の編年ではT K10型式の範疇のものと推定され, 6世紀前半に比定される。住

居 8に存在する1基のみである。Ⅳ期のタイプが変化したものと推定され,住居床面に高く盛土

を行いその上に築いている。

これらから竃の形態は,時期により若千の変化が認められる。竃の設置場所は,ほ とんどのも

のが住居の一辺のほぼ中央部付近に存在するが,コ ーナーにあるものが 2基のみである。時期は

I期からⅡ期に限られ,Ⅲ期以降は存在しない。

これらの形態の変化が,全般的に認められるものであるかどうか,ま た朝鮮半島南部から中部

にかけて,作 り付けの竃の源流があるとされていることから, これらとの違いなどこれからの研

究課題としたい。
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第 7節 安威遺跡出土硬質土器の蛍光X線分析

奈良教育大学 三辻 利一

1.は じめに

平安時代の須恵器に比べて,古墳時代の須恵器の生産と供給の関係は単純である。須恵器が日

常用具として広く使用された平安時代では,一般に, 1遺跡から数ケ所の生産地の製品が出土す

るのが普通である。これに対して,古墳での祭祀道具として重要な役割を果した初期・古式須恵

器が 1基の古墳から出土する場合,数ケ所の生産地の製品が混ざることはまずない。その結果 ,

多くの場合,地元産か陶邑産かの 2群間判別分析によって決着がつく。ただ,初期須恵器の中に

は型式的にみて伽耶地域の陶質土器に酷似したものがしばしば出土するので,陶邑産か伽耶産か

の判断をするため,両群間の 2群間判別分析をやっておく方が無難である。

型式的に伽耶産の陶質土器に酷似した初期須恵器が出土するのには理由がある。もともと,須

恵器製作技法は伽耶地域から伝えられたものであり,陶質土器そのものが日本に持ち込まれた可

能性もあるが,大庭寺窯の例にみられるように,工人集団が日本へ来て須恵器を製作した可能性

もあるからである。この場合には,胎土分析によって両者間の識別が行われる。

本報告では,安威遺跡から出土した初期・古   LO
式須恵器が陶邑産か,そ れとも,伽耶地域から

搬入された陶質土器であるかを識別するため,   K

蛍光X線分析が行われた結果について報告する。

2.分析結果                 
α5

分析データは表 1・ 2に まとめられている。

全分析値は同時に測定した岩石標準試料 」G一

1に よる標準化値で示されている。         O

表 1・ 2の分析データはK一 Ca,Rb一 Srの

両分布図を作成することによってはじめて,デー

タ解読への道が開かれてくる。そのため,第

163図 に今回分析した試料の両分布図を示す。

大部分の試料は陶邑領域を中心に分布しており,

伽耶領域を中心に分布していないことがわかる。

このことから,大部分の試料は陶邑産であろう

と推察されるのである。しかし,問題は両領域

が重複する領域があり,そ こに,かなりの試料

が分布することである。これらの試料が陶邑群

Rb

Q5

0
O      Q5     1.O

Sr

第163図 安威遺跡出土硬質土器の両分布図

I,0
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に帰属するのか,伽耶群に帰属するのかは両群間の 2群間判別分析をしてみなければわからない。

第164図 には,両群間の 2群間判別図上に今回分析 した全試料をプロットした結果を示 してあ

る。両軸にとったD2(陶邑),D2帥日耶)はそれぞれ,両母集団の重心からのマハラノビスの汎距

離の二乗値である。全試料のD2(陶 邑),D2翰日耶)の計算値は表 1・ 2の右欄に示 してある。 こ

の計算値を使って両対数グラフ上に全試料をプロットすると,第164図が得 られる。

さてここで,両群の領域をどのようにしてとるかである。そのために, 5%の危険率をかけた

ホテリングのT2検定にかけられた。この検定に合格するのはD2(陶 邑)≦ 10, D2(伽耶)≦ 10で

ある。これがそれぞれ,陶邑群,伽耶群に帰属するための必要条件となる。そのため,D2(陶邑)

=10,D2(伽耶)=10の ところに,目安として直線を引いてある。ところが,陶 邑窯群の製品は

D2(陶 邑)≦ 10の全領域に,ま た,伽耶の窯群の製品はD2帥日耶)≦ 10の 全領域に分布するかと

いうとそうではなく,そ の一部の領域に分布するに過ぎない。この領域は両母集団の試料を実際

に,判別図にプロットすることによって経験的にわかるのである。筆者はこれを十分条件と名付

けている。必要条件と十分条件を併せて,特定母集団への帰属条件が決まることになり,古墳

(消費地)出土須恵器の産地はこの特定母集団への帰属条件を満足するかどうかによって判断さ

れることになる。ただ,こ の場合,両母集団の化学特性が類似すると,重複領域に両群の試料が

混在することになり,十分条件が明確に設定できない場合がある。陶邑群と伽耶群の間の判別分

析がその例である。陶邑群 も伽耶群 も多数の窯群から構成されている。 1基の窯跡から出土する

理想 境 界線
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第164図 安威遺跡出土硬質土器の産地推定
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試料は両分布図ではよくまとまって分布するが,窯が異なると,同一地域内にある窯の試料でも

少 しずれるのが普通である。これは,粘上の採取場所が窯によって異なることに原因があると考

えられている。陶邑内でも粘上が出土するところはいくつもあるが,採取場所によって化学特性

は若干,異なることが実験データでも示されている。したがって, 1基の窯の試料ほどは集中 し

ないが, もう少 し広がった形で陶邑群としてまとまる。つまり,泉南地域の大阪層群の粘土 とし

てまとまるのである。大阪北部の吹田丘陵に広がる窯群 も同じ大阪層群の粘土を素材として須恵

器を作るので,吹田領域は陶邑領域とほぼ重なる。このことについては後述する。

このような訳で陶邑群も伽耶群 も多数の窯を包含 した集団であるから,そ の領域 も両分布図で

は少 し広がってくる。その結果,陶邑領域と伽耶領域は重複する部分が出てくるのである。その

結果,判別図で理想境界線の周辺では互いに相手群の試料と誤判別される場合 も出てくるのであ

る。ここでは一応,D2(陶 邑)と D2帥日耶)の値を比較 して小さい値 (つ まり,母集団の重心に

より近いということ)を優先 して産地を推定 してみた。その結果は表 1・ 2の右欄に列挙されて

いる。この結果は第164図 にも示されている。大部分の試料が陶邑産の須恵器であることが理解

出来るであろう。このことは第163図 とも併せて理解されるべきである。試料番号を付けた試料

はすべて,産地不明となっている。また,理想境界線上にプロットした試料は産地不定とした。

第164図 より産地不明となった試料はNα 2, 9,22,36,41,49,59,89,90,94,95,98,99,

100,103の 15点である。これらは陶邑産の須恵器  I.O
ではあり得ない。いずれも,Ca,sr量の多い試

料であり,ま だ,窯跡の調査が不十分な朝鮮半島  K
の製品である可能性は高い。第163図 の両分布図

での分布位置からみてもわかる。ただ,産地不明  Q5

となった試料のうち,Nα 59だ けは別である。第

163図のK一 Ca分布図での分布位置からわかるよ

うに,Nα59は陶質土器ではあり得ない。むしろ,   0

陶邑産の須恵器である可能性がある。また,理想  LO
境界線付近のものも多くは陶邑産であろうと筆者

は考えている。しかし,第 164図 に示 したNα23,  Rb

44,72,78,98,108の 6点は伽耶地域産の陶質

土器である可能性が高い。             Q5

次に,安威遺跡が大阪府北部の遺跡であるとこ

ろから,吹田窯群の製品が含まれているかどうか

の問題である。                  O

まず,吹田窯群の須恵器の両分布図を第165図

に示す。比較対照のために陶邑領域を描いてある。

O

O     Q5     1。 O
SF

第165図 吹田群の須恵器の両分布図
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第166図 陶邑群と吹田群の須恵器の相互識別
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第167図 安威遺跡出土須恵器の産地推定
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使用 したのは吹田12,20,29,34,38,39,40,45号 窯の試料である。よくまとまって分布 し,

同質の粘土を素材として使用 したことを明示 している。しかも,陶邑領域に全試料が分布 してお

り,同 じ大阪層群系の粘土を素材として使用 したことがわかる。そこで問題は陶邑群と吹田群が

相互識別できるかどうかである。K,Ca,Rb,Srの 4因子を使って両群を相互識別 した結果は

第166図 に示されている。すでに,第 165図で示されたように, 4因子で両群の試料の化学特性は

類似 している。このような場合には,判別図上では理想境界線に沿 って分布する。第166図 の結

果はまさに,そ のような例の一つであることを示 している。しかし,両群の試料は全 く重なる訳

ではなく,若干のずれが認められる。すなわち,集団全体の左下方に吹田群の試料が集中 して分

布 し,右上方部分に陶邑群の試料が集中して分布することがわかる。もし,安威遺跡の硬質土器

がいずれかの部分に偏って分布すれば,陶邑産の須恵器か,吹田窯群の須恵器かの推察は出来る。

第166図の判別図上に安威遺跡の硬質土器を分布させたのが第167図 である。明 らかに第166図

の右上方に分布 した集団と同じ位置に安威遺跡の硬質土器の大部分が分布することがわかる。 し

たがって,今回分析 した試料の大部分は陶邑産の須恵器であろうと推察される。なお,左下方に

20点ばかりの試料が分布 しているが,吹田群産の試料であるとすれば, これらの中にある。 しか

し, これらもまた,陶邑産の可能性 ももっているのである。さらに,不明領域に分布 した試料は

第164図でも不明領域に分布 し,朝鮮半島産の可能性の高い硬質土器である。

これまでのところ,吹田窯産と推定される須恵器がまとまって出上 した遺跡の例はない。恐 ら

く,地方窯としての性格をもっており,そ れほど広 く伝播 していないのではなかろうか。今後 ,

同時期の窯周辺の遺跡から出土する須恵器に注目したい。
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試科番号宣物番彊 器 種 。器 形 遺 構 K Ca Fe Rb Sr Na D2(陶 邑) D2(伽 耶) 推定産地

1 饗(須恵) ±13 0418 0097 0485 0296 0301 陶邑

2 甕(須恵) 住18 0631 0361 0 648 0866 0320 不 明

3 甕(須恵) 住24 0483 0 0561 0 416 0237 陶邑

4 甕 (須恵) 住24 0497 0 0582 0451 0257 陶 邑

5 甕(須恵) tと24 0508 0 0589 0431 0238 陶邑

6 甕 (須恵) tと24 0514 0 0588 0437 0236 14 陶 邑

7 甕(須恵) tと 24 0368 0089 0453 0259 0242 陶邑

甕(須恵) tと 24 0 416 0 144 0520 0408 0 195 陶邑

甕(須恵) 住18 0651 0362 0643 0857 0342 298 不 明

甕(須恵) 住24 0487 0069 0661 0276 0 104 陶邑

11 甕(須恵) tと 24 0493 0068 0699 0275 0 104 陶邑

甕(須恵) l■24 0482 0 171 0457 0442 0477 陶 邑

甕(須恵) tと 24 0427 0181 0493 0383 0287 陶邑

甕(須恵) 住4 0460 0110 239 0602 0309 0282 陶 邑

甕(須恵) たと24 0490 0 162 1 72 0563 0431 0225 14 陶邑

甕(須恵) 在と24 0467 0163 0454 0437 0440 陶 邑

17 甕(須恵) 住24 0485 0171 0447 0452 0450 57 陶邑

甕(須恵) 住15 0453 0097 0651 0307 0 133 11 陶 邑

甕(須恵) 住24 0478 0171 0458 0455 0462 不定

邦蓋(須恵) 住9 0309 0036 0394 0 140 0068 陶 邑

壷(須恵) 4群包 0526 0203 0767 0465 0227 陶 邑

壺(須恵) 7群包 0441 0273 0623 0665 0291 不明

壺(須恵) 4群包 0550 0225 0591 0461 0384 伽耶?

376 郭身(須恵) 7群包 0350 0089 0451 0255 0086 陶 邑

器台(須恵) 6群包 0442 0146 177 0 535 0398 0207 陶 邑

378 高郭(須恵) 5群包 0386 0 124 0495 0290 0 108 155 陶邑

器台(須恵) 7群包 0348 0117 0 413 0259 0 102 陶邑

甕(須恵) 7群包 0600 0121 1 22 0 770 0 0248 陶邑

甕(須恵) 5群包 0 392 0 187 0613 0437 0204 陶邑?

甕(須恵) 3群包 0420 0117 0569 0365 0223 陶邑

甕(須恵) 6群包 0 413 0114 0504 0382 0200 陶邑

壺(須恵) 7群包 0 344 0 122 0391 0252 0080 272 陶邑

器台(須恵) 在と27 0431 0 138 0569 0387 0207 陶邑

377 有蓋高郭(須恵) 6群包 0398 0098 1 75 0501 0281 0106 陶邑

無蓋高郭(須恵) 2群包 0498 0111 0574 0 272 0291 陶 邑

器台(須恵) 住14 0422 0255 0552 0400 0 189 不明

甕(須恵) 3群包 0502 0211 0632 0435 0365 伽耶 ?

壷(須恵) 5群包 0543 0 152 0711 0432 0272 陶邑

壷 (須恵) 住17 0467 0 160 147 0564 0458 0259 不定

血(須恵) 住12 0447 0116 1 19 0534 0363 0141 陶邑

壷 (須恵) 6群柱穴 0454 0336 227 0434 0478 0 188 不 明

蓋(須恵) 在と24 0455 0 154 0539 0412 0223 47 陶邑

高郭蓋(須恵) 住15 0539 0 146 0700 0437 0267 陶邑

無蓋高郭(須恵) 在と24 0525 0 193 177 0585 0483 0276 伽耶?

把手付鉢(須恵) たと33 0452 0151 0561 0419 0203 陶邑

器台(須恵) 住21 0518 0069 0619 0291 0 160 陶邑

郭身(須恵) 住 14 0430 0141 0500 0395 0201 陶邑

無蓋高郭(須恵) 准と24 0517 0 166 0613 0336 0 188 伽耶?

甕(須恵) イ主24 0644 0409 0527 0794 0539 355 不 明

甕(須恵) 在と34 0451 0 188 223 0438 0440 0205 陶邑

壷(瓦質) tと 34 0576 0 130 0663 0477 0230 伽耶?

甕(瓦質) tと 26 0563 0 129 1 67 0661 0475 0227 伽耶?

甕(須恵) 住14 0406 0095 0578 0281 0112 陶邑

甕(須恵) 住14 0403 0101 0507 0367 0 192 陶邑

甕(須恵) 住19 0370 0098 0462 0279 0253 陶邑

表 1 安威遺跡出土土器の分析データ 1
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式科番号1遺物番: 器 種 ・ 器 形 遺  構 K Ca Fe Rb Sr Na D2(陶邑) D2(伽耶) 推定産地

甕(須恵) たと24 0512 0 169 1 70 0581 0439 0 262 13 15 不 定

把手付鉢(須恵) 住 16・ 17 0512 0 141 0638 0380 0216 27 陶邑

不明(須恵) 土坑群 0439 0114 0558 0307 0248 陶 邑

壺(須恵) 住14 0260 0056 0460 0 192 0082 110 不 明

郭身(須恵) 7群柱穴 0385 0126 0592 0278 0 103 陶 邑

把手付鉢(須恵) 住16 0478 0155 1 72 0576 0411 0208 陶邑

壺蓋(須恵) 住21 0441 0037 208 0 562 0 0 106 陶 邑

壺(須恵) 7群柱穴 0 293 0061 174 0378 0216 0063 陶邑

血(須恵) 住16 0551 0152 195 0 724 0454 0270 陶 邑

壺(須恵) tと 25 0535 0 120 0 564 0293 0 123 76 陶邑

甕(須恵) tと 24 0399 0 146 1 74 0487 0400 0 177 陶 邑

壷(須恵) tと 24 0647 0 177 0778 0508 0279 陶邑

壷(須恵) 住18 0468 0 162 144 0572 0452 0252 陶 邑

壺(須恵) 住21 0471 0 176 0552 0361 0205 陶邑

壺(須恵) 住14 0506 0 164 0580 0438 0235 13 17 不 定

71 壺(須恵) たと24 0531 0 168 1 56 0652 0404 0231 14 14 不定

器台(須恵) tと 24 0548 0206 0638 0 416 0280 12 伽耶?

醜(須恵) 2群包 0424 0 159 0530 0370 0 180 陶邑

器台?(須恵) 3群包 0339 0029 2 09 0437 0 177 0088 陶 邑

壷 (須恵) 2群包 06■ 0 136 0680 0447 0299‐ 伽耶?

器台(須恵) 3群包 0325 0026 0441 0 175 0070 陶 邑

壷(須恵) 4群包 0413 0 150 0457 0342 0 165 陶邑

壷(須恵) 4群包 0540 0222 0602 0 418 0286 伽耶

器台(須恵) tと 24 0305 0 106 0384 0266 0085 陶邑

器台(須恵) 住15 0437 0117 0 537 0 0 174 陶 邑

壷(須恵) 4群包 0409 0 154 0 504 0316 0233 陶邑

壺(須恵) 4群包 0426 0142 0495 0371 0 174 陶 邑

壷(須恵) 3群包 0 612 0 142 0769 0455 0277 陶邑

蓋(須恵) 6群包 0421 0 152 0494 0402 0201 77 陶 邑

鍋(須恵) tと 24 0406 0140 0497 0390 0 193 陶邑

鉢(須恵) 在と24 0415 0160 0 542 0 0203 陶 邑

壷 (瓦 ) tと 34 0516 0 134 1 75 0 568 0444 0188 伽耶?

郭身(須恵) 住 5 0346 0109 0502 0279 0 121 陶 邑

血 (土師) 住17 0460 0247 0494 0284 0097 368 不明

甕(土師) 住16 0 755 0149 1 17 0785 0378 0 199 不 明

郭身(須恵) 住6 0408 0087 0499 0281 0 149 10 122 陶邑

郭蓋(須恵) 住6 0401 0047 0415 0 0 123 陶 邑

平底鉢 (韓式) tと 25 0 522 0282 1 44 0537 0592 0263 伽耶

平底鉢(韓式) 住4 0468 0326 0965 0527 0470 0 157 不 明

甑(韓式) 住18 0487 0236 0502 0323 0094 不明

壺(須恵) tと24 0488 0175 0500 0423 0226 陶 邑

甑(韓式) tと24 0423 0080 0444 0252 0112 陶邑

平底鉢(韓式) tと 24 0441 0305 0567 0405 0126 不 明

鉢 (土師) 在と27 0605 0272 0476 0476 0230 226 不 明

甑(韓式) tと35 0443 0443 0496 0509 0215 95 5 不 明

郭身(須恵) tと 8 0277 0031 0355 0111 0059 陶邑

雰蓋(須恵) 住8 0348 0076 220 0501 0235 陶 邑

甑(韓式) 住 17 0498 0244 222 0485 0315 260 不明

配(須恵) 住 8 0485 0 154 0612 0393 陶 邑

甕(須恵?) tと 24 0480 0081 0514 0278 陶邑

甑(韓式) tと 22 0489 0229 0442 0471 101 不 定

甑(韓式) たと25 0497 0 148 0549 0459 0246 伽耶?

甑(韓式) tと 25 0564 0235 0552 0 600 0262 伽耶

壷(須恵) 堤 0573 0 108 0663 0364 0 168 伽耶?

表 2 安威遺跡出土土器の分析データ 2
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第 8節 安威遺跡出土鍛冶滓の金属学的調査

大澤 正己・鈴木 瑞穂

概要

古墳時代中期から後期前半 (5C初頭～ 6C前半)に属する安威遺跡出上の2点の鉄滓を調査 し

て,次の点が明らかになった。鉄滓は,鉄器製作に際して排出された鍛錬鍛冶滓に分類される。

鍛冶原料鉄は,鉱石系の純度のよい半製品的な鉄素材が充当された可能性をもつ。

1.いきさつ

安威遺跡は,大阪府茨木市安威 1丁目～南安威一丁目に所在する。発掘調査は,道烙の拡幅工

事 (主要地方道茨木亀岡線)に伴うものである。鉄滓は,古墳時代中期から後期前半の集落の溝

や土坑内から4点が出土している。このうちの2点の鉄滓の調査を通 して,当時の鉄器製作の実

態を把握する目的から金属学的調査を行った。

2.調査方法

2-1.供 試材

表 3に供試材の履歴と調査項目を示す。

2-2.調 査項目

(1) 肉眼観察 遺物の肉眼観察による所見を記す。

(2)顕 微鏡組織 切り出した試料 (実測図に位置明記)をベークライト樹】旨に埋込み,

エメリー研磨紙の+150,#240,+320,+600,#1000と 順を追って研磨 し,最後は

被研磨面をダイヤモンド粒子の 3μ mと lμ mで仕上げて光学顕微鏡観察を行った。

(3) ビッカース断面硬度 鉄滓の鉱物組成の同定を目的として, ビッカース断面硬度計

(Vickers Hardness Tester)を用いて硬さの測定を行った。試験は鏡面研磨 した試

料に136° の頂角をもったダイヤモンドを押し込み,そ の時に生じた窪みの面積をもっ

て,そ の荷重を除した商を硬度値としている。試料は顕微鏡用を併用した。

(4) 化学組成分析 供試材の分析は,次の方法で実施 した。

全鉄分(Total Fe),金属鉄(Metallic Fe),酸化第1鉄 (FeO):容量法。

炭素(C),硫黄(S):燃焼容量法,燃焼赤外吸収法。

二酸化珪素(Si02),酸化アルミニュウム(A1203),酸化カルシュウム(CaO),酸化マグ

ネシウム徹賭O), 酸化カリウム(為O),酸化ナトリウム(Na20),酸化マンガン(A/1nO),

二酸化チタン(Ti02),酸化クロム(Cr203),五酸化燐(P205),バナジウム(V),銅 (Cu):

ICP(Inductively Couled Plasma Emission Spectrometer)法 :誘導結合プラズマ

発光分光分析。
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3.調査結果

(1)ANI-1:椀 形鍛冶滓

① 肉眼観察 :鍛冶炉の炉底に堆積形成された椀形鍛冶滓である。平面は不整五角形を呈 し

て周縁部を欠損する。側面の4面が破面で,そ のうちの 2面は比較的新しい。表面は平坦

で表層は紫紅色を発し,地は暗灰色である。裏面は1～ 5 mm程 の気泡が密に認められる。

全体に表面風化が著しく,そ のためか数点以上の破片が接合されている。

② 顕微鏡組織 :図版57の①～⑤に示す。鉱物組成は,大きく成長した白色粒状結晶のヴス

タィトωnstite i FeO)と ,そ の粒間に淡灰色盤状結晶のファイヤライ ト (Fayalite:

FeO・ Si02)が暗黒色ガラス質スラグ中に晶出する。なお,ヴスタイト粒内に微小淡茶褐

色のヘーシナイト (Hercynite:FeO・ A1203)が局部的に析出する。

以上の晶癖は,鉄素材の繰返し折り曲げ鍛接の高温作業で排出された鍛錬鍛冶滓に分類さ

れる。

③ ビッカース断面硬度 :図版57の①に白色粒状結晶の硬度測定の圧痕を示す。硬度値は,

525Hvであった。ヴスタイトの文献硬度値は,450～ 500Hvで あって,上限を若千上回って

いるがヴスタイトに同定される。

④ 化学組成分析 :表 4に示す。鉄分が多くて,ガ ラス分や脈石成分 (Ti,V,�h,Cu)

の極端に低めの成分系である。すなわち,全鉄分 (Total Fё)は 67,74%に 対 して,金属

鉄(WIetallic Fe)0.04%,酸 化第 1鉄 (FeO)64.67%,酸化第 2鉄 (Fe203)24.29%の割合

である。ガラス質成分 (Si02+A1203+CaO十 �賭O+K20+Na20)は 少なくて7.83%で ,

このうち塩基性成分 (CaottK/1gO)を0.35%含 む。砂鉄特有成分の二酸化チタン (Ti02)

は0.17%,バナジウム (V)0.006%な ど低値である。鉄素材の始発原料は鉱石系となろう。

また,酸化マンガン (MnO)0.02%,銅 (Cu)0.004%と 低めが特徴的である。精整され

た鉄素材 (棒状・板状)の加熱加工鍛冶が想定される。

(2)ANI-2:椀 形鍛冶滓

① 肉眼観察 :非常に扁平な椀形鍛冶滓で平面形は不整五角形を呈 している。側面の約1/8

程が生きており, 5面の破面をもつ。表面は長さ l cm程 の木炭痕が 2箇所あり,ま た 1～

4 mm程の気泡がまばらに認められる。裏面は比較的滑らかで,細かい木炭痕が薄く数箇所

にみられ,表面と同様に気泡が散在する。色調は灰色で表面風化が顕著である。

② 顕微鏡組織 :図版57の⑥～③に示す。鉱物組成は前述鉄滓のANI-1と 同系で, ヴスタ

イトとファイヤライトが暗黒色ガラス質スラグ中に晶出する。ヴスタイト粒内にはヘーシ

ナイトの析出も認められた。鍛錬鍛冶滓に分類される。

③ ビッカース断面硬度 :図版57の⑥に白色粒状結晶の硬度測定の圧痕を示す。硬度値は,

407Hvで あった。これもヴスタイト文献硬度値の下限を若干下回るがヴスタイ トに同定さ

れる。誤差範囲で粒の風化が原因するのであろう。
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④ 化学組成分析 :表 4に示す。分析値も前述鉄滓ANI-1に準 じたものである。全鉄分

(Total Fe)は 61.92%に 対 して,金属鉄 (Metallic Fe)0.11%,酸 化第 1鉄 (FeO)

55,53%,酸化第 2鉄 (Fe203)26.66%の割合であった。ガラス質成分 (Si02+A1203+CaO

十卜町O+K20+Na20)は 13.61%で,こ のうちに塩基性成分 (Cao十�賭O)を 0.58%を 含

む。また,二酸化チタン (Ti02)0・ 24%,バ ナジウム (V)0.010%も 左程高 くない。酸化

マンガン (WInO)0.03%,銅 (Cu)o.009%な ども大局的には差異のない値であった。鉱石

系鉄素材の鍛錬鍛冶滓に分類される。

4.ま とめ

安威遺跡出土の鉄滓は,鉄器製作に際して鍛冶炉の炉底に堆積形成された椀形鍛冶滓であった。

鍛冶に供された鉄素材は鉱石系の純度の高いものである。恐らく鉄素材は,大陸側からの搬入品

が想定される。特に安威遺跡は,住居跡内よリカマド,瓦質土器,韓式系土器など朝鮮半島南部

からもたらされた特徴をもつ遺物,遺構が数多く検出されている。鉄素材や鍛冶技術もこれらに

密接した関係が想定される。

なお,発掘調査担当者側から鉄滓が出土した周辺には浅い土坑群が検出され,炭や灰層があっ

て,分布状況の規模が大県遺跡と極めて酷似しており,鍛冶炉のあった可能性が高いと指摘され

ている。しかし,安威遺跡の土坑 3～ 8の形状をみると,鍛冶炉よりも鍛冶用木炭を焼いた伏せ

焼き炭窯の形態である。

一方,大県遺跡の過去に大型鍛冶炉と発表された遺構も,1998。 7.25の第 5回鉄器文化研究

会『村方鍛冶と専業集団』において花田勝広氏より鍛冶用炭窯に改めるべきだとの提案があった。

これに対 して当日,出席者から特別異議なく黙認されている。

更に今回の安威遺跡出土鉄滓の成分組成は,表 6にみられるように大県遺跡出土鍛冶滓に近似

するものであった。ちなみに表 6は古墳時代前 。中期に属する列島内出土鉄滓の代表成分値を示

したものである。

列島内での鉄生産の開始問題は未だに定説はない。弥生時代説,古墳時代説に大別されている

が,古墳時代も前 。中・後期と分かれる。日本の鉄の歴史を考察する上で重要な問題である。今

回の供試材もこれらの問題を考える要素の一つになりうるデータと思われる。

註)

(い 日刊工業新聞社『焼結鉱組織写真および識別法』1968。 ヴスタイトは450～ 500Hv。 マグネタイトは500～ 600Hvの硬度値がある。

修)奥和之「安威遺跡発掘調査の概要」『大阪府埋蔵文化財研究会(第39回 )資料』(財)大阪府文化財調査研究センター19997.25

偲)奥和之(前掲書②)

は)花田勝広「畿内鍛冶遺跡の再検討」『村方鍛冶と専業集団』第5回鉄器文化研究集会(発表要旨集)奈良大学1998,7.25,26
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遺 跡 名 所 在 地 推定年代
羽口出土
状  況 嚇脚

鉱物組成
組   成  (%)

註
Total Fe Ca0 TiO, Cu V

橋 牟 礼 川 鹿児島県指宿市 5C中葉 有
ハヽT,stitet
Fayahte

557 l

博 多 59次 福岡市祇園 4C初 有 有
Wustitet
Fayahte

0003 2

松   木 福岡県那珂川町 4C中 頃
覇rustitet

Fayalite
395 3

松 木 A 福岡県那珂川町 5C前半
Wustitet
Favahte

399 3

野坂一町問 福岡県宗像市 5C中 頃
Ⅵ「ustitet

Fayalite
0010 4

勝浦井ノロ 福岡県津屋崎町 4C後半
Wustitet
Fayaite

5034～
5409

129～
139

031-
038

0010～
0020

5

重   留 福岡県北九州市 5C前半 専用羽口 有
M「ustitet

Fayalite

499-
550

124-
192

032-
041

0010～
0025 <001 6

萩   鶴 大分県日田市
5C前半
～中

高郷脚
専用羽回 有

耶rustitet

Fayalite
0002 7

窪 木 薬 師 岡山県総社市 5C前半
耶rustitet

Favahte
0012 8

J 声 兵庫県川西市 4C後半 有
WIstitet
Fayalite

413-
543

７．
Ｊ

ａ
ｌ

015-
024

0016-
0079

0003～
0006

9

雨   流 兵庫県三原郡 5C中葉 有
Wustitet
Fayalite

394´一

670
９”
胆

ａ
２

014-
018

0039～
019

0001～
0004

大   貝 大阪府柏原市
5C末～
6C 有 有

Ⅵ「ustitet

Fayalite
”
６

032-
153

0083-
027

0003-
0007

0001～
0007

11

大不Blll今池 大阪府松原市 5C前半
Ⅵrustitet
Favalite

12

土   師
27_1

大阪府堺市 5C後半
耶rustitet

Fayahte
278～
427

”
８

つ

＆

018～
037

0012-
0020

0005～
0012

12

陵 南 北 大阪府堺市 5C後半 有
、万rustitet
Fayalite

”
５

059-
20

023-
21

0019´一

〇〇43
0001～
0005

森 大阪府交野市
5C後半
～6C前 有 有

Ⅵ「ustitet

Fayalite

430-
566

卜
削

014～
025

0001-
0016

0002′一

〇〇〇3
14

田   屋 和歌山県 5C前半 有
MIustitet

Fayalite

336-
531

119-
361

024-
109

0030～
024

0004-
0020

長 瀬 高 浜 鳥取県羽合町
4C末～
5C初

M「 ustitet

Favalite
577

吉 田 奥 愛知県瀬戸市 5C末 有
都rustitet

Fayalite

340-
594

101-
556

012-
051

0027-
020

0002^
0010

17

行 人 塚 埼玉県大里郡江南町
5C初～

中
高郭脚
転用羽口 有

Wustitet
Fayahte

440-
620

”
７

お

＆

023-
051

”
０

Ю

α

0005-
0013

御 蔵 山 中 埼玉県大宮市 5C中葉
高邪脚
転用羽口

有
Wustitet
Fayahte

340-
620

”
８

ィ

８

054～
129

0008-
0063

0011～
0026

御 蔵 台 埼玉県大宮市 5C中葉 有
Wustitet
Favalite

490～
570

370-
60

040-
059

0010-
0026

0013-
0044

中   山 千葉県四街道市 5C前半
脚
和

訪
醐

有
Ⅵrustitet
Fayalite

490-
630

042-
21

0020-
058

0005-
0065

0006-
0036

折 返 A 福島県いわき市 4C代
Wustitet
Fayalite

4323

西   裏 栃木県小山市 5C末
脚
和

訪
醐 有 W+F+H 425-

460
３ゃ
Ｗ

＆

７
051～
052

0010～
0025

新   郭 栃木県壬生町 5C中葉
高郷脚
専用羽口 有 W+F 3828-

5133
073～
177

044-
068

0010～
0020

001-
0020

永   作 福島県郡山市 5C後半 有 W+F 390-
530

14-
24

024-
044

0013-
0030

”
０

Ю

α

南 山 田 福島県郡山市 5C 専用羽口 有 Ⅵ「十F
5409～
6171

071-
188

020-
044

0008～
0010

辰 巳 城 福島県石川郡玉川村 5C 有 有 M「 +F 132 0007

南 小 泉 宮城県仙台市 5C中 頃 W+F 565

山   王 宮城県多賀城市 5C
高郭脚

専用羽口 有 W+F 348-
515

162-
585

015～
031

0025-
0045

八 幡 脇 茨城県土浦市
4C末 ～
5C初 専用羽口 有 W+F

畑   沢 千葉県木更津市 5C中 翼 W ttF+H 0016 0021

安   威 大阪府茨木市 5C前半 W ttFtt H
619-
677

017-
030

017～
024

0004々‐

0009
”
０

Ю

α

表 6 古墳時代前・中期の鉱石系精錬・鍛錬鍛冶滓出上例     H:Hercy� te(FeO・ AL03)
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1指宿市教育委員会発掘調査,報告書準備中

2福岡市教育委員会発掘調査

大澤正己 「鉱滓からみた古代の鉄生産」『特別考古学講座―鉄と考吉学(第 2回 )』 福岡市埋蔵文化財センター 19931016

3.大澤正己 「松木遺跡出土鉱滓の金属的調査」『松木遺跡 』 (那珂川町文化財調査報告書第11集)刃[珂川町教育委員会 1984

4原俊一他 「埋蔵文化財発掘調査報告書1984年度J(宗像市文化財調査報告書第9集)宗像市教育委員会 1985
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屋崎町教育委員会 1998

6北九州市教育文化事業団埋蔵文化財調査室,報告書準備中 1998発 行予定

7大澤正己 「萩鶴遺跡鍛冶関連遺物の金属学的調査J『萩鶴遺跡』 (大分県日田市埋蔵文化財調査報告書第9集)日 田市教育委員会 1995

8大澤正己 「窪木薬師遺跡出土製鉄関連遺物の金属学的調査J『窪木薬師遺跡』 (岡山県埋蔵文化財発掘調査報告86)岡 山県教育委員会

1993

9兵庫県川西市教育委員会,報告書準備中

10大澤正己「雨流遺跡出上の椀形鉄滓と鍛造剥片の金属学的調査」『雨流遺跡』 (兵庫県文化財調査報告書第76集)兵庫県教育委員会 1990

■ 大澤正己「大県遺跡及び周辺遺跡出土鉄滓・鉄剣の金属学的調査J『大県。大県南遺跡一下水道管渠埋設工事に伴う一』 大阪府柏原市

教育委員会 1984

12,大澤正己「大阪府所在土師遺跡27-1街 区,大和川。今池遺跡・高師浜遺跡鉄滓の調査」『大和川・今池遺跡』大和川。今池遺跡調査

会1981

13大澤正己 「新日本製鉄研修センター内出土鉄滓・鉄製品の科学的分析調査」『土師遺跡発掘調査報告書その1』 堺市教育委員会 1976

14交野市教育委員会 「森遺跡I・ Ⅱ」1989・ 1990

大澤正己「交野市森遺跡とその周辺遺跡出土鍛冶関連遺物の金属学的調査」『森遺跡』 交野市教育委員会 1991

15和歌山県埋蔵文化財センター発掘調査,報告書準備中

16鳥取県教育委員会提供資料,未発表

17,大澤正己 「吉田奥遺跡出土鍛冶関連遺物の金属学的調査」『上之山』 一愛知県瀬戸市吉日,吉日奥遺跡群・広久手古窯跡発掘調査報告

書―瀬戸市教育委員会 1992

18大澤正己「本田・東台I・ Ⅱ遺跡出土鉄滓の金属学的調査」『本田東台・上前原』 (江南町文化財調査報告第8集 )埼玉県大里郡江南

町教育委員会 1988

19大澤正己「御蔵山中遺跡出土鉄滓と鉄器の金属学的調査」『御蔵山中遺跡』 大宮市遺跡調査会 1989

20大澤正己「中山遺跡鍛冶工房跡出土製鉄関連遺物の金属学的調査」『中山遺跡・水流遺跡・東原遺跡』 (財団法人印拓郡市文化財センター

発掘調査報告書第11集)印格郡市文化財センター 1987

21財団法人いわき市教育文化事業団,報告書準備中

22大澤正己「西裏遺跡出土鍛冶関連遺物の金属学的調査J『西裏遺跡』 (栃木県埋蔵文化財調査報告書第180集)栃木県教育委員会・財団

法人栃木県文化振興事業団 1996

23.財団法人栃木県文化振興事業団埋蔵文化財センター辛R告書準備中

24福島県郡山市教育委員会調査,福島県文化センター寺島文隆氏経由入手試料,未発表

25大澤正己「南山田遺跡出土鍛冶関連遺物・鉄製品の金属学的調査」 (財 )郡山市埋蔵文化財発掘調査事業団への提出資料 1998710

26大澤正己「辰己城遺跡出土鍛冶関連遺物の金属学的調査」『母畑地区遺跡発掘調査報告31』 福島県教育委員会・財団法人福島県文化セ

ンター 19313

27大澤正己 「南小泉遺跡祭祀土壊出土鉱滓の金属学的調査」『南小泉遺跡第16～ 18次発掘調査調査報告書2』 (仙台市文化財発掘調査報告

書第140集 )仙台市教育委員会 1990

28大澤正己「山王遺跡出土製鉄関連遺物の金属学的調査」『山王遺跡』 (多賀城市文化財調査報告書第45集 )多賀城市教育委員会・建設省

東北地方建設局 1997.3

29大澤正己 「田村・沖宿地区遺跡群<八幡脇・尻替遺跡>出土鍛冶関連遺物の金属学的調査」『八幡脇遺跡』 (田村・沖宿地区区画整理事

業に伴う埋蔵文化財調査報告書)土浦市教育委員会,編集:土浦市遺跡調査会準備中

30,予定原稿 「畑沢遺跡出土鍛冶関連遺物の金属学的調査」 白井久美子氏依頼

31大澤正己・鈴木瑞穂「安威遺跡出土鍛冶滓の金属学的調査」『安威遺跡』 (大阪府埋蔵文化財調査報告1999-6)大 阪府教育委員会 20003
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第 9節 まとめ

1.概要

今回の調査で検出した古墳時代の遺構は,第 1群の北に存在する溝 1か ら南側で検出し,そ こ

から北側には存在 しなかった。遺構の種類は,古墳時代中期から古墳時代後期前半 (5世紀初頭

～ 6世紀前半)に かけてのものと推定される竪穴住居跡35棟,掘立柱建物跡11棟,鍛冶炉 と推定

される土坑 7基,溝 2本,土坑 6基などである。これらは遺構の分布状況でいくつかのグループ

に分けることができ,南側が古 く,北側が新 しい傾向を示 しており,集落群の時期は, 5世紀初

頭から前半 (T G232型式)にかけてのものが最も多い。

2.検出した遺構について

竪穴住居跡は,平面形が隅丸方形に近い形をなすものがほとんどであるが,中には隅丸長方屁

円形のものも認められる。隅丸方形のものは,一辺 4m前後,最大でも一辺5.5mを測 り,小規

模なものが多い。竪穴住居跡の方向は,不定方向で一定 していない。住居を建てる前に何 らかの

規制があったものと考えているが,出土遺物から,時期によって方向が決まっているとも現在の

所考えられない。このことは後述する竃の方向からもいえる。

竪穴住居跡の床面には, 4本ないしは 2本の主柱穴が通常認められるが,検出した竪穴住居 に

は全て存在 しなかった。これらの中には,住居壁の外側に沿 って多数の木杭が打ち込まれている

例や焼失住居の埋土の堆積状況などから,壁立ちの住居を想定 している。

検出した竪穴住居跡の約 3分の 1が火災を受けており,遺物が当時の生活 していたそのままの

状態で遺物が床面上から出上 した。竪穴住居内から出土 した土器は,平均 8個体前後で,器種 は

甕が大半を占める。ほとんどの竪穴住居に甑が 1個体存在する。その他に高郭,小形丸底壺など

もあるが,壺がほとんど出土 していなく,竪穴住居埋土中,遺物包含層から少量出上 しているの

みである。

竪穴住居跡の床面積が狭いものが多 く,そ の中に 8個体前後の上器を配置 しているものもあり,

その中に作 り付けの竃が設置されている。これらの配置状況から判断すると,大人 1人寝る場所

もない居住空間で,一体何人の人がここで生活 していたのか,現代人の感覚では推 し量れない暮

らしが,そ こにあったものと思われる。

調査範囲の関係で竪穴住居跡全体を調査 したものが少ないが,住居内に作 り付けの竃が設置さ

れているものが18棟あった。竪穴住居跡の検出状況から判断すると,ほ とんどに竃が設置されて

いたものと推定される。竃が設置されている場所は,竪穴住居の一辺の中央部にあるものがほと

んどであるが, コーナーにあるものも2例認められる。近畿地方ではきわめて希少な例で,朝鮮

半島南部にその源流を求めることができる。竃内にはほとんどのものに支脚が残存 していた。支

脚は通常は 1個であるが,住居35の ように 2個認められるものもある。また住居25の ように上師

器を転用 しているものもある。これらは,時期差によって竃の形状,構築方法が様々な様相を呈
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しているものと推定される。

掘立柱建物は,11棟検出した。柱穴内の遺物から竪穴住居と同時期と推定される。竪穴住居 と

掘建柱建物の数が異なることから各竪穴住居に 1棟の割合ではなく,少ない。

3.出土遺物について

注目される遺物としては,初期須恵器,陶質土器 。瓦質土器・韓式系土器 (軟質)・ 鉱滓など

がある。

初期須恵器,陶質土器は,土師器の出土量と比較 して少ない。出土地は,竪穴住居の埋土中,

遺物包含層からで,竪穴住居床面上のものはない。破片で出上 したものが多いことから,土師器

に比べてその当時はとても貴重であり,壊れるまで使用 したものと思われる。これらは,形式的

にみるとT G232型式前後のものが多いと推察される。これらは,胎上分析の結果,陶邑周辺で

焼かれたものがほとんどであるが,中 には伽耶産の可能性を示すもの,産地不明のものも含まれ

ている。瓦質土器は,住居26(1個体),住居34(2個体)の埋土中より出土 した。器形がわか

るのは,住居34か ら出上 した壺 (329)の みで,他は破片である。共伴 している須恵器か ら形式

的には新 しく5世紀初頭から前半にかけてのものと考えている。韓式系土器 (軟質)は,甑が目

立つが,平底鉢の破片 も若干ながら見受けられる。甑は,口縁が外反するものと直行するもの,

把手の部分に切れ目を持たないものがほとんどであるが,持つものもある。甑の蒸気孔は, 円,

楕円,小円。底部は丸底と平底などさまざま形態を示 している。これらは,朝鮮半島南部 (伽耶

東部)地方の特徴を持っていると思われる。また,平底鉢の中 (284)に も胎上分析の結果,伽

耶産の可能性を示す物 も存在する。鉱滓は,溝,土坑内から4点出土 した。いずれも椀形鍛冶滓

と推定されるものである。これに伴う遺物としては,図化はしていないがフイゴの羽□が遺物包

含層から一点出上 している。鉱滓が出土 した周辺には人力掘削時,炭・灰層が出土地周辺で確認

されていることから,月 鍛ヽ冶が行われていたものと推定される。

4。 まとめ

以上のように発掘調査を実施 した箇所は,狭い範囲であるが数々の成果を収めることができた。

古墳時代中期から後期 (100年間)にかけての集落は,東西に広がる可能性が高 く,200棟以上の

竪穴住居跡が存在するものと推定される。特に 5世紀初頭から前半にかけての集落跡は,畿内で

は少なく貴重な資料を提供 した。竪穴住居跡内,周辺からは,陶質土器,瓦質土器,韓式系土器,

竃,小鍛冶が行われていたと推定される遺構・遺物など朝鮮半島南部からもたらされた特徴を持

つ遺構・遺物が数多 く検出された。これらをもって朝鮮半島南部から渡来 した人々の集落とは断

定できないが,他の同時期の集落とは異なる状況を示 しており,密接な関係があったものと思わ

れる。

安威遺跡で発見された古墳時代中期から後期にかけての集落跡は,近畿地方ひいては日本の古

墳時代の集落の在 り方を考えるうえで極めて重要な遺跡であり,今後調査・研究に欠かせない資

料となるであろう。
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SUMMARY

INTRODUCTION

This is a report of the archaeo10gical survey at Ai Site,、 vhich is situated in lbaragi

City,nOrthern part of Osaka Pref. 内ヽ「e excavated about 3,520  of the eastern end of the

slte.

Here we found the settlelnent dated to the first half of Late Kofun PeriOd (frOHl the

begining of the 5th century to the first half Of the 6th century). 麒ヽ unearthened 35 flat

dwellings,1l building houses, 7 hollo、 vs lvhiCh W「 e presumed to be related with the iron―

sHlith, 2 ditches and so on Of this period.

THE PATTERN OF THE SETTLEK/1ENT

The settlement can be divided intO several groups based on the cluster of the dwvellings.

According to the chronological analysis of the remains,we concluded that the first settle―

ment had emerged froHl the south and spread to the nOuth.

We found out that one― third of the dwellings had been burnt out, which fact made us

find their remains in situ. Each of the dwellings had 8 or sO pottery and a stayed oven

、vith a tripod.The styles of ovens and the forms Of tripods have much variety and、 ve re―

gard this as a result of the tirne― lag.ヽ内「e found that rnany of the d、 vellings were built dur―

ing the first half of Of the 5th century.

THE INFLUENCE FRO〕 vtt THE CONTEMPORARY KOREAN CULTURE

K/1ost of the stayed ovens found in the flat dwellings had situated at the nliddle of a cer―

tain、vall, 、vhi(テ1、vas the faHliliar locatiott of a stayed oven of this period. But tttvo of

theHl、vere set at one corner of the d、 velling.

K/1ore peculiar、氏「ere the absence of the pillars tO sustain the roof. None of the d、 vellings

found here had a pillar, while there existed t、 vo or fOur of them as usual. This means

that the roof Of each Ones、 vas not sustained by the pillars, but by the walls made of

mud.

Vヽe seldom see these characteristics mentioned above in Kinki District of 」apan, 、vhile

they are often seen at the site of sOuthern Korean Penninsula.

再ヽrithin the d、 vellings were found some pottery and the stone、 vare、vhich show「 the feature

of the contemporary of the southern Korean Penninsula

These facts dO not directly lead the cOnclusiOn the settlement 、vas a village of people

who came across the 」apanese Sea, but they indicate that the inhabitants here had a

close relationship with the culture Of the Penninsula.
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安威遺蹟(。卜。I千召)強掘調査報告書
大 阪府 教 育 委 員會

韓 國語 要 旨

安威遺蹟÷ 大阪府茨本市安威(■料フト早 引習卜辞ヲi入l● I引 )1丁 目～南安威(口l■ロキ。卜引)1丁 目・ll仝

利辞七・ 4‐ 告千召。l→ 二料凋剰と 安威遺蹟引 号せ■ 千モ・ll司 せ電■.せせ五ストと 府道茨木亀岡線

引 横幅号朴引キ4司辞弓 起引宅 狽咀司 4。1370m,≒ 10m,E呵 冬 3700だ /1里→.

狙き翌 千子ユ相 ユと引司 看ノl千呵 〒ア1租せ(5刺 アl二子～6刺 ア1租せ)司キ建月 モ今起 狽ニユ

手狙ヨと 牟遭千凋凋 35ア1,掘立桂千凋凋 11ア1,濤 2/1,土羨 6ア1,鍛冶館ユ 手君引と 号キ土羨 7アキ

号引 工寸逍辞.

遺構 概 要

千子と工 ■君昔 ユE引 ロト告千君と 嶼 ノ1引 ユ号ユユ ■キ・4讐 キ 鍬rrr.千子引 八レlと 5刺 刻

二子～租せ(TG232ユ■ せ利)引 狽ユユ 手狙嘲モ狽叫 藍と司 を三十き
=寸

考ユ三十日 ■今刺 球司

dr4舟 司司フトと 増#=二 呵千ユ 娘■.

今遭千凋スi引 翻理と 隅丸方影(子引引 予モ 寸球)・llア十分と 狽。i r4千壬呵凋せ ユ 可引Oll二 隅丸

長方形(子料呵
=そ

なせ司)可 ■ 起司 千凋潤二 鍼辞.引 千州河
=・

llと 邊長 4m～ 5.5m引 企予ユ料

電 子凋凋/1書■.牟遭千州スi引 主軸せ球を 電狙j4引 讐■.老三十七ユ ユ。十三 スレi・ll辞球 主軸せ

球。キ■こ 狽ユニ 州/4■ 嘲利 讐と■.呵 狽を 手舎せ 竃引 せ球・ ll相 ヱ せ キ74‐ 奴→.

令遭千凋スl・llと 二手 4ア1司 河 2ノ‖引 主柱穴引 湖1珂 嘲利せ 呵起 と料引キ相七 租弓 計起辞莉 央辞

螺→.ユ司■ キ遭千凋引 孝・llと 主壁告 →辞 せ千可 叶逍・ l1/1鍼
=ユ

ユ 呵刺外 奴と キ遭千凋引引

そ利暑 骨狙せ 牟 鍼辞.

増き翌 牟遭千凋引引 1/3呵 斗利ユ 起辞呵 寸引 州せユ舎 ユr4三 十七
=引

き三ヨ奴■.キ遭千州

凋 IH引 河 吾三逍 三フ1と 翻せ 8瑠 凋三司呵 アl孝と 甕可 司千こ可■.河 旱七 r4ノHlア1引 キ越千凋

凋剣州 1瑠 州 辞起引鍼→.ユ 呵引・ll高杯,仝可 丸底壷 号二 球凋せ,壼七 千司 召ユ呵 キ遭千州州

ヨ召三Ll千昔 工寸孝刺相 全せユユ き三せ 狽引→.

キ遭千凋河 習卜守引 逍君と 司せ 16言 引呵 ユ 司キ刺相七 8網 霜ヱ引 三ア1,ュ司ユ 竃二 せ4日 鍼

辞.引
=渭

1月 を隷ユニ ユ。卜州 引こ せ 八十守司 アト71‐全ユ を 今 鍼と 吾を 刺暑号を可鍼アi司モ刺 司

刺 哄 朴寸引 刺せ軒ユ 奴鍼モ潤 封起せ 今 叡→.                    ・

二人卜瑠引引 利せユニ 牟越千月潤号 4刺 料ユユ と料せ 司モ 君凋せ キ越千凋引 司刺 竃/}担剰逍

状可 18フl鍼辞.キ遭千璃凋引 増き骨暑ユニ ユ。卜司手と引 千刑潤・ ll亀フト樫利逍 狽ユニ 刺狩塁■.

竃引 吋球を 電狙辞引 讐■.篭外 担剰ミ 恐仝モ キ遭千凋凋引 赳可引 考せ千咀 狽司 司千と司引せ,

子引引 担刻翌 状三 2アレト奴■.司 逍 越骨
=近

畿利せOll相 と 口1♀ 司仝せ 狽可呵,二社せ三 寸千河

■刺相 ユ 源流
=賽

・ l讐 牟 奴辞.竃モ rH千と 支脚司 寸。十鍼■.支脚と ユ号 辞Ll引 凋せ 千凋潤

34斗 を可 旱 利/1辞起翌 狽三 鍬Er・ 千刑凋 25斗 ぞ引 土師器暑 4春せ 刺三 鍼→.竃嘲 可司,子

寺■増二 狩凋/4州 可呵 き三十舌ユ■呵 八レl XI‐ ア}鍼七 狽ユニ 州/4せ 今 奴辞.

掘立柱4舌
=7ア

1か 瑠きヨ球■.柱穴L4千舌ユ ユ・ I二千アトをと 河フI引 狽ユニ 手狙翌■.牟遭

千凋凋斗 掘立柱4=告 習iユ辞E牟越千凋利今引 掘立桂4号二辞 せ召ユユ せ→.
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出土 遺物

千号呵と ♀
=三

州モ 瓦質三71,ニアl須 恵器,韓式系三/1(電 4),鍍滓 号。I奴 rl.

瓦質ニアI 瓦質三ア|と 千州剰 26(1/14月Iこ ),手凋ス134(2州 利と )引 ヨ召三 子呵1州 き三呵鍼■.ノI司

呵 こ可せ 狽と 手刻凋 34引I州 毒三電 壷豊鯉司 ユ 。I●lと 斗理を司三 看三呵鍼●I.署せ珂と 須惑器三

二●15州レ|二千～租せ引 狽ユ三 昔 令 奴4.

杢フ1須恵器  ニアl須 惑器と 土師器呵キロi司 凋
=三

考―i 辞剰 錯■.令電千刑凋 ヨ召三 LI― 三甜孝呵i潤

き三ヨrJR,令電千凋凋 ■ll守呵1月 吾二里 狽と 嵌 r4‐.斗運 付刺三 吾三見 狽。l辞を 狽ユニ ユ。十けスI須

惑器と fTl看 せ きモ。I奴 アl EHモ 呵Iせ租司 副I各 宅 刺分刑 朴÷#家 電 狽ユ三 千壽翌■.

。I詈を 可引ユニ ユ。卜 TK73三 フトロト呵 租亭―・ 4スレi三 手郷呵州せ,ユ フトと司iと 大庭寺窯 (TG232・

233三■)毒三 ♀詈ユ EI‐ HIII暑 狽三 以4.司 三 こ引程斗暑 ユ理 陶邑千咀朝i州 子と 狽。キ●H早尋。i凋 せ

磐早と フト。卜を号引 ア十七狙三 奴ユ●4,■凋ントと可辞スi営モ 狽三 奴rl.

韓式系皇フI(聾 聾)スI旱 /1千号呵こ司 平底鉢,長胴甕
=引

斗運二 叶を 癸。卜昔 今 以・rl.ス I旱七 子

電早 74‐ ●4せ辞モ 狽斗 召Sd辞と 狽,各村。I呵iと 刻 目。i奴と 狽三 呵司 奴剰せ,刻 目。l鉄と 狽。iせ三

習ユニ 幹辞.スI旱刺 軒守と 丸底辞 平底フト奴ユ,暑刻モと 回形,楕国形。i鍼ユ呵 ユ 可刺モ ■誉辞■.

・ l狽 琶宅 二祖せ三 甘早凋せ (ア}。十)引 旱判。I女手OR奴 と 狽ユニ 州今電■.こ召遭斗,平底鉢 (284)考

呵i七 /1。卜を引 フト号州昔 ユOl子と 狽三 負1■ .

鎮滓 薄,上崚 LH呵i潤 4瑠 豊三呵球r4-.ユ 子アト椀形 鍛冶津三 千凋望■.署せ 千号三州と 醤千引 モ

■モ。i♀詈 二寸尋朝i凋 1瑠 き三呵奴■.せ /11君 看凋瑠 千咀朝キ州と 安,利 舟 辞電呵04鍛冶 _・4存在
=

示唆せ rl.

撰÷せ

。I咀 菅ご二朴引 増¶七 升鑽剰せ 藍と 狙斗こ 建告 午フト奴奴辞.ユとス1司 看刻早呵 早刻―°l守 150

理を 。Iロト
==号

眉せ球皇三 租/11 bl奴

=/1÷
狙。i七宅司i200刻 。iを 引 今鷲千刑ス1/1奴 奴

=ユ
三 手

寺翌4.

午電千月凋・H早斗 ユ 千咀司i州 篭,斗電ニァキ,韓式系三刻 号 二祖せ三 せ早凋せ引 旱判
=ユ

引千モ

キ子斗 千号詈・ l辞。I普4引 鍼El.潤 I旱 二組せ三 甘早凋せ朝i州 犯嘲豊 朴寸号引 ロト
=千

召ユニ せ狙辞

刻と 引瑠瀾せ,手スI刻 引 /1 tt TrI_昔 ♀召斗七 辞暑 巻を豊 ユ呵千ユ 以ユV4遭 君せ せ月1/1奴 鍼可 狽皇

三 刺今翌4.

安威遺蹟呵l引 せ運翌 ユモ引司 モノキ早呵 旱ノi呵14赳 +告♀刊を 近畿利せ讐せ 。卜L44望 と ユこ凋

rHロト
=可

嘲Ξ ユ君辞と司 号司 孝ユせ ♀召。i呵 ,誉皇ニ ユこスキ司手料引 二朴 電子呵i奴呵凋 讐フト程

せ 朴三/1電 狽。
l EI‐ .
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出土遺物計測値表

凡 例

挿図,図版の遺物番号と一致する。

小山正忠・竹原秀雄「新版標準土色帳」日本色彩研究所 1992

により,色名については 」IS notationで表した。

土師器,韓式系土器については外面;須恵器については内面の

色調を基本とした。

密;やや密;やや粗,粗の順で表した。

堅緻,良好,やや不良,不良の順で表した。
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物
号

遺
番 遺  構 種  類 器  種

法量 cm( )は 復 元 値
色   調 胎  土 焼  成 残 存 備 考

口 径 器 高 その他

1 住居1 須恵器 郭蓋 (140) 残40 N7/0 密 良 好 5%

2
任 居 1

r廉面
ヽ 須恵器 郭蓋 (128) 残3.5 N6/0 密 良好 10%

3
住居 1

(床而う 須恵器 界身 61 N7/0 密 良 好 完形

4 住居1 須恵器 rTN身 (130) 残54 N7/0 密 良好 40%

5 住居1 土師器 甕 (242) 残6.9 5YR6/6 密 良好 □頸部10%

6 住 居 2 須恵器 邪蓋 117 N7/0 密 良 好 90%

7 土坑 1 土師器 高 不 (223) (177) (158) 5YR7/6 やや粗 良好 40%

8 土坑1 土師器 高雰 (143) (116) 25Y8/3 やや粗 良好 60%

9 土坑 1 土師器 高 邪 (240) 残7.4 75YR6/6 や や 密 良好 邦部25%

土坑1 土師器 高郭 (214) 残71 75YR6/8 やや粗 良好 邪部30%

土坑 1 土師器 高郭 (215) 残6.8 5YR7/6 やや粗 良好 雰部60%

土坑1 土師器 高邪 (208) 残78 10YR6/6 やや粗 良好 郭部60%

土坑1 土師器 高郭 (196) 残4.2 75YR5/3 やや粗 良好 郭部10%

土坑 1 土師器 高郭 残82 (111) 75YR7/3 やや密 良好 脚部60%

土坑1 土師器 高郭 残7.1 (114) 75YR7/4 やや粗 良好 脚部40%

土坑1 土師器 高郭 残7,0 75YR8/3 やや密 良好 脚部60%

土 坑 J 土師器 高郭 残36 (H8) 75YR5/3 やや密 良好 脚部25%

土坑1 土師器 甕 (176) 残56 75YR7/4 やや密
や

専

や

ス 口頸部10%

土坑 1 土師器 甕 (190) 残7.7 10YR6/3 やや密 良好 口頸部10%

土坑 1 土師器 娩 75YR7/6 やや密
や
良

や
不

完形

土坑 1 土師器 婉 (113) 75YR7/4 やや密 良好 40%

土坑 ] 須恵器 堺蓋 (142) 残4.0 75YR7/4 やや密 不良 10%

堤 須恵器 不蓋 (135) N7/0 やや密 良好 50%

堤 須恵器 雰蓋 (110) 残4.5 N8/0 やや粗 良好 30%

堤 須恵器 邪蓋 (124) 残48 5Y5/1 やや密 良好 40%

堤 須恵器 邪身 残48 N7/0 密 良好 15%

堤 須恵器 不 身 (106) 残4.8 N8/0 やや粗 良好 25%

堤 須恵器 郭身 5P7/1 やや粗 良好 80% 自然釉

堤 須恵器 士望 (194) 残66 5P7/1 密 良好 口頸部 15% 伽耶 ?

堤 須恵器 甕 (402) 残150 N8/0 密 良好 口頸部40%

堤 須恵器 密 (186) 残91 N7/0 密 良好 口頸部10%

堤 須恵器 甕 (225) 残4.2 N7/0 密 良好 回頸部10%

堤 須恵器 尾 残62 N8/0 密 良好 体部30% 円孔欠損

堤 須恵器 配 (118) 残12.3 N3/0 密 良好 10%

堤 須恵器 提瓶 残17.5 5PB7/1 や や粗 堅 級 30% 自然釉

堤 須恵器 器台 (306) (282) (246) 10YR6/1 密 堅緻
1/h罰

`20%脚縄50%
3快 に 7万同 の長 万 形 透
あゝ |

堤 土師器 手づくね土器 残32 10YR8/2 やや粗 良 好 80%

堤 韓式系土器 甑 10YR8/3 や や 密 良好 把手のみ

堤 韓式系土器 甑 10YR6/8 やや密 良好 把手のみ

堤 韓式系土器 甑 10YR7/2 やや粗 良好 把手のみ

土坑1 韓式系土器 甑 5YR7/6 やや粗 良好 把手のみ

土坑1 韓式系土器 甑 5YR7/8 やや粗 良好 把手のみ

土坑 1 韓式系土器 甑 75YR7/4 やや粗 良好 把子のみ

土坑ユ 土製品 紡錘車
直 後
54 5YR5/8 やや粗 良好 上部欠損

表 7遺 物 計 測 値 表 1
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物

号

塩
ほ

番 遺  構 種  類 器   種
法 量 cm( は復 元 脩

色  調 胎 土 焼 成 残   存 備 考
□ 体 器 局 底・ 脚 径 その他

45 土坑 1 土製品 紡錘車
径
Ａ

直
馬

75YR6/6 やや粗 良好 完形

住居4 須恵器 雰身 (110) 残27 10R6/1 密 堅緻 口縁部10%

47 住居4 韓式系土器 平底鉢 (158) 残37 75YR5/6 やや粗
や

自

や

ス 口縁部10% 産地不明

住居4 土師器 高邪 残8.1 5YR6/6 粗 良好 脚部80%

住居5 須恵器 邪身 残36 N6/0 やや粗 良好 5% 陶 邑

仁 居 5

(戻面 め
須意器 甦 N6/0 やや密 良 好 85% 円孔

住居5

r廉面ぅ 土師器 高郭 (158) 105 25YR5/8 密 良好 60%

住居5 土師器 高邪 残34 (100) 25YR5/6 やや粗 良好 裾部15%

住居5(竃 ) 土師器 製塩土器 残32 10Y7/1 密 良好 口縁部30%

住居7

r床面、 須恵器 邪蓋 52 10Y7/1 粗
や

由

や

ス
85%

住居6 須恵器 郭 蓋 残32 稜  後

(120)
10R5/1 密 堅 緻 40% 陶邑

住居6 須恵器 郭蓋 (144) 残31 25GY7/1 やや粗 良好 5%

住居6 須恵器 雰身 (134) N6/0 密 良好 30%

住居6 須恵器 雰 身 (122) N7/0 やや密
や
良

や
不

20% 陶邑

住居6 須恵器 堺身 (126) 25Y8/1 粗 良好 60% 自然釉

住居6 須恵器 甕 (192) 残42 5Y6/1 やや密
や
白

や
ス

口顕部20%

住居6 土師器 手づくね土器 27 5YR5/6 粗 不 良 70%

任 居 8

(床而 う
石器 砥石

■

９
酔
鱚

7
5Y7/1

住居8

(床而う 須恵器 郭 蓋 残34 被  笹

(126)
N6/0 密 良 好 40% 陶 邑

仁居8

(床面 )
須恵器 郭 身 (125) 残49 5PB6/1 密 堅 級 309` 陶 邑

住居8 須恵器 駆 (110) 残3.4 5R6/1 密 堅緻 口縁部10% 陶 邑

住居8 土師器 甕 (260) 残24 5YR6/6 密 良好 口縁部5%

住居8 土師器 甕 (170) 残22 5YR6/6 密 良好 口縁部10%

任 居 8

(床面 う
土師器 甕 (145) 142 25YR6/6 密 良好 50%

住居8

(床而う
土師質 竃 幅7.0 10YR8/2 密 良 好 庇の一部 移動式

住居9(竃) 土師器 甕 (170) 残 17.5 5YR6/4 密 良 好 上半部50%

住居9 土師器 手づくね土器 47 5YR7/4 密
や

富

や

ス 30%

住居9 土師器 手づくね土器 5YR6/4 密
や

良

や

不
50%

住居9 土師器 手づくね土器 (65) 残5,7 75YR7/4 密
やや
ス 由

50%

住居9 土師器 手づくね土器 10YRイ /3 密
や

自

や

禾
ほぼ完形

住居9 土師器 手づくね土器 残5,7 5YR6/4 密 良好 ほぼ完形

住居9 土師器 手づくね土器 残51 10YR7/2 密
やや
ス 由

25%

住居9 土師器 手づくね土器 (52) 5YR6/4 密 良好 ほぼ完形

住居9 土師器 手づくね土器 (50) 5YR6/6 密
や
良

や
不

口縁部5%
底体部完形

住居9 土師器 手づくね土器 残44 5YR6/4 密
やや
ス 嵐

40%

住居9 土師器 手づくね土器 5YR6/4 密 良好 ほぼ完形

住居9 土師器 手づくね土器 (50) 残47 5YR6/4 密 良好 15%

住居9 土師器 手づくね土器 残37 75YR6/2 密
や

由

や

ス 口縁部80%

住居9 土師器 手づくね土器 残25 75YR5/2 密 不 良 口縁部15%

住居9 土師器 手づくね土器 残2.1 5YR6/6 密 良好 □縁部25%

住居9 土師器 手づくね土器 残33 75YR6/3 密 良好 底体部50%

住居9 土師器 手づくね土器 残28 10YR6/3 密 良好 80%

住居9

(床而う
土師器 甕 (313) 5YR7/4 密 良好 50%

仁居9

f床面う 土師器 甕 (168) 227 10YR7/2 密 良好 30%

遺 物 計 測 値 表 2
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物
号

遺
番 遺  構 種  類 器  種

法量 cm( )は 復 /「備
色   調 胎 土 焼 成 残   存 考偏

□ 倅 器 高 底。脚径 その他
4■サ舌υ

〔床面)
土師器 甕 (162) 残225 25YR5/6 密 良好 60%

任 居 g

(床面 Ⅲ
土師器 甕 5YR6/6 密 良好 70%

住居9

(床面う
土師器 甕 (130) 167 5YR6/6 密 良好 85%

4上后υ

(床面)
韓式系土器 甑 222 5YR5/6 密 良好 90% 底 部 に穿 孔

一 軒 の相 エ

住居9

(床而Ⅲ 土師器 甕 残6.7 5YR5/6 密
やや

木 申 底部のみ

4王居υ
(床而 )

土師器 高郭 残92 75YR6/8 密 不良 脚部60%

仁 居 9

(床而 う
土師器 高 郵 残5,7 (81) 25YR5/8 密 良好 脚部のみ

任 居 υ

(十坑 う
土師器 甕 (146) 残182 75YR6/6 密 良好 35%

仁居 10
r床面ぅ 土師器 (99) 108 25YR6/4 密 良好 ほぼ完形 製塩土器の可能性あり

住居12 土師器 甕 (164) 残242 75YR6/4 密 良 好 40%

住居 12 土師器 甕 残7,4 5YR6/6 密 良好 口頸部80%

住居 12 土師器 甕 (108) 残76 25YR5/6 やや粗 不 良 □頸部10%

住居12 土師器 高 邦 残6.0 5YR6/8 やや密 良好 郭部 90%

住居 12 土師器 高郭 (176) 残66 75YR7/6 やや粗 不良 郭部50%

住居12 須恵器 配 (82) 5PB7/1 密 良好 口頸部25% 陶邑

住居 13 土師器 高郭 (150) 残31 25YR6/8 密
やや
ズ 由 郭部10%

住居 13 土師器 甕 残17 75YR6/2 密 良好 口縁部片

仁 居 lJ

r FAr而、 土師器 (70) 5YR7/4 密 良好 80%

住居 lJ

(床而う
土師器 77 10YR6/3 密 良好 50%

仁居 14

4床面ヽ 土師器 残6.3 10YR8/4 やや密 良好 口頸部欠損

任 居 1電

r廉面 、 土師器 甦 75YR8/4 やや密 不良 ほぼ完形 壺の最大径部分に円孔

住居 14

(床雨 )
土師器 台付鉢 (141) 75YR6/4 密 良好 50%

111 仁居 1電

〔庚面う 土師器 高邪 (156) 129 25YR6/6 密 良好 70%

任 居 14

r廉面 、 土師器 高 郭 残115 (102) 5YR7/4 唇 良好 70%

住居14

(床面)
土師器 高郭 (100) 25YR5/6 密 良好 80%

仁居 1電

「床面う 土師器 高邪 (131) 残5,3 25YR6/8 密
や
由

や
ス 郭部40%

任 活 14
r廉面 、 土師器 高 郭 (159) 残46 5YR7/8 粗 不良 雰部30%

住居14(9 土師器 甕 (158) 残25,1 5YR6/6 密 良好 30%

住居14(鶏 韓式系土器 甑 (196) 25YR5/8 やや粗
やや
ス 屯

80% ほ 部 に芽 十L

一 軒 r7arpH葦

1王居 14
′
廉 面 ヽ 土師器 甑 ? 155 (231) 5YR6/6 粗 良好 80% 甕の底部に穿孔

住居14

(床面 )
土師器 甕 (160) 269 75YR3/2 密 不 良 50%

任 居 14
r礁而 、 土製品 土 玉 径30 5YR6/6 やや密 良好 完形

住居 14 土師器 (155) 残7.1 5YR6/6 密 良好 口頸部10%

住居 14 土師器 士聾 5YR6/6 密 良好 40%

住居14 土師器 123 残13.4 75YR6/3 密 良好 口頸・体部50%

住居 14 土師器 甕 (193) 残10,8 25YR6/8 密 良好 口頸部10%

住居 14 土師器 餐 (186) 残143 75YR7/4 密 良好 20%

住居14 土師器 甕 残5.2 75YR6/3 密 良好 口頸部70%

住居 14 土師器 甕 (166) 残48 5YR6/6 密 良好 口頸部10%

住居 14 土師器 甕 (121) 残6.5 10YR8/1 やや粗 不良 口頸部25%

住居14 土師器 甕 (125) 残71 10YR7/2 密
や
息

や
ス

口頸部15%

住居 14 土師器 甕 (152) 残■ 8 75YR5/4 密
や
由

や
ズ

口頸・体部80%

住居14 上師器 甕 (128) 残7.1 25YR6/6 密
や
自

や
禾

□頸部15%

住居14 土師器 高郭 (165) 残5,9 10YR8/2 粗
や
良

や
禾 郷部60%

表 9遺 物 計 測 値 表 3
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物

号

遺
番 遺  構 種  類 器  種

法量cm( )は復元値
色  調 胎  土 焼 成 残 存 備 考

口 径 器 高 その他

住居14 土師器 高 堺 (156) 残64 75YR7/4 密
やや

ス 由
堺部30%

住居14 土師器 高郵 (158) 残47 5YR6/6 密 良好 郭部35%

住居14 土師器 高 郭 (256) 残60 10YR4/1 密
やや
禾 屯 郭部10%

住居14 土師器 高 雰 残6.4 75YR6/3 や や粗
や
南

や
ス

郭部40%

住居14 土師器 高郭 (144) 残55 10YR7/2 密 良好 郭部30%

住居14 土師器 高 不 (149) 残54 5YR6/6 密 良好 堺 部 15%

住居14 韓式系土器 甑 75YR8/3 密 良好 把手のみ

住居14 須恵器 郭身 110 10R6/3 やや密
マ イ

ス 白
85% 陶邑

住居14 須恵器 残24 5PB7/1 密 良好 口縁部10% 産地不明

住居14 須恵器 器台 (278) 残64 N7/0 やや密 良好 lfTN部 5% 産地不明

住 居 14
′
廉面 尚 石器 砥石

長 SI
膊 4

土坑群 土師器 一電 残221 75YR7/3 密 良好 60%

土坑群 土師器 残5,3 10YR7/3 密 良好 □頸部35%

土坑群 土師器 甕 (140) 残29 10YR7/3 密 良好 口頸部20%

147 土坑群 土師器 甕 (110) 残7.3 5YR6/6 唇 良好 口頸部20%

土坑群 土師器 高郷 (174) 151 116 5YR6/6 密 良好 50%

土坑群 須恵器 不 明 残2.0 (124) 5GY7/1 やや密 良好 脚部5% 陶 邑

仁 居 15
r礁而 、 土師器 高郭 (216) 25YR5/6 密 良好 ほぼ完形 3方向の円孔

住居 15

r廉面ぅ 土師器 高不 75YR6/4 密 良好 ほぼ完形 3方向の円孔

住居 15
r戻面ぅ 土師器 高 郭 10YR3/3 密 良好 ほぼ完形

仁 居 15
r廉而 、 土師器 甕 (156) 残189 75YR7/4 密 良好 45%

住居15 土師器 甕 (156) 残3.0 5YR5/6 密 良好 □頸部15%

住居15 須恵器 高郭蓋 (129) 残38 5RP6/1 やや密 堅 緻 15% 天 丼 部 外 面 に 刺 哭 文
陶 昌

住居15 須恵器 甕 残54 5PB4/1 密 良好 体部片 陶邑

住居 15 須恵器 器台 残3.0 25Y6/1 密 良好 郭部片 陶邑

仁居 16
r戻而ぅ 土師器 一霊 (108) 10R6/6 密

や

息

や

ス 95%

任 居 16
r廉而 、 土師器 甕 5YR5/6 粗 不良 95%

住居16
r廉面ぁ 土師器 甕 10YR7/3 やや密

や

塵

や

不
60%

仁居 16

(床面)
土師器 甕 125 25YR7/4 密

や

患

や

ス
40% 産地不明

任 居 16
r礁而 、 土師器 高郭 (220) (147) 5YR6/6 やや密

や

由

や

ズ

1/hヨ

`20%脚部 宇形

住居16
r廉面ぁ 土師器 高堺 121 75YR6/6 密 良好

1/1Nヨ

`75%田部字形

仁居 16

(床面 )
土師器 高郭 (167) 残42 10YR6/2 やや密 不 良 邪部60%

任 居 16
r熊而 尚 土師器 高郭 残50 5YR6/6 やや粗 良 好 郭部のみ

住居 :

r廉面
6

土師器 高堺 残5,3 10YR6/3 密 良好 郭部25%

住居 16 土師器 高郭 残79 5YR6/6 やや粗
や
恵

や
ス 脚部のみ

住居16 土師器 高郭 残80 5YR6/8 密 良好 脚部のみ 3方向の円孔

住居 16 土師器 高雰 残7.9 131 75YR5/4 やや粗 不良 脚部のみ

住居16 土師器 高雰 残79 5YR7/6 やや粗
や
由

や
ス

基部のみ

任 居 16

(床而 |
土師器 手づくね土器 10YR5/2 やや粗 不良 完形

住居16 土師器 士堕 (118) 残13.8 5YR6/6 密 良好 45%

住居16 土師器 一堕 残6.8 10YR7/3 密 良好 底体部70%

住居16 土師器 甕 残102 5YR5/4 密 良好 30%

住居 16 土師器 甕 (196) 残6.2 75YR6/4 密 良好 口頸部10%

住居 16 土師器 高郭 75YR7/6 密 良好 ほぼ完形

表10遺 物 計 測 値 表 4
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物
号

遺
番 遺  構 種  類 器  種

法 量 cm( )は 復 元 値
色  調 胎 土 焼 成 残   存 備 考

口 径 器 高 その仙

住居16 土師器 高邦 (228) 残73 75YR7/4 や や粗
や
良

や
不

郷部 20%

住居16 土師器 高郭 (184) 残52 5YR7/4 やや粗
や

喜

や

不 郭部15%

住居16 土師器 高 不 残8.5 (108) 75YR7/4 密 良好 脚部10%

住居16 土師器 高郭 残63 75YR4/2 やや粗 不 艮 脚部30% 3方向の円孔

住居16 須恵器 配 (106) 残3.5 5P6/1 密 良好 口縁部5% 陶 邑

住居16 須恵器 把手付鉢 残53 5PB7/1 やや密 良好 15% 陶 邑

住居 16・ 17
r窪、 須恵器 把手付鉢 残42 N7/0 やや粗 良好 20% 目然和

陶邑

住居16 石製品 管玉
長さ18
幅 045 緑色凝灰岩

仁 居 16
r廉市 、 石製品 管 玉

長さ必 0つ

信 ns 滑石製

住居16 石製品 管玉
長さ345
偏 05 滑石製

住居 17 土師器 士霊 (162) 残■.0 75YR7/4 密 良好 口頸部40%

住居 17 土師器 一霊 5YR6/6 密 良好 90%

住居17 土師器 士霊 残6.2 75YR7/4 密 良好 口縁部欠損

住居17 土師器 甕 (158) 5YR6/6 密 良好 50%

住居17 土師器 甕 (136) 残3.9 75YR6/4 密 良好 口顎部70%

住居17 韓式系土器 甑 (232) 残16.8 5YR6/6 密 良好 20% 担キ 尺損
藤 lllJス IIH

193 住居17 土師器 高イ 残72 75YR4/1 密 良好 30%

住居17 土師器 高郭 残6.9 5YR6/4 密 良好 脚部40%

住居17 土師器 高郭 (168) 残46 75YR6/4 密 良好 郭部15%

住居17 土師器 高郭 (156) 残10.5 10YR7/3 密 良好 409る

住居17 須恵器 士壼 (106) 5PB7/1 密 良好 25% 産地不定

仁居17
f+片動 土師器 甦 (72) 5YR6/4 密 良好 85% 豆 の 最 大 径 部 分 に 円 孔

諄 HItズ BH

仁 居 17
r+常、 土師器 高邪 (143) 107 5YR6/6 密 良好 90% 3方向に円孔

住居18 土師器 一霊 (174) 残65 5YR6/6 密 良好 口頸部15%

住居18 土師器 甕 残178 5YR6/6 密 良好 30%

住居18 土師器 餐 (178) 残12.2 5YR6/6 密 良好 口頸部50%

住居18 韓式系土器 甑 (232) 残9,3 5YR5/6 密 良好 口縁部10% 産地不明

住居 18 土師器 高郭 残7.7 5YR7/6 密 良好 基部のみ

住居18 土師器 高郭 (133) 残5.4 75YR6/6 密 良好 郭部20%

住居18 上師器 高郭 (148) 残4,9 5YR6/6 密 良好 郭部30%

住居 18 須恵器 士望 残66 N7/0 密 良好 体部10% 陶邑

住居18 須恵器 甕 残5,9 5PB6/1 やや密 堅 徹 体部片 産地不明

住居19

(床面)
土師器 甕 (150) (250) 25Y民5/4 密 良好 35%

仁居19

(床雨)
土師器 甕 5YR6/6 密 良好 95%

仁居 19

〔床面)
土師器 甕 75YR6/4 密 良好 95%

住居 19

(床而う 土師器 甕 (102) 75YR6/6 密 良好 70%

住居 19

(床雨 )
土師器 甕 75YR6/3 密 良好 30%

住 居 19
(床面 う

土師器 甕 残8.6 5YR7/6 粗
や
息

や
ス

口顎部のみ

住居19
r廉面ヽ 韓式系土器 甑 5YR6/6 密 良好 95% 瓜 苛もに雰

=L一 対 の相千

仁居19
r廉面、 土師器 高郭 (132) (117) (104) 5YR7/6 密 良好 50%

217 仁居19
r床面Ⅲ 土師器 高 郭 残78 75YR7/4 粗 不良 脚部85% 3方向に円孔

住居19 土師器 甕 残7.7 5YR6/6 やや密 良好 回頸部35%

住居 19 土師器 甕 残75 75YR5/6 密 良好 口頸部25%

住居19 土師器 甕 (131) 残8.5 5YR6/6 密 良好 口顕部30%

表11遺 物 計 測 値 表 5
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物

号

近
逗

番 還   構 種  類 器   種
法 量 cm( )は 復 元 値

色   調 胎 土 焼 成 残   存 備 考
□ IIX 器 高 そのイII

住居19 土師器 高必 (154) 残63 10YR6/3 密 不良 罫部25%

住居 19 土師器 高郭 残51 25YR6/5 粗 良 好 郭部のみ

住居 19 土師器 高郭 残54 25YR5/8 粗 良好 郭部70%

住居19 土師器 高郭 残63 25YR6/1 粗 不良 堺部65%

住居 19 須恵器 甕 残38 5PB5/1 密 堅緻 体部片 陶邑

住居21 須恵器 壷蓋 ? (162) 残4,0 5YR5/2 粗 堅緻 10% 天丼 部 外 面 に波 状 文
陶 畠

住居21 須恵器 残89 5PB7/1 やや粗 堅 級 体部5% 陶邑

住居21 須恵器 器台 (324) 残10.8 5PB6/1 やや粗 堅級 郭部10% 陶邑

住居21 土師器 甕 (162) 残31 75YR6/4 粗
や

由

や

ス 回縁部5%

住居21 土師器 高郭 (153) 残33 10YR7/3 密 良好 郭部 10%

住居22 韓式系土器 甑 (222) 残6.6 10YR3/J 密 良好 口縁部10%

住居22 韓式系土器 甑 残89 10YR3/1 密 良好 把手,体部10% 産地不定

233 住居22 土師器 餐 (142) 残2,7 N3/0 密 良好 □頸部5%

住居22 土師器 高 郷 残50 75YR7/4 密 良好 脚部5%

235 住居23 土師器 甕 (124) 残38 25YR6/8 密
や
由

や
ス

口頸部15%

236
住居24

(床雨う
土師器 甕 (151) 残15,2 75YR7/4 密 良好 65%

住居24

r床而ぅ 土師器 甕 (122) 残81 10YR4/1 密 良好 口頸部25%

238
1王 后 24

`十

抗 )
土師器 高郭 (150) 残4.4 75YR6/4 密

や
慮

や
ス 郭部15%

住居24(0 土師器 高邪 157 (135) 111 25YR5/6 やや密 良好 85%

仁居24

`十

抗う 韓式系土器 甑 残32 (118) 25Y5/1 密 不良 底部10%

住居24 須恵器 無蓋高郭 (194) 残5,2 N7/0 やや粗 良好 不部10% 伽耶 ?

自然釉

住居24 須恵器 無蓋高郭 (166) 残50 25YR6/2 やや密 堅 緻 郭部10% 伽耶 ?

住居24 須恵器 士霊 (132) 残59 5YR4/1 粗 堅緻 口頸部5% 陶邑

住居24 須恵器 甕 (290) 残59 N7/0 やや密
や
逸

や
ス

口頸部5% 陶邑

住居24 須恵器 甕 (134) 残56 5Y3/1 密
や
良

や
不

口頸部10%

住居24 須恵器 鉢 (120) 5B6/1 やや密
や

喜

や

ス
45% 陶邑

住居24 須恵器 蓋 残3.7
つ まみ
径RR 5PB7/1 やや密 堅 緻 つまみ部70% 陶 邑

住居24 須恵器 〓霊 残1,9 (112) 25Y8/1 密
や
良

や
不

底部65% 陶 邑

住居24 須恵器 鍋 (272) 残254 N7/0 やや粗
や

息

や

ス
70% 一 対 の 世 芋

臨 畠

住居24 須恵器 餐 残78 5PB6/1 密 良好 体部片 陶 邑

住居24 須恵器 餐 残4.3 5PB5/1 密 良好 体部片 産 地 不 定

住居24 須恵器? 甕 (160) (306) 5YR7/6 密 不良 60% 陶邑

住居2コ 土師器 (169) 残204 10YR7/3 密 良好
口顕 部 40%

炊 訳 帥 %

住 居 24 土師器 (110) 131 75YR6/4 密 良好 60%

住居24 土師器 残127 5YR6/6 密 良好 70%

住居24 土師器 甕 5YR7/6 密 良好 70%

住居24 土師器 高郭 172 (140) 25YR5/6 密 良好 90% 3方向に円孔

258 住居24 土師器 高 郭 (219) 残9,1 5YR6/6 やや粗 不良 邦部40%

住居24 土師器 高郭 (144) 残5.6 5YR5/6 密 良好 郭部30%

住居24 土師器 高郭 (140) 残50 5YR6/4 密 良好 郭部10%

住居24 土師器 高 邪 (141) 残5.1 5YR7/6 密 良好 郭部30%

住居24 土師器 高郭 (154) 残55 5YR6/4 粗
や

自

や

禾 郭部60%

住居24 土師器 高 郭 残74 (106) 5YR6/8 やや粗
や

良

や

不 脚部70% 3方向に円孔

住居24 土師器 甕 5YR6/6 密 良好 50%

表12遺 物 計 測 値 表 6
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物
号

遺
番 遺  構 種  類 器  種

法 量 cm( )は 復 元 値
色  調 胎  土 焼 成 残 存 考偏

口 径 器 高 底。脚径 そ の他

265 住居24 土師器 甕 (134) 残16.7 25YR5/8 密 良 好 60%

266 住居24 土師器 甕 (112) 残42 75YR6/2 やや粗 不 長 口頸部20%

住居24 土師器 甕 (174) 残61 10YR7/3 やや粗
や

自

や

禾 口頸部10%

住居24 土師器 甕 (178) 残40 N2/0 粗 不 良 口頸部30%

269 住 居 24 韓式系土器 平底鉢 残2.4 (70) 10YR7/3 粗
やや
ス 由 底部60%

住居24 韓式系土器 平底鉢 (204) 残102 10YR7/3 粗 不良 20% 産地不明

住居24 韓式系土器 甑 残5,8 (121) 5YR6/6 密 良好 底部35% 陶 邑

272 住居24 韓式系土器 甑 残1.9 (146) 10YR6/4 密 良好 底部10%

住居24 韓式系土器 甑 10YR6/3 やや粗
や
白

や
ス 把手のみ

住居24 韓式系土器 甑 10YR5/3 密 良好 把手のみ

住居24 石 器 叩石
縦
構 完形

任 居 25

1床而 Ⅲ
土師器 高 不 残3,4 25Y8/4 密 良好 郭部30%

277 住 居 25
′
廉面ヽ 土師器 高郭 残4.7 10YR5/6 密

や

良

や

不 郷部 25%

278 仁居25

(床面)
土師器 高郭 157 残62 25Y7/3 密 良好 郭部のみ

任 居 25

:床而 う
土師器 高 郭 残7.7 (96) 75YR7/8 密

や
屯

や
ス 脚部5% 3方向に円孔

住 居 25
′
戻面 う 土師器 甕 5YR7/6 やや密

やや
ズ 由 80%

住居25(a 土師器 高雰 (160) 残4,7 10YR3/2 密 不良 郭部50%

282 倒詈25(翻 土師器 士霊 25YR7/4 密 良好 85%

283 住居鍋 (3 土師器 高雰 (174) 残51 75YR7/3 密
や

由

や

ズ 邦部35%

住居25(動 韓式系土器 平底鉢 0) 121 25Y7/2 密 不良 50% 伽耶

285 住居25(0 韓式系土器 甑 (250) (238) 75YR6/6 密 良好 60% 底部に穿孔

住居25

(床雨)
土師器 m (80) 75YR7/4 密

や

嵐

や

ス ほぼ完形 壺の最大径部分に円孔

住居25 土師器 鉢 (140) 残60 25Y8/4 密 良好 口縁部10%

住居25 土師器 甕 (178) 残40 10YR7/2 密 良好 口頸部10%

289 住 居 25 須恵器 士笠 (114) 残2.8 5PB7/1 粗 堅級 口縁部5% 陶 邑

住居25 土師器 高雰 残73 (90) 25Y3/3 密 良好 脚部10%

住姫認5(a 韓式系土器 甑 75YR6/6 密 良好 把手のみ

292 住居25 韓式系土器 甑 残5.5 25Y7/3 密 良好 底部片 伽 耶

住居25 韓式系土器 BIl 残34 75→r7/4 密 良好 底部片 伽耶 ?

住居25 土製品 紡鍾車 直後4,6

厚み17 75YR6/6 や や密 良好 完形

295 住居25 石器 叩石
天地89
左右74 完形

296 住居25 鉄製品 不 明
長

幅

住居26
r富 卜層尚 土師器 甕 (174) 残25.5 25Y7/3 密 良好 30%

298 住居26(9 土師器 甕 (158) 残20,7 10YR8/3 密 良好 40%

299 仁居26

(竃上層)
土師器 甕 残90 10YR6/2 密 良好 口頸部70%

住居26 瓦質土器 一望 残49 5PB5/1 密 良好 体部片 伽耶 ?

住居27 石製品 管玉
長さ265
幅 04 緑色凝灰岩製

住居27 土師器 甕 (180) 残75 10YR7/3 やや密 良好 口頸部30%

住居27 土師器 甕 (178) 残66 75YR6/3 やや密 良好 口頸部30%

住居27 土師器 鉢 (126) 残6.1 5YR6/6 密 良好 口緑部30% 産地不明

住居27 土師器 高 郭 残67 (108) 5YR6/4 密 良好 脚部50%

住居27 土師器 高 郭 残69 25YR7/4 密 良好 脚部30%

住居27 土師器 高郭 (79) 残1,7 75YR7/6 密 良好 啄部5%
任居27

f床而ヽ 須恵器 器 台 残54 5PB7/1 やや密 良好 郭部5% 陶 邑

表13遺 物 計 測 値 表 7
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物
号

遺
番 遺  構 種  類 器  種

法量 cm( は復 元 値
色  調 胎  土 焼  成 残   存 備 考

口 径 器 高 底・脚 客 その他

住居28 土師器 (100) 25YR5/4 密 良好 70%

住居28 土師器 士霊 25YR6/6 密 良好 90%

住居28 土師器 高邪 (194) 残65 5YR7/6 密 良好 口縁部20%

住居28 土師器 高堺 (142) 残50 75YR7/4 やや密 良好 郭部45%

住居28 土師器 高邪 (150) 脚 .1 5YR6/6 やや密 良好 郭部20%

住居28 土師器 高郭 (156) 残51 5YR6/6 密 良好 不部20%

住居28 土師器 高郭 残25 (86) 5YR6/6 密 良好 脚部20%

住居28 土師器 高 郭 (144) (118) (102) 5YR6/6 密 良好
不部30%
脚部15%

住居28 韓式系土器 甑 残2.1 10YR7/2 密 良 好 底部片

住居28 韓式系土器 甑 (230) 残186 5YR6/6 密 良好 40% 辰 部 1こ 雰 子し
_#の IWエ

住居30 上師器 高 郭 残72 (106) 75YR7/3 密
やや
不良 脚部20%

土坑9 土師器 高郭 (134) 110 (118) 10R5/6 密 良好 40%

土坑9 韓式系土器 甑 (172) 残64 25YR6/6 密 良好 口縁部10%

322 土坑11 土師器 甕 (182) 残7.5 5YR6/6 密 良好 口頸部25%

323 住居31 土師器 高雰 (140) 残32 5YR6/6 密 良好 必部10%

住居3〕 土師器 高邪 残6.6 75YR7/4 密 良好 脚部20%

325
住居33

`床

而う 土師器 高 不 (302) 残134 75YR6/8 密 良好 郵部60%

326 住居33(0 土師器 甕 (144) (215) 75YR7/4 やや粗 良好 30%

327
住居33

(床面)
韓式系土器 甑 (238) 残206 75YR5/4 密 良好 50% サ砥ヨ

`に
穿子L

一 軒 の 相 エ

328 住居33 須恵器 把手付鉢 残44 5PB6/1 やや密 良好 5% 陶 邑

住居34
r廉面ぅ 瓦質土器 士電 (214) 残10,7 5PB5/1 やや粗 不良

□類 部 20%
腰駅 片

伽耶 ?

330
住居34

`床

面Ⅲ 瓦質土器 士宝 残78 5PB6/1 密 良好 体部片 伽耶 ?

住居34
r廉面心 須恵器 甕 残4.5 5Y8/2 密 不良 体部片 陶邑

332 住居34 土師器 餐 (130) 5YR6/6 密
や

自

や

禾 口頸部20%

住居34 土師器 高郭 残23 25YR5/6 粗 不良 邪部20%

住居34 土師器 高罫 残4.0 10YR8/2 密 良好 基部50%

335
仁居35

t床面)
土師器 一堕 残72 75YR6/2 やや密

や
自

や
示 体部20%

任 居 35
(床面 う

土師器 甕 残150 N5/0 密
や
良

や
不 体部片

住居35

(床而)
土師器 高郭 (262) 残44 75YR6/8 密

や

白

や

ス 郭部15%

338 仁居35
4床面ヽ 土師器 高郭 (190) 残37 75YR6/4 密

や

由

や

ス 郷部20%

339
任居35

`床

而Ⅲ 韓式系土器 甑 (190) 25Y7/1 密
や

自

や

ス 25% 底 部 に穿 孔
彦粕 ス 田

住居35 韓式系土器 甑 (198) 残31 10YR8/4 密 良好 回縁部10%

住居35 韓式系土器 甑 25Y8/4 密 良好 把手のみ

住居35 韓式系土器 平底鉢 (146) 残22 75Y7/4 やや粗 良好 口縁部15%

土坑13 土師器 甕 (156) 残38 5YR7/6 密
や

息

や

ス 口頸部10%

土坑 13 土師器 高郭 (164) 113 (103) 10YR7/3 密
や
由

や
ス

40%

土坑13 土師器 高郭 (152) 残6.5 25YR8/2 密
や

自

や

ス 必部25%

土坑13 土師器 高郭 残78 (108) 5YR7/6 密 良好 脚部25%

土坑13 須恵器 甕 残160 5PB5/1 密 良好 体部片 陶邑

土坑14 弥生土器 (128) 残7.5 5YR6/8 密 良好 口頸部のみ

土坑14 弥生土器 (97) 残79 75YR7/3 密 良好 口頸部70%

土坑 14 弥生土器 残5,9 10YR3� 密 良好 口顕部25%

土坑14 弥生土器 一笙 残4,9 5YR7/6 密 良好 底部のみ

土坑14 弥生土器 残47 10YR6/4 密 良好 底部のみ

表14遺 物 計 測 値 表 8
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物
号

遺
番 遺  構 種  類 器   種

法量cm( )は復元値
色   調 胎 土 焼 成 残   存 備 考

口 径 器 高 その他

土坑 14 弥生土器 甕 (150) 残5,7 75YR8/6 密 良好 口頸部20%

土坑 14 弥生土器 甕 (164) 残5.4 75YR6/4 密 良好 口頸部20%

355 土坑14 弥生土器 甕 (158) 残57 10YR7/4 密 良好 口頸部20%

土坑14 弥生土器 甕 (164) 残55 75YR5/3 密
や
患

や
ス

口頸部20%

357 土坑14 弥生土器 甕 (152) 残30 75YR7/6 密 良好 口頸部20%

358 土坑14 弥生土器 甕 (166) 残49 10YR8/6 やや密 良好 回頸部25%

359 土坑14 弥生土器 甕 残36 5YR5/4 密 良好 底部のみ

土坑14 弥生土器 甕 残25 10R5/6 密
や
由

や
ス 底部のみ

土坑 14 弥生土器 甕 残78 75YR7/4 密 良好 底部70%

362 土坑 14 弥生土器 鋏 (319) 残66 75YR7/4 密 良好 口縁部20%

363 土坑 14 弥生土器 鉢 (162) 残6.6 5YR6/6 密 良好 口縁部20%

土坑 lJ 弥生土器 鉢 (154) 残60 75YR5/4 やや密
や や

ス 自
口縁部25%

土 坑 14 弥生土器 鉢 残6.5 75YR6/6 密 良好 底部のみ

土坑1コ 弥生土器 高郭 (254) 残75 75YR5/4 密 良好 雰部40%

367 土坑 1判 弥生土器 高郭 (234) 残4.6 10YR6/3 密 良好 郭部20%

土坑14 弥生土器 高郭 残76 5YR6/6 密 良好 脚部80%

土坑14 弥生土器 高郭 残61 5YR6/6 密 良好 脚部80%

土坑14 弥生土器 壺蓋 142 72 25Y7/1 密
や
自

や
禾

35%

北部 地 低
選豊R 須恵器 不身 (110) 残31 N6/0 密 良 好 口縁部5%

372
北部 地 区

据毒R 土師器 甕 (159) 残3.9 75YR6/4 密
や

喜

や

禾
口縁部5%

北部 地 区
退彗R 土師器 甕 (162) 残48 5YR6/6 密 良好 回縁部5%

北 罰
`地

区
選豊3

土師器 甕 (156) 残36 75YR7/4 密 良好 口縁部25%

375
北部 地 区

第害R 土師器 高郭 残7.1 (134) 25YR6/6 密
や

自

や

禾 裾部25%

期鋒
須恵器 必身 (138) 残33 10BG5/1 やや密 堅撤 5% 陶邑

易膏6君辛
旬合 層

須恵器 有蓋高郭 (128) 残4.2 5PB7/1 密 良好 郭部15% 陶邑

第5群
伺合層 須恵器 高郭 残3.8 N7/0 やや密 良好 脚部10% 陶邑

379 糾齢
須恵器 士望 (95)

娠
(102う

5PB7/1 やや密 堅 緻
口縁 部 5%

法 蘇 氏% 陶邑

期癖
須恵器 一霊 (114) 残55 10Y7/1 やや密 良好 口頸部10% 産地不明

観癖
須恵器 士笠 (103) 残3.2 N6/0 密 良好 口縁部5% 伽耶 ?

舅毒7君羊
包含層

須恵器 士笠 残31 5B6/1 やや粗 良好 口縁部5% 陶邑

383 弟 4群
旬合 層

須恵器 一笠 (163) 残2.3 10Y7/1 やや密 良好 口縁部5% 陶邑

期峰
須恵器 甕 (220) 残65 75Y7/1 やや密 良好 口頸部5% 陶邑 ?

傷膏2若辛
包含層

須恵器 士鍾 娠
団

75Y6/1 やや密 良好 口縁部片 伽耶 ?

期蜂
須恵器 甕 (229) 残4,8 5PB7/1 やや密 良好 口頸部10% 陶邑

387 第6群

包合層 須忘器 甕 残75 5YR7/2 やや密 良好 肩部10% 陶邑

388 ラ再7窓羊
包含層

須恵器 甕 (172) 残24 25Y8/1 密 不良 口縁部10%

9β 3君子
/P● 合 層

須恵器 甕 (224) 残7.3 N7/0 やや密 良好 口頸部10% 陶邑

第7群

包合層 須恵器 器台 残62 5PB6/1 やや密 堅緻 脚部10% 向 形 恭 含 ヤ

陶 呂

う言6君キ
包含層

須恵器 台付壷 ? 残40 5PB7/1 やや密 堅緻 脚部5% 間形 器 台 ?

陶 昌

〕も3君キ

旬 合 層
須恵器 器台 ? 残9,0 75Y5/1 やや密 良好 脚部片 ? 陶邑

第3群
包合層 須恵器 士霊 残70 5P6/1 密 堅緻 体部片 陶邑

394 う言4落キ
包含層 須恵器 士鍾 残40 75YR7/3 やや密 堅緻 体部片 陶邑

〕畠4君専

旬 合 層
須恵器 一霊 残50 5PB6/1 やや粗 良好 体部片 伽耶

第 4群
旬 合 層 須恵器 士璽 残3.1 10R4/1 やや密 良好 体部片 陶邑

表15遺 物 計 測 値 表 9
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物

号

遺

番 遺  構 種  類 器  種
法 量 cm( は復 元 栢

色  調 胎  土 焼 成 残    存 備 考
□ 径 器 高 底・脚径 その他

葬6群

包合層
須恵器 蓋 残27 5B7/1 密 堅緻 天丼部片 陶 邑

3高 4君キ

旬 合 層
須恵器 士笠 残57 N6/0 やや密 良好 体部片 陶 邑

第 3群
旬 合 層 須恵器 器台 残37 N6/0 やや粗 良好 脚部片 陶邑

拐岳6君千

柱 穴
須恵器 (144) 残43 5PB5/1 やや密 堅 級 口縁部5% 産地不明

う畠7君キ
何合層 韓式系土器 甑 (222) 残52 75YR7/4 密 良好 □縁部10%

第 5群
旬 合 屋 須恵器 甑 残69 75Y7/1 密 良好 把手,体部片 鍋の可能性あり

ラ高7若キ
旬 合 層 韓式系土器 甑 5YR6/6 否 良好 把手のみ

第6群
何合層 韓式系土器 甑 75YR7/6 密 良好 把手のみ

第6群

包合層
韓式系土器 甑 75YR7/6 密 良好 把子のみ

場高6君キ
包含層

韓式系土器 甑 75YR7/4 密 良好 把手のみ

第6群
旬合層 韓式系土器 甑 25YR6/6 密 良好 把手のみ

第6群

包合層
韓式系土器 甑 75YR6/6 密 良 好 担手のみ

易膏6君キ

何 合 層
韓式系土器 甑 5YR7/6 密 良好 把手のみ

第6群
何合層 韓式系土器 甑 75YR3/3 密 良好 把手のみ

傷膏3君辛
包合層

須恵器 甕 残20 5B5/1 や や 密 良好 口縁部片 伽IIFj?

住居24 須恵器 器 台 残48 5PB6/1 やや粗 良好 脚部片 陶 邑

溝 2 鉄津 鍛冶津
大地34
左右44 破片

土坑 13 鉄滓 鍛冶津
大地47
士ナБ A 破片

住居24 須恵器 甕 残85 5PB6/1 やや密 堅級 体部片 陶 邑

住居24 須恵器 甕 残13.5 N7/1 密 良 好 体部片 陶邑

住居24 須恵器 甕 残121 N7/1 密 良好 体部片 陶 邑

住居24 須恵器 甕 残6.5 5PB6/1 やや密 良好 体部片 陶 邑

住居24 須恵器 甕 残18 N7/0 密
や
患

や
ス 体部片 陶邑

住居18 須恵器 甕 残46 N6/0 や や密 堅 徹 体部片 産地不明

住居24 須恵器 甕 残3.9 25Y7/1 やや粗 良好 体部片 陶 邑

住居24 須恵器 甕 残19 25Y7/1 やや粗 良 好 体部片 陶邑

住居24 須恵器 甕 残2.8 5PB4/1 密 良好 体部片 陶 邑

住居24 須恵器 甕 残42 5GY6/1 やや密 不良 体部片 陶邑

住居4 須恵器 甕 残69 N6/0 密 良好 体部片 陶 邑

住居24 須恵器 甕 残4.0 N7/1 雹 良好 体部片 陶邑

住居24 須恵器 甕 残32 5PB5/1 やや密 良好 体部片 陶邑

住居24 須恵器 甕 残23 5PB4/1 密 良好 体部片 陶 邑

429 住居9 須恵器 雰蓋 残0,9 5RP5/1 密 堅 級 天丼部片 陶邑

第2群
伺合層 須恵器 無蓋高邦 (141) 残35 5PB5/1 やや密 堅級 口縁部片 陶 邑

住居24 須恵器 甕 残53 N7/0 密 良好 底部片 産地不明

住居 14 須恵器 甕 残1,9 N6/0 密 良好 体部片 陶 邑

住居14 須恵器 甕 残29 5PB7/1 密 良好 体部片 陶邑

住居24 須恵器 養 残56 25YR6/1 密 堅撤 体部片 産地不定

第 7群
津 貨 須恵器 邪身 (101) 残42 5PB6/1 やや粗 堅緻 15% 陶 邑

期
敵

須恵器 (170) 残65 5B7/1 やや粗
や

白

や

ス 口縁部片 陶邑

住居14 須忘器 士霊 残34 N6/0 密 堅 緻 体部片 産地不定

438 住居24 須恵器 残2コ 5PB6/1 密 良好 体部片 産地不定

住居24 須恵器 器 台 残52 5B6/1 やや密 良好 脚部片 伽耶 ?

鞘齢
須恵器 配 残5,0 5Y7/1 や や 密 良好 体部片 陶 邑

表16遺 物 計 測 値 表 10
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第 6群
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第 6群

1.住居26

2.住居26東西断面

3.住居26南北断面

北束より
‐
|

南より

東より

′熙

liⅢl‐
‡|  lii

l■■

4.住居26竃遺物出土状況

司ヒ西より

5.住居26竃

】ヒ西より

6. 住居26竃埋土断面

南より

住居26竃上面遺物出土状況

南西より

7.



籐

一

ilir■●
==::I

lil ti

l―|1亀 |― 
―

■■|

|( I

ti fⅢド||

`l fll

`lfh‖
11

一、一
．一一
一一
・・一　
　　
‐．
　一
一・一一ヽ
十・一
・・・
．．

一一
一一
一一．
一一
一一
一一
一一
一一
一一
一一‐

一一・一一”
・・　
一一一
一一一
一一一．
一　一　
一一′　
　＼

一
一一
一
一一
〓一
一
一一
・
一一
　
　
　
．
　
　

」一

i年|
! ■| |―

デ,■学
|

.笠i  
―

i tl■|「

|IIIII

lり!|‖h江Ⅱと[111:け
°
こ

とこ|イ:|ケ I

州19彎

上〔;�IIIXI



1文 |1版38

第 6イ 1羊

| 。 イi:サ
I128

1朽
lLょ り

|。  li:'I128ili4勿 イキ| |:】人イ)と

前,tiよ り

Ho FIオ 十ゼS,生 4勿 ||| ||‖ 犬|,と ホ‖帝b

l打 より

5。  |liオ 12S,生 4勿 ||キ li状 |)と 率|‖ 帝∫

西より

、∵    I Iゝ ―

rヽ
礼呟

　

・オ

１
４
ｉ
ｌ

ｌ‐
ｉ
■
■

一■

■!■ |■lt

iダ

■■i
ことイ

鰤

「Ｌ
ｒ．
ｉ
注‐
一ヽれ
ｒ● ■11111),■ i

鰺|ゝ11

攀
iヽ

II
ヤ|キr



単`IHil,[il'レ
||

||

曰版39

第 6。 7群

11●

科
lll■ i第 6。 F梓全景

.́ lil'IJ29

■汁主―サ
i′

デ (I'｀

,    _      |_||:

i ′ン

トィ:ギ t'.I

く!|,ァ/‐・|

イ菊よ り

山より

鯵

「ia■

3.住居31

lLlょ り



1叉1版40

第 7群
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北部地区

1.1997年 度調査区

2.1998年 度調査区
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ANI-1(413)

椀形鍛冶津

①×200硬度圧痕 :

525Hv ヴスタイト

②×100③ ×400ヴスタ

イト (粒内微小析出物

あり)フ ァイヤライト

④×100⑤ ×400ヴスタ

イト フアイヤライト

椀形鍛冶滓

⑥×200硬度圧痕 :

407Hv ヴスタイト

⑦×100① ×400ヴスタ

イト (粒内析出物あり)

フアイヤライト [風化]
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